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			再臨勇者の復讐譚 ～勇者やめて元魔王と組みます～①

			羽咲うさぎ

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			　

			　

			　

			　

			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			プロローグ　狂乱の勇者

			第一話　英雄の最期

			第二話　現状把握

			第三話　三十年越しの再会

			第四話　失望の刻

			第五話　罠に嵌める

			第六話　落下、そして邂逅

			第七話　共闘、或いは利用関係

			第八話　それを覆してこその

			第九話　ターニングポイント

			第十話　正体見抜く慧眼

			第十一話　少女は語る

			第十二話　鎧袖一触

			第十三話　元勇者と元魔王

			幕間　憎悪に嗤う

			第十四話　復讐の始まり

			第十五話　連合国・温泉都市

			第十六話　背中刺す不穏な視線

			第十七話　漸く、見つけた

			第十八話　マーウィン・ヨハネス

			第十九話　……くだらない

			第二十話　炎上する悪意

			第二十一話　復讐などするのは

			第二十二話　人狼の罠

			第二十三話　自業地獄

			第二十四話　裏切り者の手掛かり

			閑話　おぞましい笑み

		

	
		
			プロローグ　『狂乱の勇者』

			　

			「――ようこそ、異界の勇者殿。どうか、この世界を魔王から救っていただきたい」

			　不意に耳に入ってきたのは、嗄かれた老人の声だった。その声で我に返り、周囲を見回す。そして、自分が奇妙な紋様の上に立っていることに気付いた。

			「どこだ……ここは」

			「ここはレイテシア。勇者殿が住んでいた世界とは別の世界といえよう」

			　口から零れた疑問に、嗄かれた声が答えた。俺は声の聞こえた方へと視線を上げる。

			　そこには、ルネサンス時代の貴族のような服装を身に着けた老若男女がズラリと並んでいた。疑問に答えたのは、その中でも一際目立つ王冠を被った壮年の男だ。

			「レイ……テシア？」

			「そうだ。そして現在、レイテシアは魔王によって滅亡の危機にある」

			　壮年の男は、呆然と立ち尽くすこちらを無視して言葉を続けていく。

			　待て、勝手に話を進めるな。

			　そう口にしたくても、渇ききった喉からは言葉が出てこない。

			「そして我が王国は、魔王を殺すために勇者を召喚したのだ」

			　泡ほう沫まつの夢を見ているのか。それとも妄想と現実の区別がつかなくなってしまったのか。

			　壮年の男が何かを言っているが、混乱した俺の頭には言葉が入ってこない。

			　しかし――何を言わんとしているかは不思議と理解できた。

			「貴殿には、勇者として――」

			　とりあえず、落ち着こう。男の話を聞き流し、混乱する頭を落ち着かせようとする。そして、数分前の記憶へと手を伸ばした。

			　その瞬間――鮮明に思い出す。自分にいったい、何が起きたのかを。

			　思わず哄こう笑しようしてしまい、痛む頭を手で押えた。

			「貴様――話を聞いているのか！」

			　地面に視線を落としていたのが気に障ったのだろう。壮年の男の周りから叱責が飛んできた。

			　耳障りなその叫びに顔を上げる。

			　視線の先には、一人の男が立っていた。黒いローブを身に纏まとい、赤い宝石の埋め込まれた杖を手にしている。その男を見て、すっと引くように混乱が一瞬で収まったのを感じた。

			「国王陛下の御ご前ぜんであるぞ！　顔を上げろ!!」

			「良い、リューザス。勇者殿はまだ混乱しておられるようだ。そう急かすことはない」

			　リューザス、だと？

			　壮年の男が、赤髪をリューザスと呼び、嗜たしなめる言葉が耳に入るのと同時。雷が走ったかのように、俺の思考は真っ白に染まった。

			　――てめぇはもう、用済みなんだよ、勇者様。

			　直前までの記憶が頭を過よぎるのと同時。

			　砕かんばかりに床を蹴り、俺はリューザスへ向けて走り出していた。

			「あァあああああああッ!!」

			「なっ!?」

			　獣のような咆ほう哮こうに、リューザスは反応する。

			　だが、遅い。

			　奴がその杖を掲げる前に、顔面に一発。憎悪を込めた拳を、リューザスの顔面へ撃ち込んだ。

			「がっ、ファ――ッ」

			　リューザスは勢いのまま吹き飛び、壁に激突する。そして目を剥いて失神してしまった。

			　まだだ。こんなもんじゃ終わらせない。

			　上へ跨またがり、殴る。拳が頬骨を打つ音が響く。

			「待て、勇者殿！　何をしているのだ!?」

			「早く取り押さえろ!!」

			　周りの連中が飛びかかってきた。数の暴力に、押し潰されそうになる。

			「――リューザスッ！」

			　それでも、俺はリューザスを殴り続けた。その度に、心に溜まっていた感情が晴れていくのを感じる。

			「てめぇは……てめぇだけは！」

			　リューザスは完全に気を失っている。

			　しかし、こんな程度では済まさない。済ませられない。

			　――俺がこいつから受けた痛みは、こんなものじゃない。

			　もう一発――拳を振り上げたところで、ついに地面へ組み伏せられた。とっさに、腕を押さえている連中を振り払おうとする。しかしどういうわけか、力がまるで出ない。

			「俺に何をしたか――忘れたとは言わせねえぞ！」

			　それでも足あ掻がき、リューザスへと手を伸ばした。

			　だがその時、ゴッと鈍い衝撃が後頭部に走る。視界が点滅して、全身から力が抜けていくのを感じた。

			「い、いったい何を……」

			　俺を取り押さえていた連中の誰かが、そんなことを言った。

			　――いったい何を、だと？

			　薄れゆく意識の中で、耳に入ってきた言葉。そんな分かりきった疑念に、俺は心の中で答えた。

			　こいつは俺を、殺しやがったんだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　俺――天あま月つき伊い織おりがこの世界に召喚されたのは、初めてではない。ほんの数分前まで、勇者として召喚されて、世界を守るために戦っていたのだ。

			　だというのに。

			　待ち受けていた結末は、信頼していた仲間からの裏切りだった。腕を斬り落とされ、胸を貫かれ、呆然とする俺を、ゲラゲラと嘲ちよう笑しようする仲間の顔を覚えている。

			　あの赤髪の男――リューザスもその一人だ。

			　俺を殺せば、魔王討伐の名誉は自分達だけのものになる。戦いが終われば、勇者など邪魔なだけだ。お前はもう、用済みなんだよ。

			　そう言って嘲あざ笑わらう仲間達に、俺は殺されたのだ。

			　殺された、はずだった。

			　だが、どういうことか、俺はまだ生きている。理由は分からないが、自身の幸運に感謝しよう。裏切った奴らに復ふく讐しゆうする機会を、与えてくれたのだから。

			　――後悔させてやる。俺を裏切ったことを。

			　そうして、俺の意識は暗転した。

		

	
		
			第一話　『英雄の最期』

			　

			　二度目の召喚から一日が経過した。今は王城の地下にある牢ろう獄ごくのベッドの上に腰かけている。

			「頭は冷えたか？」

			「……はい。ご迷惑をおかけしました」

			　鉄格子の向こうから話しかけてきた騎士に向けて、反省した口調で頭を垂れる。

			　こちらの落ち着いた様子に安あん堵どしたように息を吐くと、騎士は「陛下にご報告してくる。もう少しすれば出られるだろう」と言い残して、牢ろう獄ごくの前から去っていった。

			　ご迷惑をおかけしました、か。

			　……ふざけるな。

			　それを言うのは、お前ら王国の方だ。

			　牢にいる間に、やって来た騎士にいろいろと聞かされた。

			　タコ殴りにしたリューザスは大した傷ではなく、また本人も気にしていないと言っているので、俺が冷静になればすぐに牢から出す、と。

			　召喚されたショックで暴行に及んだから、無罪ということらしい。

			　まあ、勇者を召喚してすぐに処刑するわけにはいかないだろうからな。しかし、状況も分からず殴りかかったのは、やや軽率だった。その結果がこの牢だ。

			　直前に殺されているのだから、仕方のないことではあるが。

			「……魔術さえ使えれば、こんな牢は簡単に抜けられるんだが」

			　一度殺された影響か、二度召喚された影響か。

			　どういうわけか、俺はまったくと言っていいほど、魔術が使えなくなっていた。

			　微弱な魔力を放出することはできても、それを魔術の形に変換することができない。勇者としての力は、ほぼ失ったと言っていい。

			　こうして牢に入っているのは、突破できるだけの力がないからだ。リューザスを殺すのにも、かなりの手間がかかるだろう。

			　それに加えて、外見も変わっていることも分かった。筋力が落ち、身長も縮み、髪の色すら変わっている。どうやら、一度目の召喚の前、高校生の時の姿に戻っているらしい。

			　顔つきも幼くなっているし、誰も俺がかつての勇者だと気付かなくて当然だ。

			　魔術も使えなくなり、筋力も落ちた。

			「それでも――」

			　身に付けた知識や技術、積み重ねてきた経験はしっかりと頭の中に入っている。並みの騎士なら、軽く殺せるだろう。

			　やりようはいくらでもある。

			「リューザス……ッ」

			　目を瞑つぶり、怒りを堪え、思い出す。最初にこの世界に喚ばれた時のことを。そして、仲間に裏切られるまでの顛てん末まつを。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　最初にこの世界に召喚されたのは、三年前のことだ。

			　家で寛くつろいでいたところを、今と同じように王国によって召喚された。

			「――ようこそ、異界の勇者殿。どうか、この世界を魔王から救っていただきたい」

			　あの時も、気付けば奇妙な紋様で作られた円の上に立っていた。皮肉なことに、最初に聞いたのは一度目も二度目も同じ言葉だったな。

			　そして、国王を名乗る老人によって、どうしてここにいるかの説明を聞かされた。

			　ここは地球とは違う、レイテシアと呼ばれる世界。魔王と呼ばれる存在によって、滅亡の危機を迎えているらしい。

			「そして我がオンリィン王国は、魔王を倒すために勇者を召喚したのだ」

			「……そ、れが」

			「そうだ。貴殿だ」

			　――異界、勇者、魔王。

			　現代社会では、とうてい聞くことのないであろう文字の羅列。混乱する頭へ、容よう赦しやなく叩き付けられる情報。

			「して、勇者殿。貴殿の名前は？」

			　向けられる目線、国王が放つ明らかに政治慣れしたオーラ。ふざけているとしか思えない状況なのに、それを口にすることができないほどに場の空気は重い。

			　天あま月つき伊い織おり。

			　促されるがままに、女の子っぽくてあまり好きではない自分の名前を口にした。

			「あまつっ」

			　半分だけ。

			　この緊迫感のせいで、盛大に噛んでしまった。

			　仕方がないだろう、こんな大衆の前に立つなんて、中学校の卒業式以来なんだから。

			「なるほど、アマツ殿と言うのか」

			　違えよ。

			　とは、さすがに言えず、結局名前はアマツで定着してしまった。その時は、否定する余裕すらなかったから。

			「ではアマツ殿……魔王から世界を救ってもらえるな？」

			　当然のように、話を進める国王。

			　こちらの都合を一切無視する口調に苛立って、「俺は戦いたくない」と震えた声で叫んでやった。

			　生まれて十六年。特にやりたいこともなく、人に流されて生きてきた。両親が事故で死んだ時だって、言われるがまま叔父に引き取られたし。

			　それでも、この状況で流されるのは命に関わると考えた。

			　そんなことより家に帰して欲しい。

			　そう頼むも、「元の世界に帰るには数年の時間がかかる」と返された。「そしてその数年の間に、王国は魔王軍によって滅ぼされてしまう」とも脅された。

			　戦いも何も知らない高校生に、この世界の連中は何を期待しているんだよ。

			　その後すぐに「結論を急ぐことはない」と、国王の意向によって城の一室で生活することになった。

			　優しく接すれば心変わりするだろう――そんな下心が透けて見えていた。

			　部屋に閉じこもり、運ばれてくる料理を食べて寝るだけの生活。城の連中はそんな自分を見て、臆病者だと罵ののしった。

			　その時、何度も思ったね。どれだけめでたい頭をしてるんだと。

			　断固として、勇者という名の奴ど隷れいにはなりたくない。最初はそんなふうに思っていた。

			　しかし――転機は訪れた。

			　過激な派閥が、戦おうとしない勇者に激げつ昂こうし、俺の部屋へと襲撃を仕掛けてきたのだ。

			　間一髪だった。

			　通りかかった女性が助けてくれなければ、殺されていただろう。

			　城の中は騎士が巡回をしているはずだった。だが、たまたまその日は、巡回の騎士がサボっていたらしい。

			　襲撃した連中には、国王によって厳しい処分がくだされた。職務を放棄していた騎士も同様だ。

			　その件について、国王はいけしゃあしゃあとこう言った。

			「アマツ殿が勇者として戦わない限り、今後同じようなことが起こってしまうかもしれぬな」

			　要するに、あの襲撃は国王が裏で糸を引いていたということだ。それが分かっていても、俺にはどうすることもできなかった。

			「四年。四年の間、王国を守護してくれさえすれば、そなたを元の世界に帰すと約束しよう」

			　国王はこう言った。

			　年々、魔王軍の襲撃は激しくなってきている。このままでは、後三年もあれば人間は滅ぼされてしまうだろう――と。

			　つまり、「元の世界に帰りたければ、魔王を倒せ」と国王は言っているのだ。

			　このまま戦わなければ、俺は国王の手の者に殺されるかもしれない。そうでなくとも、王国が魔王に滅ぼされれば、俺は元の世界に帰ることはできない。

			「……分かった」

			　こうして俺は、いつものように流されて、望まぬ戦いに身を投じることになった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦うと決めれば、不思議と自身の力の使い方は理解できた。

			　腕に刻まれた、勇者の証である紋章。それがもたらしたのは、超人的な身体能力と、圧倒的な魔術だ。証の力を駆使して、俺は国に指示されるままに戦った。

			　力の影響か、髪は灰色になり、身長も大きく伸びた。三ヶ月もすれば、すっかり別人のような姿になっていった。

			　その頃になって、世間は俺を〝英雄アマツ〟と呼んで称え始めていた。

			　世界を救う、救世主だと。

			「英雄ねえ」

			　世界を救うとか、救世主だとか、そんな高尚なことは一切考えてない。これは俺が元の世界へと帰還するための戦いだ。

			　最初は、そんなふうに思っていた。

			　それが変わったのは、半年がすぎた頃だった。

			　

			「俺はリューザスってんだ。魔王軍を倒すために、俺にも協力させてくれ」

			　魔王軍との戦闘には、多くの人間との連携が必要となる。魔術師のリューザスも、その中の一人だった。

			「俺にはよ、妹がいるんだ。アイツが望んだ世界を、俺は作りてえ」

			　大切な人を守るために戦っていると、リューザスは語った。

			　こんな世界に飛ばされて、守りたい人なんかいるわけがない。それでも、そう言って戦うリューザスを凄いと思った。

			「これ以上、同族が傷付く姿は見たくない。だからアマツ、僕も君と一緒に戦うよ」

			〝鬼族〟という亜人の青年、ディオニスはそう言った。

			　常に中立の立場だった鬼族は、人間と魔王軍の両軍から嫌われている。

			「僕が鬼族を導かないといけないんだ。同族を守るためだったら、僕はなんでもするよ」

			　一族のために戦うという、責任感。そして、使命を達成するという強固な意志。

			　流されてばかりの俺が持っていなかったものを、ディオニスは持っていた。

			　彼らとともに戦って行く中で、自分の内面が少しずつ変化していくのが分かった。

			　そして――。

			　以前、過激派の攻撃から守ってくれた女性。

			　ルシフィナとの出会いが、俺を大きく変えた。

			「私の村は、魔王軍と人間との戦いに巻き込まれてなくなってしまいました。両親も、その時に」

			　人間、魔族、亜人、戦争でたくさんの人が傷付き、死んでいくのを見てきた。だから、争いのない、すべての種族が共存する世界を作りたい。

			　それが自分の夢なのだと、ルシフィナは語った。

			「貴方と一緒なら、それができると私は信じています」

			　ルシフィナは、何度も俺を救ってくれた。諦めそうになった時に、何度も支えてくれた。

			　貴方は強い人だと、きっと元の世界へ帰ることができると。

			　辛い戦いの中でもけっして弱音を吐かず、優しく仲間を支えようとする彼女の姿に、俺は少しずつ惹かれていった。
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			　戦い始めた時、元の世界へ帰ることしか考えていなかった。だけど旅を続けていくうちに、俺の気持ちは変わっていった。

			　戦争で傷付いた人を見た。戦火によって、大切な人を失った亜人を見た。仲間を殺されて、慟どう哭こくする魔族を見た。

			　本当に、多くの人が戦争で傷付く姿を見てきた。

			　だから、心から思ったんだ。

			　ルシフィナの言っていた、争いのない世界を実現してみたい、と――。

			　しかし、英雄の力を以ってしても、楽な旅ではなかった。途中で何度も死にかけ、くじけそうにもなった。それでも戦い続けることができたのは、この三人の仲間達がいたからだ。

			　王国や、他国からの支援を受けながら、俺達は魔王軍と戦っていく。

			　戦争の形勢は大きく逆転し、次第に人間側に傾いていった。

			　戦争の終わりが目前にまで近づいてきている。

			　仲間との仲も深まり、後はすべての元凶である魔王を倒すだけ。

			　そう思っていた。

			　

			　――最終決戦が行われる、その日までは。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　召喚されて、三年の月日が経過した頃。

			　魔王軍が各国に設置した迷宮はすべて踏とう破はしたし、すべての四天王も倒した。残っているのは、魔王だけだ。

			　その魔王も、今は弱っている。一度だけ前線に出てきた魔王と刃を交え、傷を負わせることに成功していたのだ。

			　今が好機だと、各国からの支援を受けながら、俺達パーティは魔王城へと乗り込んだ。

			　当然、魔王を倒すための作戦も練ってある。

			　俺とルシフィナが前衛で魔王を引き付け、それをディオニスがサポートする。そしてその間に、リューザスが魔力を高め、最大火力の魔術で魔王に止めを刺す。

			　死力を尽くし、今まで培つちかってきたすべてを投じれば、この戦法で勝利を収めることができるはずだ。

			　そう意気込み、俺達は罠わなを乗り越え、魔族を倒し、数々の困難を突破しながら、魔王城を進んでいった。

			　俺達に続いて入ってくるはずの後詰の軍が、足止めを食らって中に入ってこれないというトラブルはあったものの、パーティの力だけで魔族達を倒していく。

			　そうして、リューザスの魔力を温存させながら、最奥部、魔王の部屋にまで辿り着いた時だった。

			「ここから先へ、お前達を通すわけにはいかない」

			　最後に立ち塞がったのは、たった一人の魔族だった。

			　長い銀髪の髪を揺らし、黄金に輝く瞳に強い戦意を浮かべた少女。小さな体をしていながら、内包している魔力は尋常ではない。

			　これまでの戦いで、幾度となくぶつかり合ってきた、強大な力を持つ魔族。

			　その時になって、初めてその少女は名乗った。

			「――エルフィスザーク・ギルデガルド」

			「……アマツ」

			　交わした言葉はそれだけだ。

			　そして、戦いは始まった。

			　少女は強かった。四天王を倒してきた俺達ですら、苦戦するほどに。

			　ルシフィナとともに前衛として剣で戦い、ディオニスとリューザスが後衛でサポートを行う。

			　魔術を行使する度に壁が砕け、床に亀裂が走る。

			　戦闘の余波を撒き散らしながら続いた死闘の末。

			　膝を突いたのは、少女の方だった。

			「私の……負けか」

			　全身から血を流し、俺に剣を突きつけられた少女は諦めたように呟いた。

			　戦いを終わらせるためには、この少女も倒さなければならない。少女に向かって、剣を振り下ろそうとした時だ。

			「どうしてこうなったんだろうな……。私はただ、争いを止めたかっただけなのに」

			「―――！」

			　それは誰かに向けられた言葉ではなく、自分自身に向けた自嘲だった。

			　争いを止めたかったというその言葉に、柄を握り締める指の力がわずかに緩む。

			「お前……」

			　幾度もぶつかり合ってきたこの少女は、人間を殺して喜ぶタイプの魔族ではない。

			　本当に、魔族だからといって殺す必要があるのか？

			　そんな疑問が頭に浮かび、俺は動きを止めた。

			「殺すんだ、アマツ！」

			「早くやっちまえ!!」

			　仲間達の叫び声が、後ろから響いてくる。

			　殺すか、殺さないか。

			　葛藤し、決意した俺が振り上げていた剣を下ろした瞬間だった。

			　

			「――あ？」

			　

			　ザッ、と右腕に鋭い衝撃が走った。

			　ドサリと音を立てて地面へ落ちたのは、自分の腕だ。

			「は……？　なんの、冗談……だ？」

			　背後から放たれた魔術が、俺の腕を斬り落としていた。

			　落ちた腕の断面から鮮血が吹き出し、焼けた鉄を押し当てられたかのような熱に襲われる。

			　目の前の少女は、ただ俺を呆然と見ていた。

			「まったく、てめェの甘さには反へ吐どが出る」

			　腕を斬り落とした魔術を行使したのは、仲間であるはずのリューザスだった。

			　数多の魔術を使いこなし、幾度となく俺をサポートしてくれた魔術師。王国を守るために立ち上がった、頼もしい仲間。

			「まあ、そのお陰でこうしてお前の腕を落とすことができたんだけどなぁ？」

			　右腕に宿っていた勇者の力が、血液とともに流れ落ちていくのを感じる。

			　体から力が失われ、膝から崩れ落ちそうになる。

			「どう……して」

			「分からねェか？　ここまで来れりゃあ、てめェはもう用済みなんだよ、勇者様。魔力の詰まった腕だけあれば、後は俺でも魔王を殺せるからなァ」

			「何を……言ってッ」

			　斬り落とされた右腕を治癒魔術で接合しようと、残った左腕を伸ばした時だった。不意に飛来した魔術が胸を貫いた。

			「ご……ぁ」

			　こみ上げてくる嘔吐感。思わず吐き出したそれは、真っ赤な血だった。

			　自身の鉄の臭いが、部屋の中に広がっていく。

			「往生際が悪いねぇ、アマツ」

			　俺を攻撃し、吐き捨てるようにそう言ったのはディオニスだった。

			　人間とは別種族でありながら、魔王軍の横暴は許せないと立ち上がった鬼族の男。魔術と剣技の両方を使う、頼もしい仲間。

			　どうして、こいつらが俺を攻撃してきているんだ？

			　魔族の洗脳でも受けているのか？

			　状況が理解できなかった。
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			「リューザス。まーだアマツは状況が飲み込めてないようだよ」

			　呆然と傷口を押さえる俺を、ディオニスが嘲ちよう笑しようした。

			「あぁ、仕方ねえな。仲間のよしみだ、教えてやるよ。英雄アマツは魔王との戦いで戦死。残った三人で魔王を倒し、俺達はお前の死を悼いたみながらも、英雄として国へ凱がい旋せんする。最初から、こういう筋書きって決まってたんだよ」

			　それに答えるリューザスは、これまでに見たことがないほど、醜悪な表情を浮かべていた。

			「そそ。魔王を弱らせて、僕達をここまで連れてきた時点で、君の役目は終わってるんだよ」

			　召喚と同時に、俺の右腕には膨ぼう大だいな魔力が宿っていた。その力を十全に使いこなす唯一の存在が〝勇者〟だ。

			「勇者の力がなくても、後はリューザスに魔力を譲渡すれば魔王は殺せるからね。これで、君の役目はおしまいってワケ。分かるかなぁ？」

			　三年という年月。

			　長い旅をともにした戦友達が、嘲ちよう笑しようを浮かべたまま俺を殺そうとしていた。

			「なんでだよ……」

			　体から力が抜け、俺は地面に倒れ込んだ。

			　その姿をゲラゲラと嘲あざ笑わらう、リューザスとディオニス。

			「安心しろよ、アマツ。お前の意思は俺が継いで、魔王はしっかり俺が殺してやるからよォ！」

			「……ルシ…フィナ」

			　耳障りなリューザスの声を無視して、ルシフィナに呼びかける。

			　こちらの世界で、初めて俺に優しくしてくれた女性。

			　ルシフィナだけは、俺の仲間だと信じたかった。

			「アマツさん」

			　俺の呼びかけに、ルシフィナはいつものように優しく微笑む。

			「後のことは、私達に任せてください。貴方の役目は、もう終わったのです」

			「え……？」

			　しかしその目は無機質で、俺を見てはいなかった。

			「待ってくれ……。何でだ。約束しただろ……？　この戦いが終わったら、争いのない世界を作ろうって」

			「ふ、ふふっ」

			　堪え切れないといった様子で、ルシフィナが失笑した。

			　その様に、俺は凍りついた。

			　こいつは本当に、あのルシフィナなのかと。

			「争いのない世界？　ああ……貴方は本気でそんなことを思っていたのですね。異世界からやって来た分際で、この世界を救う？　おこがましいとは思わなかったのですか？」

			「な……？」

			　何を、言ってる？

			「くははっ！　傑作だなァ、アマツ。そんな目標を持って戦ってたのは、てめェだけだってことだよ」

			「夢は寝て見た方がいいんじゃないかなぁ？」

			　自分を嘲ちよう笑しようする、仲間達。

			　これは、本当に現実なのか？

			　夢だと信じたくても、全身の痛みが現実を突きつけてくる。

			「必要な分の魔力はいただいた。ルシフィナ、そこの残りカスを掃除してくれ」

			「じゃ、アマツ。永眠して、好きなだけ夢を見てなよ」

			　リューザスのその言葉に、ルシフィナが魔術を纏まとった剣を振りかぶった。

			　まだ、辛うじて足は動く。

			　だが、心はもう折れていた。

			「さようなら――〝英雄アマツ〟」

			　そうして、ルシフィナが剣を振り下ろした。

			　凄まじい魔力に斬り付けられ、俺は壁を突き破って魔王城の外へと落下した。

			　もう痛みは感じない。

			　ただ、裏切られたという言葉だけが浮かんでいた。

			　これまでの日々は、いったい何だったんだ。

			　あいつらの嘲る瞳が脳裏に焼き付いて離れない。

			「ちく……しょうッ」

			　争いを終わらせたいと思ったのは、間違っていたのだろうか。

			　今までやってきたことは、間違っていたのだろうか。

			　それももう、分からない。

			　失意、そして仲間への激しい憎悪の中、グシャリと何かが潰れる音を聞き、俺の意識は暗転した。

			　これが、一度目の召喚の顛てん末まつ。

			　仲間に裏切られ、嘲あざ笑わらわれ、殺された勇者の結末だ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　コツン、コツン、と複数の足音が響く。

			　目を開き、視線を上げると、国王に報告しに行った騎士が戻ってくるところだった。

			　人数は五人に増えている。

			「陛下がお呼びだ」

			　四人の騎士が警戒しながらこちらに向き、一人の騎士が鍵束を使って牢の扉を開く。

			　これで晴れて自由の身だ。

			　拘束具は嵌はめられていないから、好きに逃げ出すことができる。

			　だが、そんな真似はまだしない。

			　行動に移すには、まだ分からないことが多すぎる。魔力は失っているし、逆に斬り落とされたはずの腕が再生している。行動する前に、いろいろと調べる必要があるな。

			　焦ることは何もない。

			　従順な姿勢を見せていれば、いくらでも機会はある。

			　――待っていろ、リューザス。

			　釣り上がりそうになる口元を押さえ、俺は牢の外へ出た。

		

	
		
			第二話　『現状把は握あく』

			　

			　国王からの頼みは、簡単なものだった。

			『魔王を倒すために戦って欲しい』

			　それだけだ。

			　勇者として戦えば、生きていく上で必要な物はすべて用意するし、望むなら好きな娯楽を与えてくれるらしい。一度目の時よりも、遥かに高待遇だ。それだけ、勇者を必要としているのだろう。俺を罰しなかったことからも、それが分かる。

			　元の世界に帰れるかと聞くと、『現段階では不可能だ』と返された。

			　俺を召喚するのに魔力を使い果たしており、帰還させるだけの魔力が王国にはない。

			　六年あれば確実に帰還させられると、国王は言っていた。

			　あぁ、笑える。

			　前回は四年と言っていたのに、今回は六年。二年も増えているな。

			　国王の言うことは、まるで信用できない。

			　だがそれでも、俺は言った。『勇者として、戦います』と。

			　当然、そんなつもりは毛頭ないが。

			　だが、表面上は従っておいた方が、いろいろとやりやすいだろう。

			　リューザスを殺す機会は、多い方がいい。

			　それに、召喚されたばかりで事情が分からない。最後に会った時と国王が替わっていることから、何年かの月日が経っている可能性が高い。行動に出る前に、情報収集をするのが賢明だろう。

			　こうして俺は、表面上は王国の勇者になった。

			「そうだ、まだ名を聞いていなかったな。勇者殿、名を聞かせてもらえぬか」

			　別れ際、国王に聞かれた言葉に対して、

			「――天月伊織です」

			　当然、アマツとは答えなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　翌日から、王国が定めたスケジュールに従うことになった。

			　午前中に、この世界の知識について学ぶ。

			　午後は、騎士による、戦闘の指導。

			　夕食後は、魔術師から魔術の指導。

			　間に昼食や休憩が入るが、だいたいこんな感じだ。

			　正直に言って、時間の無駄だ。

			　騎士の動きには無駄が多いし、魔術の指導も効率が悪い。騎士団と魔術師の練度が、俺のいた時よりも落ちている。

			　しかし、怪しまれないように初めて聞く振りをしなければならない。

			　リューザスの一件で、心象は最悪だ。

			　四六時中、魔術師によって監視を受けているしな。

			　監視の目をくぐり抜けることは可能だが、それは得策ではない。魔術が使えない現状では、慎重に行動する必要があるからだ。

			　しばらくの間は、従順な勇者を装いつつ、監視の目が緩むまでは情報収集に徹することにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　二度目の召喚から、二十日が経過した。

			　あれから監視の目も緩んでおり、夜間は多少自由に出歩けるようになっている。

			　一日のスケジュールをこなしてから、書庫へと向かう。

			　古い紙の匂いが充満する書庫で手に取るのは、〝アマツ〟に関して記述がある本だ。

			　ここ数日の情報収集で、分かったことがある。

			　どうやら、あの日から三十年の月日が経過しているらしい。

			　さすがに、この時間の経過には驚いた。

			　だが、それならば国王が替わっていることにも頷ける。

			　よくよく思い返してみれば、リューザスの奴も老けていた。

			　そしてもう一つ。

			　どうやら、魔王・オルテギアは生きているようだ。

			「……傑作だよ」

			　このことを知った時、あまりの馬鹿馬鹿しさに思わず笑ってしまった。

			　要するに、リューザス達は魔王の討伐に失敗したのだ。

			　お前がいなくても魔王は殺せると、嘲あざ笑わらっていたくせに。

			　いったい、何のために俺は殺されたのだと、もはや笑うことしかできない。

			　あの後、魔王は今日に至るまで、魔王城で力を蓄え続けている。

			　その魔王が動き出す前に、王国は慌てて勇者おれを喚んだみたいだ。

			　王国の書物庫には〝英雄アマツ〟や魔王についての書物が揃っていたから、調べるのは簡単だった。

			　事実と違う記述はかなりあったけどな。

			　どうやら俺は、魔王によって殺されたらしい。魔王の下にも、辿り着いていないというのにな。

			　そして一つ、書庫の本には不思議な点があった。

			　ルシフィナとディオニス、二人の名前がどこにも記述されていないのだ。パーティの中から、二人の存在だけが忽こつ然ぜんと姿を消している。

			　死んだというのなら分かるが、これは異常だ。

			　城の中にも二人の姿はない。

			　鬼族のディオニスはともかく、王国騎士団に所属していたルシフィナがいないのはおかしい。

			　どうにかして、調べる必要がありそうだ。

			「成果はなし、か」

			　アマツ関連の本を漁るも、やはり二人の名前はない。

			　目についたいくつかの本を手に、書庫を出た。

			　わざと迂う回かいし、遠回りのルートを選んで自室へ向かう。城内の構造を完璧に把は握あくするためだ。

			　ところどころ改築され、部屋の位置などは何箇所か変わっているが、だいたいは頭に入っている。

			　歩いていると、何度か城の人間とすれ違った。

			　皆、頭を下げて挨拶してくるものの、誰もが薄っすらと侮ぶ蔑べつの表情を浮かべている。

			「……アレはまた書庫に行っていたのか」

			「本を漁る前に、魔術の一つでも使えるよう修練すべきだろうに」

			　すれ違った連中が、ヒソヒソと陰口を叩くのが聞こえる。

			　リューザスの件で、魔術師達からの心象は最悪だ。

			　騎士達からも、数日前の一件で恨まれている。

			　自分の力を確かめる意味で、模擬戦を挑んできた騎士の一人と戦い、軽く倒してしまったのだ。

			　騎士があそこまで弱いとは思わなかった。

			　そこに勇者なのに魔術が使えない、というのが相まって今に至るというわけだ。

			　城の連中からは、よほど馬鹿にされているようだ。最初は「勇者殿」だったのが、今では陰で「アレ」とか呼ばれているしな。

			　魔力が使えなくとも、俺には培つちかった技術はある。

			　目や耳の使い方も戦場で覚えたから、離れていてもある程度の声は聞こえている。

			　あの連中は、聞かれているとは考えないのかね。

			「天月伊織。あれは本当に勇者なのか？　ロクに魔術も使えぬ、ただのガキではないか」

			　ある部屋の前を通った時、不意に自分の名前が聞こえてきた。

			　どうやら、俺のことについて話しているらしい。

			　四、五人の人間の気配が部屋の中にある。

			「……！」

			　ボソボソと話す声に、聞き覚えのあるものがあった。

			「勇者なのは間違いない。けどアレじゃあ、魔王軍と戦わせても、すぐに死ぬだろうな」

			　嗄かれているものの、それはリューザスの声だった。どうやら、魔術師の仲間との会話らしい。

			　部屋に殴り込みそうになるのを抑え、気配を殺して中の音を聞いた。

			「魔力が使えないのでは、まるで役に立ちませんからな」

			「あぁ。最低でも四天王と相討ちになるぐらいじゃないと、とてもじゃないが割に合わない」

			　とんだハズレを引いたと、リューザスが吐き捨てるように言った。

			「……ッ」

			　怒りに頭が真っ白になる。唇を噛みしめて、どうにか自制した。

			　ここでまた手を出せば、従順に振る舞っていた演技が無駄になる。

			「リューザス殿は先代、英雄アマツ殿とともに戦っていたのでしたな。どうでしたか？　アマツ殿は」

			　魔術師の一人が問う。

			「勇敢な奴だったよ。世界の平和という、まさに勇者のような理想を抱いていた。アイツの理想を俺も叶えてやりたかったが……あんな結果になったことを悔やんでいる」

			　と――リューザスは言った。

			　いけしゃあしゃあと、悔やむような演技をしながら。

			　――そんな目標を持って戦ってたのは、てめェだけだってことだよ。

			　そう言って俺を嘲あざ笑わらったのは、いったい誰だったか。

			「あぁ……よく分かった」

			　やはり、お前はそういう奴か。

			「役に立たない勇者でも、まだ使い道はあるさ」

			　リューザスのそんな言葉を背に、煮え滾たぎる感情を押し殺し、俺は部屋に戻った。

			　それから、さらに三週間後。

			　――行動を開始した。

		

	
		
			第三話　『三十年越しの再会』

			　

			　午前二時。

			　夜が深まり、城が静まり返る時間帯。

			　灯りを手に持った巡回の騎士が二人、城内を歩いていた。

			　勇者の召喚に莫大な魔力を消費して以来、倹約のために夜間の城内は灯りが消されている。闇に包まれた城内を照らすのは、自身が手に持つ魔力付与品マジツクアイテムの灯りだけだ。

			「城内に異常なし……と」

			「ふぁあ……ったく、面倒だなぁ」

			　大きくアクビしながら、見回りの騎士がぼやく。

			　当番制で回ってくる見回りは、誰もが嫌う仕事だ。闇に包まれた城内を見回るのは神経を使うし、何より就寝時間が削られる。

			　以前なら、夜間でも城内は魔力付与品マジツクアイテムによって照らされていた。だから見回りも今よりは楽だったのだが、勇者の召喚によって夜間の灯りはない。

			「それで喚び出した勇者が魔術も使えない役立たずってんだから、たまったもんじゃねえよなぁ」

			「サクッと殺して魔力だけ回収、次の勇者を喚ぶってことはできないのかねえ」

			「実力のある騎士を一人ぶっ倒したって話だろ？　そう簡単にはいかないんじゃねえか？」

			「ありゃ不意打ちって話だよ。まー、俺ならそんなことしなくても、正面からあの勇者をぶっ殺せるけどな」

			　勇者を道具としか見ていないと言わんばかりの呟きを漏らしながら、騎士達は巡回ルートを進む。

			　しばらく歩を進め、ちょうど不満を抱いていた勇者の部屋の付近に通りかかった時だった。

			　不意に背後から、コツンと何かが落ちる音が聞こえてきた。

			「！」

			「っ」

			　腰に差してある剣に手を伸ばしながら、二人の騎士はバッと振り返る。手に持つ灯りで音の聞こえた方向を照らしてみるが、そこには誰もいなかった。

			「……石？」

			　警戒したまま進んでいくと、床に一つの石が転がっていた。城内の庭にあるような、何の変哲もない石だ。

			　なぜ、こんなところに転がっているのかと、騎士の一人が屈んだ瞬間――。

			「がっ!?」

			　後頭部にガツン、と鈍い衝撃が走り、脳裏に火花が散る。それだけで、騎士の意識は暗転した。

			「貴様……ッ！」

			　残った騎士が抜刀して、襲撃者に斬り掛かった。

			「……!?」

			　襲撃者は、滑るような動きでそれを躱かわす。

			　それどころか、まるで手品のように、一瞬で振り下ろした剣が絡め取られてしまった。

			「だ――」

			　助けを呼ぼうと口を開いた瞬間、奪われた剣の柄が騎士の顔面に叩き込まれた。痛みに身体を崩したところで、続いて後頭部に衝撃が走る。脳裏に火花が散り、視界が暗くなっていく。

			「ぁ」

			　薄れゆく意識の中、騎士は襲撃者の顔を見て思わず呟いた。

			　先ほど「俺でも殺せそうだ」と呟いた、魔術も使えない役立たずの勇者。

			　天月伊織が、そこにいた。

			　背筋が凍るような冷たい目付きをした少年の姿を確認し、騎士は完全に意識を失った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ふう」

			　気絶した二人の騎士を自分の部屋に押し込んで、俺は小さく息を吐く。

			　装備していた剣を剥ぎ取り、暗い部屋の中でほくそ笑む。

			「これで第一段階クリアだな」

			　武器は厳重に管理されていたせいで今まで盗めなかったが、ようやく手に入った。

			　奪った剣で素振りして、使い心地を確かめる。

			　量産品ではあるものの、魔力が込められており、それなりに使いやすい。先ほどの木剣よりは、よほど使えるだろう。

			　鎧よろいはかえって邪魔になる可能性が高いので、触っていない。

			　

			　ここに来てから、二週間以上の時間が経過した。書庫から手に入れられる情報はすべて頭に入れてある。城の構造も完全に把は握あくし、騎士の巡回ルート、人数も掴んだ。

			　従順な勇者を装い、まったく無力な役立たずを演じていたことで、こちらへの警戒はかなり下がっている。

			　武器を手に入れたことで、状況は整った。

			「ようやくだ」

			　ようやく、リューザスの下へ行ける。

			　この時間帯、あいつがどこにいるのかも調査済みだ。

			　吊り上がる唇を押さえ、部屋から出た。

			　向かうのは、リューザスの魔術工房。そこに奴がいる。

			「待ってろ、リューザス」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……チッ」

			　自身の魔術工房で、リューザス・ギルバーンは苛立ったように舌打ちした。
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			　苛立ちの原因は、召喚した勇者、天月伊織にある。

			　召喚初日に、あの男に気絶するまで殴り付けられた。伊織に殴られた傷は、すでに治癒魔術で治っている。

			　しかし、リューザスの怒りは収まらない。

			　利用するためだけに喚んだ存在に逆らわれるのは、酷く癇かんに障った。

			　あの後すぐに、リューザスは国王に進言した。天月伊織は危険だ、〝隷れい属ぞく魔術〟で奴ど隷れいにしてしまうべきだ、と。

			　隷れい属ぞく魔術とは、主に奴ど隷れいに使用される魔術だ。対象の行動を制限し、思い通りの行動をさせるという効果がある。

			　勇者とて時間をかけて準備をすれば、隷れい属ぞくさせられる自信がリューザスにはあった。

			　しかし、国王は首を縦に振らなかった。

			　まだ様子を見るべきだと。

			　あれからかなりの時間が経過しているが、いまだに許可は下りていない。そのことに、リューザスは苛立っている。

			　自分を殴り付けた勇者に、魔力がないというのも苛立ちの原因の一つだ。

			　使い潰そうにも、役立たずなのではまるで意味がない。

			　召喚した勇者に殴られ、さらに自身が召喚した勇者は役にも立たない。これ以上はリューザスの評判に差し障る。

			「役立たずでも、あの腕にある〝勇者の証〟は本物だ。腕を斬り落として証を奪えば、膨ぼう大だいな魔力が手に入る」

			　――あの馬鹿の時のように。

			　勇者の証を奪っても、勇者の力が完全に手に入るわけではない。急速に成長し、証を完全に使いこなせるからこそ、勇者は勇者たりえるのだ。

			　だが、膨ぼう大だいな魔力が手に入れば、あの勇者がいなくてもやりようはいくらでもある。

			　証から十全に魔力を奪い取るための算段を、リューザスは進めていた。

			　国王から許可は下りていない。しかし、そんなものは結果を出しさえすればどうにでもなる。

			　勇者の力を利用し、リューザス自身が英雄になる。

			　その未来を想像し、ほくそ笑んだ時だった。

			「……！」

			　不意に工房の扉が開き、一人の少年が中に入ってきた。それを見て、リューザスは思わず目を見開く。

			　天月伊織。

			　力を奪おうと考えている、勇者の姿がそこにあったからだ。

			「……何のつもりですか、勇者殿。ここは魔術工房、勝手に入られては困ります。即刻、出て行ってもらいたい」

			　威圧するように睨み付け、外に出て行くように警告する。

			　しかし、威圧されるどころか、伊織は嘲るように笑った。

			「てめぇが敬語を使ってると、思わず笑っちまうよ」

			「……なんだと？」

			　侮ぶ蔑べつとしか言いようのない言葉に、リューザスの額に青筋が浮かんだ。勝手に工房に入ってきただけでなく、嘲るようなこの態度。

			　魔術も使えないゴミのような勇者の分際で、宮廷魔術師たる自分を馬鹿にするなど許せることではない。

			　――この場で、証を奪っちまうか？

			　証から力を奪い取る研究は、すでに一度成功させている。その後の研究で、より効率的な手段も編み出した。

			　準備もほぼ済んでおり、現在は改良の余地がないか検証している段階だ。後は、証を奪うだけ。

			　魔術工房には防音処理が施されているため、外に音が漏れることはない。

			　今は深夜、邪魔が入る心配もない。

			「工房から出て行かないのであれば、こちらにも考えがあります」

			　伊織から見えない位置へ腕を隠し、魔力を集中させる。

			　使用するのは、捕ほ縛ばく用の魔術だ。

			　アマツとともに戦っていた時と比べて大きく力は落ちているものの、勇者とは名ばかりのガキ一人を捕らえるのは、赤子の首を捻るのと同じだ。

			　舐めた口を利いたことをすぐに後悔させてやると、リューザスが唇を歪めた時だった。

			「その考えってのは……」

			　伊織が、グッと腰を落とした。

			「アマツを殺した時と同じように、俺も殺すってことか？」

			「っ――!?」

			　鈍器で殴られたような衝撃が、リューザスに走った。目の前の勇者に、自分以外は知っているはずもない情報――。誰にも明かしていない事実を語られて、魔術の発動が遅れる。

			　直後、伊織が動いた。

			　床を蹴りつけ、半ば跳ぶようにして走りだす。

			　獣のようなその速度に、リューザスの思考が戻った。

			「くっ――!?」

			　恐るべき速度で距離を詰めてくる伊織に、リューザスは慌てて魔術を放った。

			　対象を麻ま痺ひさせ、身動きを封じる雷の魔術。バチバチと弾けながら、雷が伊織に迫る。

			　だが。

			「っ!?」

			　動揺でわずかに狙いが逸れた雷を、伊織は滑るような動きで躱かわした。一瞬の無駄もなく、伊織はそのままリューザスへ向かってくる。歴戦の戦士のような動きに、リューザスから一切の余裕が消えた。

			　捕ほ縛ばくなど頭から消え去り、殺傷用の魔術を放とうとした瞬間。

			「あぁ!?」

			　伊織の腕がブレたかと思うと、魔術を放とうとしたリューザスの腕から血が吹き出した。

			　いつの間にか、伊織の腕には騎士剣が握られている。

			「ぐあああァああッ」

			　続いて逆の肩にも、刃が突き立てられた。

			　守護の効果があるローブを着ているが、ダメージを完全に無効化することはできない。

			　刃によって、肩の肉が抉えぐられた。

			　絶叫しても、防音加工されている工房から、外に悲鳴が漏れることはない。

			　傷口から剣を抜き、伊織がリューザスの首元に剣を突き付ける。

			「動揺すると狙いが定まらなくなる欠点は、まだ直ってなかったようだな」

			「お、お前、いったいっ！」

			「まだ、分からないのか？」

			　底冷えするような冷たい声だった。

			　射貫くような目付きに、リューザスはデジャブを感じる。

			「ま……さか」

			「ああ」

			　かつての仲間――その面影のある表情で、伊織は言った。

			「――俺はアマツだよ、リューザス」

		

	
		
			第四話　『失望の刻』

			　

			　静まり返った魔術工房の中。騎士剣を突き付けられたリューザスの顔が、蒼白を通り越して土気色になっていく。

			「どうした、リューザス。まるで幽霊でも見るような表情だな」

			「ほ、本当に……本当にお前はアマツなのか？　だ……だってお前は」

			「――殺したはず、か？」

			『天月伊織』では知り得るはずのない情報を口にしたことで、俺がアマツだと理解したらしい。

			　リューザスは目を大きく見開いて、震える声で怒鳴った。

			「ありえねえ！　俺は、確かに勇者を召喚したはずだッ！　どうしててめェがここにいる!?　何だその姿は!?　なんで……」

			「黙れ」

			「ぐ、あああッ」

			　魔力の込められた騎士剣を突き刺しても、リューザスの身体を完全に貫けない。こいつが着ているローブには、かなり高度な防御の魔術が付与されているらしい。

			「待ってくれ、アマツ！　殺さないでくれ!!」

			「……俺を殺しておいて、その言い草は勝手がすぎるんじゃないか？」

			　許すとでも思っているのか？

			　ふざけるのも、大概にしろ。

			「違うんだッ！　お、俺はディオニス達に騙されたんだよ!!」

			　その名前を聞いて、持ち上げていた騎士剣の動きを止めた。

			　ディオニス達に騙された？

			「ルシフィナ達が、アマツさえ殺せば、魔王殺しの名誉は俺に譲るって言ったんだよ！」

			「……おい、この期に及んで、まだ嘘を吐くようなら」

			「違う！　本当だ!!　本当に、あいつらは俺にそう持ちかけてきたんだよ！」

			　必死の形相で、リューザスが説明した。

			　

			　魔王城へ乗り込む数日前。

			『タイミングを見計らって、アマツを殺そう』

			　二人はリューザスにそう持ちかけてきたという。

			「それに、お前は乗ったのか」

			「あ、あぁ……。け、けど、それは俺だけじゃねえ！　魔王城での戦いの支援に参加していた奴らも、何人かこの話に参加してる!!」

			　魔王軍を倒すための、人間と亜人の連合軍。

			　そこに参加していた鬼族や人狼種ウエアウルフなどの種族の者が数人、俺を殺すための計画に協力していたという。

			　その者達の名前を、リューザスはベラベラと喋った。

			「ああ……あいつらか」

			　名前を聞いて、すぐに思い出せた。

			　その誰もが、俺の理想に賛同し、協力を惜しまないと近づいて来た奴だったからだ。

			　笑顔を浮かべ、協力を申し込んできた連中の声はいまだに覚えている。そんな奴らが、金や名誉を見返りに俺を殺すことに加担した。

			「くく……」

			　平和のために、人間に協力する。

			　そう言ったあいつらを信じた自分の滑こつ稽けいさに、思わず笑いが溢れてくる。

			　勇者として認められたと、喜んでいた俺を殴り殺したいよ。

			「――それで？」

			「ひっ!?」

			　笑い出した俺に後退るリューザスへ、静かに続きを促す。

			「そ、それで、俺達はルシフィナの作戦通りに動いたんだ」

			　亜人達は俺達のパーティに続いて、支援のために魔王城へ乗り込もうとしていた人間達を魔族を装って足止めし、誰も俺を助けに来れない状況を作り出した。

			「あぁ……だから、後詰めの軍が入ってこれなかったのか」

			　リューザスの言葉に納得する。

			　表情からも、起こった出来事からも、嘘を言っているようには見えない。

			　そして、後は俺が知っている通りだ。

			　俺が魔族と戦っているタイミングで、勇者の力の宿った右腕を斬り落とす。

			　弱った魔王を倒すには、リューザスの魔術だけで十分だ。だから、魔族との戦いで消費した魔力を補充し、さらに用済みとなった俺も処分できる。

			「……なるほどな」

			　こんな作戦を立てた二人にも、それに乗ったリューザスと亜人達にも反へ吐どが出る。

			「それで、お前はいったい、何を騙されたっていうんだ？」

			「ディオニスとルシフィナは、魔王軍のスパイだったんだよ！」

			「……なに？」

			　あの二人が、魔王軍のスパイ？

			　突拍子のない言葉に思わず固まる。

			　だが、リューザスの表情は必死で、嘘を言っているようには見えなかった。

			「お前を殺した後、ディオニスに不意打ちされたんだッ。アマツさえ殺せば、君も用済みだってな！　俺もあいつらに裏切られたんだよ！」

			　そう言って、リューザスは袖をめくって、腕を見せてきた。そこには抉えぐられたような深い傷が刻まれている。

			　ディオニスによって、付けられた傷だという。

			　俺を殺した後、あの二人はリューザスに見切りをつけたらしい。

			　他の亜人達との約束も放り出して。

			「じゃあ、どうしてお前は生きてる？」

			「ルシフィナが『勇者が敗れたことを伝える人間が必要だ』って言って、ディオニスに攻撃を止めさせたんだ……」

			　人間に『アマツの敗北』、そして『ルシフィナとディオニスの裏切り』を告げることを条件に、リューザスは見逃された。

			　王国に逃げ帰ったリューザスは、『ルシフィナとディオニスが裏切り、アマツを殺した』と報告したらしい。

			　ちゃっかりと自分を外している辺りが、どうしようもなく笑えるな。

			「それで、ルシフィナ達、それに亜人。この作戦に賛同した奴らは今、どこにいるんだ？」

			「ルシフィナとディオニスは魔王軍だ。鬼族もそれに付いて行った。人狼種は斬り捨てられ、今は確か連合国の温泉都市にいるはずだ……！」

			「へぇ……」

			　リューザスの言っていることが、本当だという保証はない。

			　だが本当なら、書物から二人の名前が消えていたことにも納得がいく。勇者が仲間に殺されたなど、とてもではないが公開できないだろう。まして、裏切り者の中に王国の選出した騎士が入っているとなればなおさらだ。

			「なっ、なっ!?　俺は悪くない！　あいつらが俺を騙したんだよ！　俺も被害者なんだッ!!」

			　足元で、リューザスが喚いている。

			　話が本当ならば、確かにこいつも亜人もあの二人に騙されたのだろう。

			　ルシフィナも、ディオニスも、俺を騙すために演技をし続けてきたのだと考えると、殺意しか湧かない。

			　だが。

			　それでも、リューザスが裏切ったことには何ら変わわりない。

			　許せるわけがない。

			「協力しよう、アマツ！　俺達を裏切ったあの二人をぶっ殺してやるんだ！　お前を裏切った亜人にも復ふく讐しゆうしていい!!　それで、今度こそ魔王の野郎を倒そう!!　俺とお前となら、きっとやれるはずだ！」

			　引きつった笑みを浮かべて、手を差し伸べてくるリューザス。

			　それに対し、俺は――、

			「黙れ」

			　勢いよく剣を振り下ろした。

			　ローブに守られた肉がわずかに斬れ、鮮血が吹き出す。

			「あ、ぁあ……！　血が……アマツッ、何を――」

			「許されるとでも思ったのか？」

			　確かに、こいつは騙されたのかもしれない。

			　しかし、だ。

			　俺を裏切った事実は変わりない。

			　こんな奴に、俺は背中を預けていたのか。自分の馬鹿さ加減に笑えてくる。

			「……リューザス。儀式の間と、宝物庫にかけられている封印と解き方を教えろ」

			　重要な場所には、魔術師によって入念に封印が施されている。これを解くには、それを上回る魔術をぶつけるか、あらかじめ決められた文言を口にするかのどちらかしかない。

			「封印……？　なぜだ」

			「いいから言え」

			　剣を突きつけると、リューザスは悲鳴混じりに封印の解除方法を口にした。表情からして、嘘を言っているようには思えない。

			　これで、こいつから聞き出すべきことはすべてだ。

			　だが、もう一つだけ。

			「……最後に聞かせろ」

			　聞いて、何が変わるというわけではない。

			　ただ、それでも一つだけ、どうしても聞いておきたいことがあった。

			「俺は……戦争を終わらせて、すべての種族が共存ができる世界を作るのが目的だった。ルシフィナも……お前達も、そう考えて戦っていると、思っていた。けど本当は、お前達は、そんな俺の考えを嘲あざ笑わらっていたのか……？」

			　三人がいたから、俺は戦い続けることができた。

			　初めて、流されるのではなく、自分の意思でやりたいことを見つけることができたんだ。

			　それはすべて、誤りだったのか？

			「……ふ、不可能な夢だとは、思ってたよ。魔王を倒したって、共存なんてできないってな」

			　リューザスは言った。

			　人間は、魔族と共存するつもりなどなかった。反抗する者は皆殺しにし、降伏した者は奴ど隷れいにする。

			　あの戦いの先に待っていたのは、そういう未来だったのだと。

			「ああ、そうか」

			　俺の中でも答えが出た。

			　何が共存だ――馬鹿らしい。

			　結局、俺は仲間が語った理想に流されていただけだった。同じ仲間とすら上手くやれないのに、多種族と共存するなんて土台無理な話だったんだ。

			　ああ、失望したよ。

			　お前らを信じていた、自分自身に。

			「もう、お前に聞きたいことは――」

			「そ、そうだ、アマツ。お前に見せなければならない物があるんだ」

			　言葉を遮さえぎり、焦ったようにリューザスが工房の奥にある棚を指さした。

			「……何だ？」

			「ル、ルシフィナ達に関わることだ。口にするより、見た方が早い」

			「……分かった。その場所まで歩け」

			　剣を突き付けたまま、リューザスを歩かせる。向かう先にあるのは、研究材料が並んでいる棚だ。

			「まさか、お前が生きてるなんて思ってなかったぜ……。どうやって、あそこから生き延びたんだ？　それに、その体は」

			「……黙って歩け。お前に教えることなんてない」

			　俺が教えて欲しいくらいだからな。

			　俺が生きているのは、王国の行った二度目の召喚が関係しているんだろうが。

			　だからといって、王国に感謝する気持ちは微み塵じんもない。

			「……ここにあるんだ」

			　棚の前に辿り着き、リューザスが戸を開いて中へ手を突っ込んだ。

			「なぁ、アマツ。さっき、共生なんてできないって言ったろ？　あの時は、確かにそう思っていたんだ。けど、今は違う」

			　ゴソゴソと手を動かしたまま、リューザスはそう口にした。

			「あれから俺は、お前が正しかったって分かったんだ。お前を殺したことも、ずっと後悔していた。罪滅ぼしをしたいって思ってたんだよ……！」

			　声と肩を震わせながら、リューザスが語るのを俺はただ、黙って聞いていた。

			「なぁ、アマツ。王国から出て行くつもりだろ？　だったら、俺に手助けさせてくれ。俺なら、お前を安全に外に連れ出すことができるはずだ！　頼む、お前に協力したいんだよ！」

			「……本当に、そう思っているのか？」

			「ああ！　本当だ！」

			「……そうか」

			　話している間に、目当ての物が見つかったらしい。リューザスが棚に突っ込んでいた手を戻した。

			「見せてみろ」

			「……その前に一つ、言わなきゃならないことがある」

			　そうして何かを握ったリューザスが振り返り、

			「――昔からお前は、甘すぎるんだよォ!!」

			　手に魔力を纏まとわせ、俺に向かって突き出してきた。

			　魔力によって強化され、その指先は刃のような鋭さを持っている。

			「バァアカが！」

			　突き出される指の刃。

			　当たれば、俺の体など容易く斬り裂くだろう。

			　当たれば、な。

			「なっ!?」

			　手刀は俺に当たることなく、空を切る。

			　俺はリューザスの攻撃を警戒して、すぐに躱かわせる位置に立っていた。

			「変わってねぇよ。お前は何も」

			　分かっていたさ。

			　調子の良いことを言って、騙し打ちをしてくることくらいな。

			　こいつは魔術師としては優秀だが、接近戦は得意ではなかった。年老いたからか、ディオニスによる傷のせいか、動きも鈍い。

			　これを躱かわすくらい、今の俺でもできる。

			「ひっ」

			　顔を引き攣つらせ、リューザスが悲鳴を上げた。

			　攻撃を躱かわし、その首元を狙って騎士剣を突き出そうとする――その瞬間。

			「こ、これを見なぁ！」

			　バッとリューザスが、自身のローブを捲まくってみせる。

			　ローブの裏には、紅ぐ蓮れんに輝く紋章が刻み込まれていた。

			「俺が死ぬと同時に、周囲一帯を吹き飛ばす魔術を仕込んである！　ここで俺を殺せば、てめぇも一緒にお陀だ仏ぶつだぜ!?」

			　どれほどの魔力を溜め込んだのか。

			　赤々と光る紋章から、禍まが々まがしいほどの魔力量が感じられる。

			　リューザスを殺せば、本当に城が丸ごと吹き飛ぶ規模の爆発が起こるだろう。

			「くっ、くくく」

			　心底可笑しそうに、リューザスが笑う。

			「それに、てめぇが死ぬだけじゃねえ。城にいる連中も皆死ぬ！　てめぇの召喚には関わってねえ、何の罪もねえ人間も巻き添えでなぁ！　それでもお前は、俺を殺せるってのかぁ!?」

			　今までの怯えた表情から一変して、リューザスはニヤニヤと強気の笑みを浮かべている。

			　人間とはここまで醜悪になれるのかと、思わず感心してしまう。

			「殺せねえよなぁ？　てめぇは敵だった魔族すら殺せねえ、甘ちゃんだからなぁ！」

			　紋章を見せ付け、自身を囮にするようにして、リューザスが距離を詰めてくる。

			　わざと自分の首を刃に突き刺すような素振りを見せながら。

			「やってみろよ、俺を殺せるもんならなァ！　なぁ、アマ――」

			　繰り出した蹴りが、リューザスの顔面にめり込んだ。

			　鼻の骨が折れる感覚が伝わってくる。

			「ごっぉおえッ!?」

			　衝撃で、リューザスが背後にあった換気用の窓にぶち当たった。

			　突き破り、頭から真っ逆さまに落下していく。

			「ぎゃあああああッ」

			　断末魔のような悲鳴が尾を引き、やがて聞こえなくなった。

			　この部屋はかなりの高さにある。人間が下に落ちれば、確実に助からないだろう。

			　だが、爆発は起こらない。

			　この高さから落下しても、あのクズはまだ生きている。

			　三十年前の話だが、あいつはこの世界でも最強クラスの魔術師だった。かなり衰えてはいたが、この程度で死ぬわけがない。

			「……嫌な信頼だ」

			　なるほど、あのローブがある限り、リューザスは殺せない。

			　見たところ、無理矢理に脱がしても仕掛けが発動するようになっているらしいしな。それに今の俺では、一対一で戦ってもあいつに勝つことはできないだろう。

			　今回は成功したが、二度も奇襲が通じるとは思えない。

			「……力を取り戻す必要があるな」

			　かつての力を取り戻せば、あのローブが発動しても耐えられる。

			　正面から戦っても、あいつを殺せるだろう。

			　それに、魔王軍のスパイだったという、あの二人にも会いに行かなければならない。

			　リューザスから名前を聞いた亜人の連中にも、たっぷりと礼をしなければならないからな。

			　今後の方針は決まった。

			　かつての力を取り戻し、あの連中に復ふく讐しゆうする。

			　力を取り戻す算段は、すでに思いついている。

			　そのために、次の行動に移ろう。

			　まだやらなくてはならないことがいくつかある。身勝手に召喚してくれた王国にも、礼をしなければならないしな。

			「あぁ、そうだ」

			　落ちていったリューザスへの置き土産を思いついて、小さく笑う。

			　あいつがかかるかは分からないが、試してみるのも一興だろう。

			「――待っていろ」

			　そう呟いて、魔術工房を後にした。

		

	
		
			第五話　『罠わなに嵌はめる』

			　

			「ぐ……あぁ」

			　城の中庭で、リューザスは激痛に身み悶もだえていた。

			　落下した際に打ち付けた背中が、鈍く重い痛みを発している。反応が遅れたせいで、落下の衝撃を完全には殺しきれなかったのだ。

			　それ以外にも、砕かれた鼻、斬り付けられた腕や肩がジクジクと痛みを発している。その激痛に、呼吸もままならない。

			「はぁ、はぁ、クソ……クソ、クソがァ……ッ！」

			　数分後、わずかに痛みが引いたところで、リューザスは体を起こした。

			　息を荒らげながら、リューザスは口汚く喚き散らす。

			「あのクソ野郎……ッ！　調子に乗りやがって！」

			　利用されているとも知らず、甘くてくだらない理想を掲げていた馬鹿なガキ。

			　リューザスから見て、伊織はそういう存在だ。

			　そんな滑こつ稽けいな道化に良いようにされるなど、許せるわけもない。

			「動揺さえしなければ、あんな雑ざ魚こ……ッ！」

			　死んだ代償か、二度目の召喚の影響かは分からないが、伊織からは魔力を感じなかった。

			　勇者の力さえなければ、伊織など軽く縊くびり殺せる。

			　今回はただ、不意を突かれただけなのだ。

			　リューザスは魔術工房の方を見上げ、騙し討ちをした程度で調子に乗るなと、吐き捨てる。

			「く、くくッ！　後悔させてやる。二度と蘇れないよう、徹底的に殺してやるよ！」

			　動揺した隙を狙われたが、二度と同じ無様は晒さない。

			　歪いびつな笑みを浮かべながら、リューザスは傷を治癒魔術で癒した。

			　この程度の傷を治すなど、造作もないことだ。

			「あいつが行くとしたら――」

			　魔術が使えなければ、この王国から逃れることは不可能だ。ならば、何か特別な手段で移動するしかない。

			「『儀式の間』か」

			　儀式の間には、王国にのみ伝わっている〝召喚陣〟が存在している。

			　別の場所に移動する〝転移陣〟と似た構造だ。

			　伊織の知識があれば、召喚陣を利用して転移できる可能性が高い。

			「絶対に逃がさねえぞ、アマツ！」

			　あれからまだ、十数分しか経過していない。伊織がどれだけ早くても、この短時間で城を去ったとは考えにくい。

			　まだ城の中にいるはずだ。

			　リューザスは、蹴破るようにして城の中へと飛び込んだ。

			「おい！　誰かいないのかッ！」

			　リューザスの叫び声に、待機していた騎士達がやってきた。

			　困惑する騎士達についてくるように命じ、儀式の間へと慌ただしく向かう。

			　その形相に、騎士達は口を挟めぬまま、リューザスに従った。

			　儀式の間に到着し、リューザスは封印が解除されていることに気が付いた。

			　遅れてやってきた騎士達も、それを見て「どういうことだ」と騒ぎ出す。

			「クソがッ！」

			「リューザス殿!?」

			　封印の間へ、リューザスが踏み込む。

			　中には灯りがついており、部屋の中央に伊織が立っていた。

			「な、なぜ勇者殿がここに……」

			「どうやって封印を破ったんだ!?」

			　勇者の姿を見て、騎士達が動揺を露わにする。

			　中へと踏み込んできたリューザス達を見ても、伊織は冷静な表情を崩さない。
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			「早かったな、リューザス」

			　そう呟く伊織の格好は、リューザスが工房で見た時と大きく変わっていた。

			　上等な魔術服、腰に差してある宝剣。

			　どれも城の宝物庫にしまわれてあるはずの一品だ。

			「てめェ……！」

			　リューザスは、伊織の周囲に石が転がっていることに気付いた。

			　ただの石ではなく、魔力が封じ込められた特別な鉱石、『魔石』だ。

			　これを使用すれば、魔力がなくとも魔術の発動が可能となる。

			　伊織は魔石を使い、召喚陣へ魔術で干渉していた。

			　予想通り、伊織は召喚陣で転移するつもりだとリューザスは悟る。

			　召喚陣はすでに、伊織によって書き換えられていた。

			「アマツ、貴様ッ！　召喚陣から離れろ!!」

			　想像以上に準備が整っていることに焦り、リューザスは思わずアマツの名を大声で怒鳴り散らした。

			「あ、アマツ!?　リューザス殿、何を言って……」

			　それに驚く騎士達に、リューザスは気が付いていない。

			　冷たい表情の伊織と、焦しよう燥そうしたリューザスが睨み合う。

			　その時だ。

			「何事だ、リューザス！　いったい何をしている!!」

			　儀式の間へ、複数の騎士を引き連れた国王がドカドカと踏み込んできた。

			　そしてすぐに伊織の存在に気付き、「な!?」と驚きよう愕がくの表情を浮かべる。

			「へ、陛下、これは……」

			　この状況に関して、リューザスが慌てて弁解しようとした時だ。

			「助かったよ、リューザス。お前のお陰で封印を解けたし、召喚陣の使い方も分かった」

			　工房での、憎悪が滾たぎった声色とは一変。

			　親しみを込めた口調で、伊織がリューザスにそう呼びかけた。

			　その場にいた人間の視線が、一瞬リューザスへと移る。

			　その瞬間だ。

			　召喚陣が眩まばゆい輝きを放ち、儀式の間を光で染め上げる。

			「――また、会いにくる」

			　そう呟いた直後。

			　その光によって、伊織の姿が飲み込まれた。

			「ま、待て、アマツ!!」

			　とっさに魔術を放とうとするも、間に合わない。

			　どうすることもできず、儀式の間から伊織の姿は掻き消えていた。

			　その場にいた全員が、先ほどまで伊織の立っていた場所を見つめ、呆然と立ち尽くす。

			　その中で、最初に我に返ったのは国王だった。

			「リューザス！　封印の解き方を教えたとはどういうことだ!!」

			　憤ふん怒ぬの形相で、国王がリューザスへと詰め寄る。

			「な……ち、違います、陛下！」

			　後退りながら、リューザスが弁解しようとした時だ。

			　バタバタと慌ただしく、儀式の間に騎士が入ってくる。

			「陛下！　何者かによって宝物庫の封印が解かれ、中の物の多くが奪い取られております！」

			「なんだと!?」

			「蓄えていた『魔石』、宝剣や魔術服などの魔力付与品マジツクアイテム、さらには国宝である『防魔の腕輪』『強魔の指輪』までもがなくなっており……！」

			　その報告に、国王の表情が蒼白になる。

			『魔石』は、城内の灯りから大規模魔術の発動まで、いろいろなことに使用される重要な資源だ。

			　魔力付与品はもちろん、『防魔の腕輪』を始めとした国宝も、代々王国に受け継がれてきた貴重な品。

			　これが奪われるなど、前代未聞のでき事だ。

			「――リューザス」

			　宝物庫や儀式の間の封印には、宮廷魔術師たるリューザスが関与している。

			　リューザスならば、封印を解くことは容易いだろう。

			　ならば当然、疑いがかかるのは――。

			「お、お待ちください！　ひとまず、勇者がどこへ行ったのか突き止めます！」

			　このままでは不ま味ずいと悟り、リューザスは挽回するため召喚陣へと駆け寄る。

			　陣に手を触れ、転移していった伊織の行き先を読み取る。

			　いくら伊織でも、行き先の隠いん蔽ぺいまではできなかったらしい。

			　リューザスは瞬時に、伊織の転移先を突き止めた。

			「くく……！」

			　相変わらず、甘い奴だ。

			　鼻でそう笑い、行き先を国王に伝えようと召喚陣から手を離した時だった。

			　バリンと音を立てて、召喚陣が粉々に砕け散った。

			「な、なぁ!?」

			　砕け散った召喚陣の残骸を見て、リューザスは召喚陣に『自壊』の魔術が組み込まれていたことに気付く。

			　伊織以外の人間が触れれば、陣が砕けるようになっていたのだ。

			「古くから伝わる、召喚陣が……ッ！　リューザス貴様!!」

			　だが、それを知っているのはリューザスのみ。

			　他の者からは、リューザスが召喚陣を砕いたようにしか見えていない。

			「宝物庫と召喚の間の封印を解き、勇者を逃がし、さらには召喚陣まで破壊するとは、貴様はいったい何を考えている!?」

			「陛下！　違います！　俺じゃない！　アマツが……あいつがやったんだ!!　……ッ」

			　そう口にして、リューザスはようやく自分が先ほどから『アマツ』の名前を口にしていたことに気が付いた。

			　リューザスへの、伊織の親しげな態度。

			　お前のお陰で封印が解け、召喚陣の使い方も分かったという言葉。

			　まるで庇かばうように召喚陣を砕いたリューザス。

			　そんな自分が、かつての仲間である『アマツ』の名前を口にしていれば、国王は同じ勇者である伊織とアマツを重ね合わせ、リューザスが伊織と協力したと取られて当然だ。

			「今すぐにリューザスを捕らえよ!!」

			　儀式の間に、国王の号令が響き渡る。

			　その瞬間、慌てて弁解しようとするリューザスへ、騎士達が殺到した。どうすることもできず、リューザスは地面へと組み伏せられてしまう。

			「あ……あぁッ！」

			　その時になって、リューザスはようやく気付いた。

			　自分が伊織によって、嵌はめられたのだということを。

			「く、クソがぁあああ!!」

			　リューザスの絶叫が、儀式の間に響き渡った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ふ……はは」

			　転移の最中、寸前までの光景を思い出し、俺は小さく笑っていた。

			「本当に、ベストなタイミングでやってきてくれてラッキーだったな」

			　軽い思いつきだったが、あそこまで上手く行くとは思わなかった。

			　演技とはいえ、あいつに親しげに話しかけたのは反へ吐どが出そうだがな。

			　あの展開なら、リューザスは国王に詰問されている頃だろう。責任問題とかになって、牢にでもぶち込まれていれば最高だ。

			　そんなことを考えていると、不意に転移の光が消失した。

			　視界が開くと、俺は薄暗い洞窟の中に立っていた。地面も壁もゴツゴツとした岩肌で、空間を照らしているのは空気中に浮く無数の粒子だ。

			「……成功だな」

			　召喚陣の術式を、瞬間的に遠方への移動を可能とする転移陣へと書き換える。それが、俺があの場で行ったことだ。急造ではあったが、無事、目的地への転移に成功したな。

			　魔術工房から出た後、俺はまず最初に宝物庫へと向かった。そして封印を解き、中にあった物をいくつか頂いた。

			　王国が蓄えていた、大量の魔石。防御の魔術が付与されたローブや、大量の魔力が付与された宝剣。〝収納魔術〟が付与されており、大量に物を詰め込めるポーチ。『勇者の証』を隠すための革手袋。

			　そして、厳重に保管されていた『防魔の腕輪』と『強魔の指輪』も頂いた。

			『防魔の腕輪』は受けたダメージを軽減、『強魔の指輪』は装着した者の魔術を強化する力がある。

			　どちらもかなりの価値がある、強力な魔力付与品マジツクアイテムだ。書庫で目にした資料には国宝指定されていると書かれていた。

			　これが奪われていると知ったら、今頃大騒ぎだろう。

			　その他にも、復ふく讐しゆうするために必要な道具をいくつか盗んだ。そのうちの一つは、リューザスに使用するのがベストだったのだが、それについては後で考えよう。

			　これらの魔力付与品を装備すれば、以前には遠く及ばないものの、ある程度の戦力は取り戻せるはずだ。

			　それから、儀式の間へと侵入して、召喚陣の術式を転移できるように変更し、その過程で誰かが陣に触れたら自壊するように組み換えておいた。書き換えるための魔力は、魔石を使用することで補っている。

			　宝物庫が漁られ、王国に伝わる召喚陣も壊れた。

			　今頃リューザスがどうなっているのか、直接反応を見られないのが残念だ。

			　これであの城での目的は、リューザスへの復ふく讐しゆうを除いて、ひとまずは完遂できたと言える。

			「さて」

			　改めて、自分の立っている場所を確認する。

			　やはり、目的地で間違いない。

			「前に来た時と、構造はあまり変わっていないようだな」

			　ここは王国の端に存在する迷宮――『奈な落らく迷宮』だ。

			　大量の魔物が犇ひしめく、魔王軍の拠点地の一つ。

			　かつて、俺が仲間とともに突破した迷宮でもある。この三十年の間に、魔王が作りなおしたらしい。

			　なぜ、そんな危険な場所にやってきたのか。

			　それは――勇者としての力を取り戻すためだ。

			　現在、俺の右腕にある『勇者の証』はほとんど機能していない。どういうわけか、魔力を使用するための部分が塞がってしまっているらしい。これを正常に機能させようと思ったら、大量に魔力を摂取して強引に証を起動させるしかない。

			　最初は魔石でどうにかしようと考えていたが、とてもじゃないが足りそうになかった。思っていた以上に、多くの魔力量が必要らしい。

			　そこで目をつけたのがこの迷宮だ。

			　迷宮の最奥部には、『迷宮核ダンジヨンコア』と呼ばれる魔力の塊が設置されている。これが迷宮中へ『魔素』と呼ばれる気体を充満させ、魔物を生み出しているのだ。

			「最奥部にある迷宮核を手に入れ、かつての力を取り戻す」

			　そのために、俺はこの奈落迷宮までやって来た。

			「――――」

			　ほんの少し前まで、抱いていた夢を思い出す。

			　戦争を終わらせ、すべての種族が共存できる、平和な世界を作りたい。

			　その夢を嘲あざ笑わらう、仲間達の顔を思い出す。

			　

			　――異世界からやってきた分際で、この世界を救う？　おこがましいとは思わなかったのですか？

			　――そんな目標を持って戦ってたのは、てめェだけだってことだよ。

			　――夢は寝て見た方がいいんじゃないかなぁ？

			　

			「――後悔させてやる」

			　リューザスも、ディオニスも、ルシフィナも、裏切った亜人どもも。

			　俺を裏切ったすべてを。

			「そのために、力がいる」

			　亜人達を殺す力が。

			　リューザスを殺す力が。

			　ルシフィナとディオニスを殺す力が。

			　元の世界に帰るための方法など、すべてを終えてから考えればいい。

			「そのために、まずは迷宮核を手に入れる」

			　復ふく讐しゆうの始まりに口元を歪めながら、俺は迷宮の奥へと足を踏み入れた。

		

	
		
			第六話　『落下、そして邂かい逅こう』

			　

			　この世界には、『五ご将しよう迷めい宮きゆう』と呼ばれる五つの迷宮が存在している。

			　魔王によって生み出された、魔王軍の拠点地だ。

			〝魔将〟と呼ばれる強大な魔族が守護を任されており、一国の兵力を以っても突破することは難しい。

			　ここ『奈落迷宮』も五将迷宮の一つだ。

			　土に関連する魔物が多く生み出される迷宮で、迷宮核を守っているのは〝土魔将〟と呼ばれる存在だ。

			　以前は確か、全部で十五階層まであったはずだ。

			　下に向かって続く縦穴になっており、地盤が脆もろいという特徴を持っている。強い衝撃を与えると床が崩れるので、戦闘には注意しなければならない。

			　今も十五階層まであるかは知らないが、ひとまず迷宮の最奥部を目指すことにした。

			「――〝魔力強化アーマメント〟、〝隠蔽ハイド〟」

			　魔石を使って、身体強化の魔術を発動。同時に隠蔽の魔術を使用して、気配を隠しておく。

			　強化した肉体で素早く迷宮を移動し、魔物に気付かれないように先を進んでいく。

			『グルアアア!!』

			　しかし、中には感覚が鋭く、こちらに気付く魔物もいる。

			　体が泥でできた鬼、〝泥鬼マツドオーガ〟が、ドカドカとこちらに接近してきた。

			「――ふッ」

			『ガギャアア!?』

			　丸太のような腕を躱かわし、王国から盗んだ宝剣で首を斬り落とす。さすがの切れ味で、泥鬼は一太刀で絶命した。

			「この程度の魔物なら、身体強化と剣術だけで倒せるか」

			　これまで戦ってきた魔物の動きは、だいたい頭に入っている。それに、『強魔の指輪』と魔石のお陰で、常時よりもかなり動けるようになっていた。

			　この調子ならば、今の俺でも十分に先へ進めるな。

			　今の自分の力量を確かめながら、迷宮の中を進んでいく。

			　魔石を使っても、かつてのような高威力の魔術は使えない。下級の魔物ならともかく、上位の魔物には目め眩くらましにしかならない程度だ。

			　ひとまずは、剣をメインに、魔術はサポートという戦法を取ることにしよう。

			　こちらに気付かない魔物は無視。気付く魔物は、速やかに倒す。

			　内部の構造が変わっているため、下に続く階段を見つけるのはやや骨が折れたが、大した戦闘もなく進めているから、かなり順調と言えるだろう。

			　と思っていたのも束の間。

			『ガアアア!!』

			『ヴォオオオオ!!』

			　八階まで降りてきたところで、とんでもない数の魔物に遭そう遇ぐうしてしまった。

			　モンスターハウスかと突っ込みたくなるほどの数が、階段の周囲に固まっていたのだ。

			　泥鬼や、スケルトン、土蜥蜴ロツクリザードといった、無数の魔物が一斉に襲い掛かってくる。

			「……チッ」

			　攻撃を躱かわし、斬り捨てる。一匹一匹は大した強さではない。今の俺でも、十分に対処できる。

			　厄介なのは、その数だ。

			「……面倒だな」

			　次の手を打とうと、ポーチへ手を伸ばした時だった。

			　唐突に、目の前にいた魔物達が吹き飛び、壁に激突して潰れた。

			『アァァ、久しぶりの人間だァ』

			　現れたのは、一際大きな泥鬼だった。

			　肥え太った体を揺らしながら、下げ卑びた笑みを浮かべて近づいて来る。

			『ヒヒヒヒ。若い女が良かったがァ、男でもいいやァ。ぐちゃぐちゃに潰してやるよォ』

			「……希少種か」

			　たいていの魔物は知能が低く、喋ることができない。だが希にこうして、知能が高く、喋ることのできる魔物が出てくる。そういった希少種は、並みの魔物よりも強い。

			『雑ざ魚こども、邪魔なんだァよォ！』

			　笑いながら、その泥鬼は周囲の魔物達に向けて拳を叩きつける。

			　同族であるはずの他の泥鬼も巻き込まれ、ミンチになって殺されていた。

			「……おい。そいつら、お前の仲間じゃないのか？」

			『んあァ？　こんな役に立たねぇゴミども、どォでもいい』

			「そうか」

			　魔物とは元来、こういう生物だ。

			　一部を除き、自分の欲求を満たすためだけに同族すら殺す。知能があっても、それは変わらない。

			　……ああ、なんだ。

			　俺達人間や魔族と大して変わらないじゃないか。

			　それが分かっていても、今は。

			「――少し、不快だな」

			　泥鬼が、殴りかかってくる。並みの人間ならば、肉塊になる一撃だ。それを――宝剣で受け流す。

			　使用したのは、〝柔剣〟と呼ばれる剣術だ。

			　英雄時代に身に付けた、柔で制し、柔で断つ剣術だ。

			『んァ!?』

			　自分の腕力に絶対の自信を持っていたのか、泥鬼が驚きよう愕がくの表情を浮かべる。驚きで固まった瞬間、泥鬼の胴体を宝剣で薙ないだ。

			『ひ、ぎあああぁぁ!?』

			　断末魔の絶叫を上げ、泥鬼が地面に崩れ落ちた。

			　上半身と下半身が二つに分かれ、そのまま絶命する。

			『ギィイ!?』

			　希少種がやられたことで、周囲の魔物達に怯えが走る。その隙を突き、俺はその場から離れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、数刻後。

			　階段を降り、十一階までやってきていた。

			　しかし、後ろを追いかけてくる魔物の数は増える一方だ。まるで百鬼夜行のように、ゾロゾロと後ろからついてきている。

			　機動性を重視して軽装にして正解だった。鎧よろいなんて着ていたら、目も当てられなかっただろうな。

			『――シャアアア』

			　その時、正面に立ち塞がるように、巨大な魔物が姿を現した。

			　土つち蜘ぐ蛛もと呼ばれる、蜘蛛の下半身とゴーレムの上半身を持つ魔物だ。

			　この奈落迷宮では、上位の危険度を誇っている。

			『ギイイイ!!』

			　土つち蜘ぐ蛛もの口が開いたかと思うと、内部から白い球が吐き出された。

			　強力な粘着力を持つ、土つち蜘ぐ蛛もの糸だ。

			　それが連続して地面に着弾し、飛び跳ねて通路を塞いでしまう。

			「……仕方ないな」

			　ポーチから、複数の魔石を同時に取り出す。

			　土つち蜘ぐ蛛もの攻撃を回避しながら、握っている魔石の中の魔力を暴走させた。

			「――〝壊魔ブレイク・マジツク〟」

			　暴走した魔石を、後ろから迫る魔物達に向けて投とう擲てきする。

			　魔石が眩まばゆい光を放ち、直後、轟ごう音おんを響かせて勢いよく爆発した。

			　爆発に呑まれた魔物達が、吹き飛んでいく。

			　だが、次から次へと押し寄せる魔物は、これだけではまだ倒せない。他の魔物が、仲間の残骸を踏み越えてこちらへ殺到しようとした時だ。

			『グルオオオ!?』

			　ズドンと音を響かせて、地面が勢いよく崩れ落ちた。

			　その崩壊に巻き込まれ、魔物達は次々に落下していく。

			「――よ、っと!!」

			　後ろから接近してきている土つち蜘ぐ蛛もから逃れるため、勢いよくその穴へと飛び込んだ。

			　魔石を追加で使用して身体能力を強化、魔物や岩の上へと跳び乗っていく。

			「――〝旋風ホワール・ウインド〟」

			　次の階層の地面が近づいて来るのに合わせ、魔石で風を生み出す。

			　落下の衝撃を緩め、何とか地面へと着地する。

			「ちょっと無茶しすぎたな……」

			　周囲には上層の残骸と、落下して潰れた魔物達が転がっている。その中には、俺を追ってきたのであろう土つち蜘ぐ蛛もも混ざっていた。

			　これでひとまず、大量の魔物に追われていた状況はリセットできた。ダイナミックすぎるが、ショートカットも成功だ。

			「一人じゃなきゃ、取れない手段だったな」

			　ここは十二階。

			　階の数が変わっている可能性もあるが、以前と同じならば残るは三階となる。迷宮核と、それを守る土魔将も近い。

			　この迷宮の魔物ならば、囲まれさえしなければどうにかできる。

			　大量の魔石と魔力付与品を使えば、土魔将の隙をついて迷宮核を奪うことも可能だろう。

			「ん……あれは」

			　潰れて死んでいる土つち蜘ぐ蛛もの近くに、ソフトボールほどの白い球体が転がっていた。

			　そういえば、土つち蜘ぐ蛛もからは非常に粘度の高い液体を内包した『繭まゆ玉だま』が取れたはずだ。

			　取り扱いは難しいが、何かの役に立つかもしれないのでポーチの中へと突っ込んでおく。

			「よし……」

			　ついで魔石の残数を確かめた後、次の階層に向かって歩き出す。

			　進むにつれて、漂う魔素がかなり濃くなってきた。

			　空気中で魔素が燦さん然ぜんと輝き、ある種、幻想的な光景を作り出している。

			　だが、それに見惚れている余裕はない。

			「――……」

			　魔素とは魔物を生み出す気体、そして同時に行動に必要な酸素のようなものでもある。

			　その魔素が濃い下層では、より多くの、そしてより強い魔物が活発に活動している。

			　階段を降りたら大量の魔物に見つかりました――ということにならないよう、今まで以上に警戒し、慎重に先へと進んでいく。

			　こういう瞬間は、勇者の力だけに頼らずに他の技能を学んでおいて良かったと思えるな。

			　剣術や、こういった迷宮の歩き方がここへきて役に立っている。

			　……教えてくれた奴のことを思い出すと、酷く鬱うつ屈くつした気分になるが。

			　床を軽く揺らしながら歩く土つち蜘ぐ蛛もをやり過ごし、魔素がより濃い方へと歩みを進める。

			　時間をかけ、ようやく十三階にまで降りてきた。

			「……あと少しだな」

			　迷宮の下層には、迷宮核の他に、外へ通じる転移陣が設置されているはずだ。

			　外への一方通行だが、これを使えば迷宮から脱出することができるだろう。

			　まず、迷宮核と転移陣の位置を確認。その後、土魔将をやり過ごしながら、迷宮核を奪取する。その後すぐに転移陣へと踏み込んで、迷宮から離脱。

			　作戦としては、こんな形がベストだろう。

			　以前来た時は、土魔将を名乗る巨大なゴーレムが迷宮核を守っていた。強敵ではあったが、動きは鈍く、知能もそこまで高くなかったはずだ。

			　前回は土魔将と正面から戦ったが、今回は迷宮核さえ手に入ればすぐに逃げればいい。

			　不確定要素が多いため、できれば迷宮核は脱出後に使いたいが、最悪の場合は途中で使用して力を取り戻すのも、やむをえないだろうな。

			　シミュレーションし、何パターンかの作戦を練っていく。

			　ある程度の考えをまとめ、先に進もうとした時だった。

			「――――」

			　グラリ、と地面が揺れた。

			　……いや、違う。

			　迷宮全体に震動が走っている。

			「これは――」

			　ス、と迷宮に漂っていた空気が一変した。

			　周囲から、魔物達の苦しげな咆ほう哮こうが響き渡る。

			　この現象を、かつて経験したことがある。

			「……迷宮核が、奪われたのか」

			　なんてタイミングだ。

			　誰かに先を越されてしまった。

			　下層から、連続して爆発音が響いてくる。おそらく、誰かが土魔将と戦っているのだ。

			　両者とも移動しながら戦っているようで、爆発音が徐々に近づいてきている。

			「どうする……」

			　力を取り戻すためには、迷宮核が不可欠だ。誰の仕業か知らないが、持って行かせるわけにはいかない。

			　しかし、土魔将と戦っているとなると、面倒なことになるな。

			「――――」

			　瞬間、ゾクリと背筋に悪寒が走った。

			　思考を打ち切り、弾けるように後ろへ跳躍する。

			　刹せつ那な、それまで立っていた場所を巨大な岩の杭が貫いた。

			「な……」

			　杭を中心としてヒビが円形に広がっていく。

			　それは瞬く間に広がり、直後、地面が崩壊した。

			「……チィッ！」

			　先ほどと同じように風の魔術で落下の衝撃を軽減し、下の階層へと着地する。

			　目の前には、見上げるほどの岩山が屹きつ立りつしていた。

			『……どうやら、羽虫が紛れ込んでいたようだな』

			　地の底から響くような声が、迷宮内に木霊こだまする。

			　それを聞いた直後、俺は悟った。

			　目の前にあるのは、岩山ではないと。

			「……こいつは」

			　人間の頭ほどの大きさがある二つの巨大な眼球と、くりぬいたような鼻。そしてまるで杭のような鋭い牙がズラリと並ぶ、巨大な口。全身が岩に覆われたその龍は、岩山と見紛うほどの大きさを誇っている。

			「……岩窟龍アースドラゴン」

			　魔物の中でも、最上位の危険度を誇る龍種のうちの一種。

			『――――』

			　岩窟龍から、かつて戦った土魔将を越える威圧感を覚える。

			　今の状態で相手をするには、さすがに厄介すぎる相手だ。

			『まったく……次から次へと、面倒なことだ』

			　岩窟龍の呟きを無視し、周囲の状況の把は握あくに努める。

			　岩窟龍は通路を塞ぐように立っており、前に逃げることは無理そうだ。後方へ視線を向けると、幸いなことにいくつかの通路が広がっていた。

			　ここはひとまず退散、と思った瞬間だった。

			「――そこの人間、援護しろ！」

			　龍の背後から、少女の声が響いた。

			　声が聞こえてきた方向には壁がある。どうやら声の主は、壁に追い詰められた状態だったらしい。

			『チッ、小こ賢ざかしい！』

			　龍が苛立たしげに体を揺らすと同時に、不意に龍の体が激しく爆発した。向かいにいる少女が、魔術で攻撃したのだろう。

			　おそらくは、迷宮核を盗んだのも彼女だ。

			「迷宮核を持ったまま死なれるのは、困るな……」

			　即座に判断し、魔石を取り出す。

			「龍、こっちを見ろ!!」

			『!?』

			　握りしめた魔石を使い、魔術を発動する。

			　使うのは雷の魔術。

			　岩窟龍の顔を覆うようにして、クモの巣状に雷が展開される。

			『グ……！』

			　大した威力はないが、黄金に輝く雷は目め眩くらましになる。

			　クモの巣に覆われて、龍の動きが一瞬鈍った。

			「でかした！」

			　瞬間、声の主が高速で龍と壁の隙間を通り抜け、こちら側に走ってきた。

			　そしてすれ違いざま、こちらの手を強引に握ってくる。

			「なっ」

			「私とともに来い！」

			　少女は有無を言わさずに、走り出そうとする。

			　抵抗しようとするが、華きや奢しやな体からは想像できないほどの筋力に、手を振りほどくことすらできない。抵抗を諦め、少女に追つい随ずいして走ることにした。

			『逃がさんぞ、反逆者――!!』

			　背後で、龍の咆ほう哮こうが響く。

			　その巨体が揺らめき、土つち蜘ぐ蛛もですら叩き潰せるほどの巨腕が振り下ろされた。

			「く――」

			　爆発したかのような衝撃が走り、直後、地面が勢いよく砕け散る。

			　ひびが広がり、足場が崩壊を開始した。

			「ぬ……」

			「ッ……！」

			　少女に手を握られていたせいで、一瞬反応が遅れてしまう。

			　浮遊感を感じた時には、頭から下へ真っ逆さまだ。

			「――――！」

			　急速に地面が近付き、頭から衝突する直前。

			「よっ」

			　何か柔らかいものに体が包まれる。気付けば、同じように落下していた少女に受け止められていた。

			　その状態のまま、俺を抱きかかえている少女は、軽々と地面に着地する。

			　魔術もなしで、こいつ、本当に人間か……？

			「ふむ。こういうのは、立場が逆だと思うのだがな」

			　俺を抱きかかえる少女の呆れたような言葉を聞きながら、追撃を警戒して見上げた。

			　落ちてきた穴からは龍の姿を確認できない。

			「あのデカブツも、ここまでは追ってこないだろうさ」

			　何か根拠があるのか、俺を抱きかかえたまま、少女も上を見てそう呟いた。

			　龍が追ってくる気配もないし、周囲に魔物もいない。

			　ひとまず、危険は去ったようだ。

			「それにしてもお前、ずいぶんと華きや奢しやな体だな。ちゃんと食事をしているのか？」

			　少女が俺の体をヒョイ、と持ち上げながら、そんなことを言ってきた。

			　ずいぶんと気楽な女だな。

			　というか、いつまで抱きかかえている。

			「……降ろしてくれ」

			「おお、そうだな」

			　思い出したように頷くと、少女はようやく地面に降ろしてくれた。

			「……助かった。ありがとう」

			「礼には及ばん。助けられたのは私の方だからな。ちょうど良いタイミングでお前が落ちてきてくれたお陰で、離脱することができた。助かった、褒めてやろう」

			　腕を組みながらの、上から目線で大おお仰ぎような物言い。

			　いったい何様だ、と内心で突っ込みながら、その時初めて俺はその少女の姿をしっかりと目にする。

			　そして、凍り付いた。

			「――――」

			　腰まであるさらさらとした銀髪に、側頭部から生えた漆黒の双角。そして、どこか威厳を感じさせる黄金の瞳。ところどころが破れた服から覗く素肌には、黒い紋章のようなものが浮かんでいる。

			　彼女の魔力を身近で感じて理解した。姿は人間に近いが、この少女の放っている魔力は魔族のモノだ。

			　あの身体能力から推察できたことではあるが、やはりこの少女は人間ではない。

			「お……まえ」

			「ん？」

			　それ以前に、呑気に首を傾げるこの少女を、俺は知っている。

			　――エルフィスザーク・ギルデガルド。

			　三十年前、何度も殺し合いをした魔族の姿が、そこにあった。
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			第七話　『共闘、或いは利用関係』

			　

			　エルフィスザーク・ギルデガルド。

			　魔王軍での立場は分からないが、四天王を上回るほどの力を持った魔族だ。

			　仲間に裏切られる前に戦っていた相手だから、記憶に残っている。姿が変わっていないのは、魔族ゆえの老化の遅さが原因だろう。

			　まさか、あの状況から生き延びていたとは。

			「――ふむ」

			　エルフィスザークはこちらを見て、真剣な表情をしている。かつて戦った時と同じ、相手を震わせるような威圧感がそこにはあった。

			　警戒心を強める俺を、その黄金の瞳は見透かすように見ている。

			「まさか、お前――」

			「――――」

			　口を開いたエルフィスザークに、思わず身構える。

			　まさか、正体に気付いたことを悟られたのか？

			　エルフィスザークは、真剣な表情で言った。

			「そんなにジッと見つめて、私に一目惚れでもしてしまったか？」

			「……なに？」

			　想定外の言葉に、思わず聞き返してしまった。

			　今こいつ、何て言った？

			「昔から私の姿に見惚れる男は多かったからな。お前もそうなのだろう？」

			「違う」

			　思わず、即答していた。

			　何を言っているんだ、こいつ。

			　あまりに見当違いの言葉に、思わず拍子抜けしてしまった。これがこちらのペースを崩すための演技ならば、恐ろしい女だ。

			「……む、そうか」

			　どうして、ちょっとつまらなさそうな顔をしているんだ。

			　本当に、三十年前に戦った魔族なのか不安になってきた。

			「……お前、いったい何なんだ？」

			　変な空気を打ち破って、俺は話を切り出した。

			　何者なのか、は知っている。だが、どうして土魔将と戦っていたのかが分からない。

			　エルフィスザークは魔族――魔王軍に属していた。同じ魔王軍である土魔将と戦っているのはおかしい。

			「……すでに気付いているとは思うが、私は魔族だ。名を、エルフィスザーク・ギルデガルドという」

			　あの時に聞いた名前と寸分の違いもない。想定外の性格ではあるが、どうやら本物で間違いないようだ。

			「……魔族なら、どうして土魔将に追われていたんだ？」

			「私は魔王軍を抜けた身でな。今は敵対していると言ってもいい。あの無礼な龍が、私の姿を見るなり襲い掛かってきたんだ」

			　魔王軍を抜けて、敵対している、か。

			　土魔将に狙われていたことから、少なくとも嘘ではないだろう。逃げる際に、あの龍から『反逆者』と叫ばれていたしな。

			　そのまま鵜う呑のみにするつもりはないが。

			「結果、袋小路に追いつめられてしまってな。そこにちょうどお前が降ってきてくれたお陰で、どうにか逃げ出せたというわけだ」

			　以前のエルフィスザークならあの龍が相手でも勝てたはずだが、どうやら弱体化しているらしい。

			　足場が崩れたのは、こいつらの戦闘の余波に巻き込まれたからか。

			　どういう事情があるか知らないが、面倒なことになったな。

			「それで……そういうお前は何者だ？」

			　尋ねてくるエルフィスザークに敵意はなさそうだ。今のところは、こちらと戦うつもりはないらしい。

			　すぐに戦えるように身構えながら、ひとまず問いに答えることにした。

			「……伊織だ。迷宮に用があって、ここにいる」

			「ほう。見たところ、王国の人間というわけではなさそうだな。冒険者か何かか？」

			「まあ、そんなところだ」

			　なるほどなるほど、とエルフィスザークは頷いている。

			「迷宮が動きを止めたのは、お前の仕業か？」

			「ああ。あの龍から逃げる最中にいただいてきた」

			　エルフィスザークが、懐から掌に収まるサイズの球体を取り出した。それは薄っすらと虹色の光を怪しく放っている。

			　間違いなく、迷宮核だ。

			「なんだ。迷宮核に用でもあったのか？」

			　俺の視線に気付いたのか、球体をこちらに見せながら、エルフィスザークがそう尋ねてきた。

			　どう答えるか、逡しゆん巡じゆんする。

			「なら、お前にやろう」

			　悩んでいる俺に、エルフィスザークは軽い口調でそう言ってきた。

			「……いいのか？」

			「ああ。持ってきたはいいが、私には必要のないものだったからな。ありがたく受け取るがいい」

			　ポン、と。

			　気が抜けるような軽さで、エルフィスザークが迷宮核を渡してきた。受け取った迷宮核からは、膨ぼう大だいな魔力の波動が伝わってくる。

			「……分かった。ありがとう」

			「ふふん。良い良い」

			　ひとまず、迷宮核はポーチの中へしまっておく。

			　驚くほどあっさりと、目的の物を入手してしまった。

			　こいつ……本当に何なんだ？

			「それで、伊織と言ったな。お前はまだ、この迷宮で何かやることが残っているか？」

			「いや、迷宮核が目的だったから、後はここから脱出するだけだ」

			「それは都合がいい。伊織、私に協力しろ」

			「……協力？」

			　唐突な提案に、思わず聞き返してしまった。

			「共闘と言ってもいい」

			　彼女の話によると、外へ通じる転移陣は十四階にあるらしい。俺達が今いるのはその下、十五階だ。エルフィスザークはこの十五階にあった迷宮核を奪った後、転移するために十四階へと向かった。十四階であの龍と戦っていたのは、脱出するためだったらしい。

			「おそらく、あの龍は転移陣の前で私が来るのを待っているだろう」

			「……追ってこなかったのは、お前が転移陣のところへ来ると考えたからか」

			　言語を使っていたことからして、あの龍の知能は高い。確かに待ち伏せをしていてもおかしくはない。

			　エルフィスザークの言葉を吟ぎん味みしながら、今後の行動について考える。

			　あの龍は、エルフィスザークを狙っているようだった。俺はそれに巻き込まれたのだ。ならば、エルフィスザークとは違う経路から逃げればいいだけではないだろうか。

			「外に出るなら、上の階に登って、迷宮の入り口から脱出するという手段もあるが」

			「それは現実的ではないな。あの龍は、魔術を使って地面を自在に移動できる。上の階へ逃げても、脱出する前に追いつかれるだろう」

			　それに、とエルフィスザークは言葉を続けた。

			「あの無礼者は、言動からしてかなりねちっこい性格をしているぞ。私はもちろん、あの場に居合わせたお前も、逃がしはしないだろう。別行動しても、片方を潰した後、もう片方も追いかけるはずだ」

			　こちらの考えを見透かしたような言葉だ。だが、嘘を吐いているようには思えない。

			　確かにあれほどの巨体を持つ岩窟龍ならば、俺の足で逃げても追いつかれる可能性がある。

			「単独で迷宮の下層に来られるのだから、腕は立つのだろう？　私と連携すれば、脱出できる可能性は高くなるぞ」

			　そう言ってエルフィスザークは、手を差し出してくる。

			　共闘しろと、その目が言っている。

			「……俺はあの龍にダメージを与えられる程、強い攻撃は使えないぞ」

			　ここへ来るまでに、自身の力量は完全に把は握あくした。全盛期の足元にも及ばない。今では魔石と魔力付与品を使っても、かつて使えていた固有魔術のほんの数割の力しか出せないのだ。

			「問題ない。私の魔術は、あの龍にもダメージを与えられる。伊織は時間稼ぎをしてくれれば良い」

			　エルフィスザークは大丈夫だと首を振る。

			「…………」

			　確かに悪い話ではない。だが、都合が良すぎる。

			「……会ったばかりで、しかも人間に、よく共闘を申し込めるな」

			　こいつからすれば、俺は初対面の他人だ。しかも、魔族と敵対している人間。だというのに、何の警戒も見せない。いくらなんでも、怪しすぎるだろう。

			　何を企んでいる？

			　……脱出の障害になるのであれば、今ここで始末するべきだな。

			　そう考える俺を正面から見据え、エルフィスザークはこう言った。

			「お前は私を助けてくれたからな。そこに人間も魔族も関係ないだろう？」

			「――――」

			　当たり前のことだとでも、言いたげな表情で。

			「……は？」

			　人間も魔族も関係ないだと？

			　何を言っているんだ、こいつは。わけが分からない。

			「それに、見る目には自信がある。お前は共闘するに足る人間だ」

			　相変わらず、偉そうにエルフィスザークは言う。おだてているわけでも、取り入ろうとしているわけでもなく、真しん摯しな表情で、そう言っていた。

			　少なくとも、そう見えた。

			「――――」

			　話を受け入れるか、断るか。

			　しばらく考え、やがて結論を出した。

			「……分かった。この迷宮を出るまで、協力しよう」

			「うむ、賢明な判断だな」

			　エルフィスザークは嬉しそうに顔を綻ほころばせると、尊大な態度で頷いた。

			「…………」

			　信用したわけではない。むしろ、先ほどの言葉で余計信じられなくなった。

			　似たようなことを、かつての仲間、ルシフィナが言っていた。人間も魔族も同じだと。そう語った口で、「本気でそんなことを考えていたのか」と俺を嘲あざ笑わらったのだ。

			　何かを企んでいるのならば、それでいい。裏切るつもりならば上等だ。

			　――俺が先に裏切ればいいだけなのだから。

			　もう騙されない。

			　もう二度と、同じ轍てつを踏みはしない。

			　エルフィスザーク・ギルデガルド。

			　ここから生きて出るために、せいぜい利用させてもらおう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「エルフィスザーク。お前は本当に、あの龍を倒せるだけの魔術を使えるのか？」

			　ここから脱出する算段を付けた後、俺達は転移陣のある上の階へ向かって歩いていた。

			「ふん、私を誰だと思っている？」

			「知らないから聞いてるんだよ」

			「む……」

			　いや、実力は知っているが。

			　四天王ではないようだし、結局こいつは魔王軍の何だったんだろうな。

			「安心しろ。今はわけあって全力を出せないが、それでもあの龍を倒すだけの魔術は使える」

			　……全力を出せない、か。

			　確かに、かつての実力があれば、俺の手を借りる必要はないだろう。あの龍程度ならば一人で倒しているはずだ。

			「そう不安そうな顔をするな。この私と組むのだ。お前はちゃんと迷宮の外に帰してやるさ。龍ドラゴンに乗った気分でいるといい」

			「……ああ。期待してるよ」

			　そんなことを言っているが、いったいどこまで信用できるやら。

			　裏切られた場合のことは、当然考えている。あの龍はエルフィスザークを標的にしているようだったし、そこに付け込めばいい。

			　共闘関係にはあるが、仲間になったわけじゃない。ただお互いに利用し合うだけだ。

			　人間の敵の魔族である時点で、いくら友好的な素振りを見せてこようと、信用などできない。

			　……何年も旅をした仲間でさえ、容易く俺を裏切ったのだから。

			　いつ、こいつの気が変わっても大丈夫なように、常に身構えているから、まず不意打ちを喰らうことはないだろう。逆に怪しい挙動を見せたら、一太刀で首を落とせる。

			「どうした。やけに私のことを見ているな」

			　ん？　と首を傾げながら、エルフィスザークがこちらに視線を向けてくる。

			「いや……何でもない」

			　おちゃらけているようで、勘は鋭いらしい。弱体化しているようだが、やはり油断できないな。

			「ふむ……やはりお前、私に一目惚れを」

			「してない」

			「む……そうか」

			　……油断、できない。

			　そんなやり取りをしながら、階段を上がった。十四階へと登り、転移陣の方へと歩く。

			「もうすぐだ。気を引き締めろ」

			「……ああ」

			　魔素が薄くなった影響で、すっかり魔物の姿がなくなっている。弱い魔物は死滅し、強い魔物は魔素を探して迷宮の外を目指しているのだろう。

			　戦う相手が土魔将だけというのは、ありがたい。

			　エルフィスザークに案内され、進んだ先にあったのは、円形の広い部屋だった。先ほどの小部屋のように、壁が刳えぐり貫かれて作られている。

			　部屋の奥には、他とは違う頑丈そうな素材で作られた道が続いていた。おそらくは、あの先に転移陣があるのだろう。

			　その部屋の中へ、俺達は踏み込んだ。

			　中には何の気配もない。

			　だが、分かる。

			「いるのだろう？　隠れていないで、出てくるが良い」

			『――ほう』

			　部屋中に声が響いたかと思うと、部屋の中央から岩に覆われた巨大な腕が突き出してきた。ズブズブと、まるで水面から外へ出るかのように地面に波紋を作りながら、土魔将が姿を現す。土つち蜘ぐ蛛もを遥かに越える巨大な龍が、俺達を見下ろしている。

			『我に殺される決意ができたようだな』

			「馬鹿者。我々に敗れるのは、貴様の方だ」

			　エルフィスザークが、不敵な笑みを浮かべて土魔将を挑発する。

			　不快そうに鼻を鳴らすと、土魔将はこちらに視線を向けてきた。

			『矮わい小しような人間よ。貴様にも、我の邪魔をしたツケはしっかりと払ってもらうぞ』

			　エルフィスザークの言った通り、しっかりと俺にも狙いを付けているらしい。それは想定内だ。

			「上等だ、土魔将。エルフィスザーク、下がっていろ。こいつは俺一人で十分だ」

			『……何だと？』

			　あらかじめ、この龍の性格はエルフィスザークから聞いている。先ほどの言動からも、こいつが自分の力に自信を持っているということが分かった。

			　だからこその、この挑発。

			「分かんないか？　迷宮核を奪われるような間抜けは、俺一人で十分だって言ってるんだよ」

			『――ッ!!』

			　こちらの挑発は、成功したらしい。土魔将はその巨体を怒りに震わせている。

			「伊織よ。計画通りに頼んだぞ」

			「……ああ」

			　そういって、エルフィスザークが後方へと下がる。

			　どこまで作戦通りに動いてくれるかは分からないが、ひとまず事前の作戦通りに動こう。

			　つまり俺は、今から土魔将を相手にひとりで戦わなければならない。

			『良かろう……』

			　土魔将が巨大な双そう眸ぼうでこちらを睨み付けて叫ぶ。

			『我が名は土魔将バルギルド！　早々に潰れろ、人間!!』

			　土魔将の咆ほう哮こうが響く。

			　ああ、そうだな。

			　迷宮核を手に入れた今、もうここには用はない。だから早々に消えろ、土魔将。

			　こうして、土魔将との戦いが始まった。

		

	
		
			第八話　『それを覆してこその』

			　

			　――岩窟龍アースドラゴン。

			　それがこの土魔将の種族だ。

			　鉱石が取れるような鉱山に多く生息しており、魔王の配下として活動する龍種ドラゴンの一種。

			　岩に覆われた表皮は恐ろしいほどに硬く、並たいていの魔術では傷を付けることすらできない。土属性の魔術を使いこなし、口から岩の弾丸を発射して攻撃してくる。

			　ただ動くだけで、周囲に甚大な被害を与える厄介な魔物だ。

			『貴様らは、ここで確実に潰す』

			　土魔将が、その巨大な腕を地面へと叩き下ろした。その衝撃に部屋が振動すると同時、地面へと魔力が流れていく。直後、開いていた口を閉じるようにして、他の部屋へ通じる通路がすべて塞がってしまった。

			『もう逃げられんぞ、羽虫ども』

			　エルフィスザークは、すでに部屋の後方へ退避している。

			　俺は魔石を握り、宝剣を抜く。

			　土魔将の体はすべてが頑強な岩で覆われており、宝剣はもちろん、〝壊魔ブレイク・マジツク〟を使ってもロクにダメージを与えられないだろう。

			　だが、策はある。

			「――ッ」

			　土魔将が動き出すよりも先に、俺は走り出した。走りながら、魔石で身体能力を限界まで高める。

			　幸いにもこの部屋は広く、逃げ場は少なくない。

			「〝壊魔〟！」

			　距離を取ってすぐに、土魔将へ向けて複数の魔石を投とう擲てきする。土魔将にぶつかった魔石が、勢いよく炸裂した。

			『ふん、小こ賢ざかしい』

			「……効果、なしか」

			　今放てる最大の攻撃をもってしても、やはり土魔将の装甲は突破できない。これで駄目なら、他のどんな魔術を使っても、あいつにはダメージ一つ与えられないだろう。

			『臆したか、人間よ？』

			　嘲るように、土魔将が笑う。

			　ここまでは想定通りだ。退路を絶たれることも、こちらの攻撃が通じないことも想定通り。

			　岩窟龍は強大な魔物だが、それでも弱点がないわけじゃない。岩で覆われていない体内、そして唯一装甲の薄い尻尾には、今の俺でも攻撃が通じるだろう。

			　その弱点を狙う。

			　まさか体内に飛び込むわけにはいかないので、俺が狙うのは尻尾だ。

			　岩窟龍は地上では二足歩行で移動しており、その時に体のバランスを取っているのが尻尾だ。切断すればバランスが崩れ、大きな隙が生まれる。尻尾の付け根は他の部位より岩の装甲が薄く、宝剣を使えば切断も可能だろう。

			「まさか。ここからだ、土魔将」

			『ほう？』

			　優れた力を持つ魔族や魔物には、他種族を侮あなどっている者も多い。この土魔将は、その典型だ。

			　その隙を、突く。

			「――ッ！」

			　土魔将へ向け、全力で走る。

			　尻尾を切断するならば、まずはそこまで辿り着かなければならない。

			『人間風情が、目障りだな』

			　土魔将が口を開き、そこから連続して岩の砲弾が発射された。雨のように弾丸が降ってくる。

			「――、ッ！」

			　限界まで高めた身体能力で、ジグザグに走って砲弾を回避する。

			　地面を抉えぐった砲弾の余波に背中を叩かれるも、歯を食いしばって前へと進み続けた。

			　土魔将が腕を振り上げようとするのを確認し、追加の魔石で魔術を発動する。使うのは雷、狙うは土魔将の視界。

			　威力は低いが範囲の広い雷の魔術が、土魔将に襲い掛かる。

			『グ……二度までも！』

			　振り下ろされた腕で雷は容易く霧散するも、その一瞬に隙が生まれる。

			　跳躍し、転がるようにして土魔将の足元をくぐり抜けた。

			　ここまでは順調だ。後は、尻尾を切断するだけ――。

			『――無駄だ！』

			「チッ！」

			　頭上から、土魔将の尾が落ちてきた。横へ飛び退くも、人の胴体の倍の太さはあるであろう尾が鞭むちのように叩き付けられたことで、地面が砕け、破片がこちらへ飛んでくる。

			「くっ……！」

			　剣で破片を弾くが、バランスを崩して地面に倒れ込んでしまう。そこへ再び、土魔将の尾が落ちてきた。

			『尾が狙いなのだろう？　しっかりと狙うがいい』

			　回避する俺を、土魔将が嘲あざ笑わらう。

			　身体強化を使って跳ね起き、尾の軌道からギリギリで回避する。そして、攻撃に移るために動き出そうとしたところで、

			『鈍いわ！』

			　さらにもう一撃、連続して土魔将の尾が叩き付けられた。

			「が、は……ッ」

			　その衝撃でさらにダメージを受け、俺は荒い呼吸のまま地面に打ち据えられる。

			『無様だな、人間。口ほどにもない。所詮、人間などこの程度でしかない』

			　耳障りな哄こう笑しよう。土魔将はすでに勝ち誇っている。

			　――あぁ、想定通り。

			　嘲ちよう笑しようとともに、土魔将が再度振り上げようと尾に力を込めた時だ。その時になって、ようやく土魔将は異変に気付く。

			『なんだ、これは!?』

			　土魔将の尾は、ガッチリと地面に貼り付けられていた。尾の周囲には、粘ついた白い液体が広がっている。

			『ク……これは土つち蜘ぐ蛛もの……！』

			　土魔将の尾を貼り付けているのは、土つち蜘ぐ蛛もの繭まゆ玉だまから溢れた液体だ。

			　回避すると同時に、尾の落下地点に、持っていた繭まゆ玉だまをすべて置いてきた。

			　強力な粘着力があるとはいえ、繭まゆ玉だまの効果がもつのは、ほんの数秒だろう。

			　だが、それで十分だ。

			「しっかりと狙うがいい、だったか？　ああ、お言葉に甘えるとするよ」

			『貴様……！』

			　土魔将が尾を地面から剥がそうとするが、もう遅い。

			　間合いを詰め、身体強化からの渾こん身しんの一振りを尾の付け根へと振り下ろした。この宝剣は内包した魔力によって、常時高い切れ味を誇る。龍の尾でも、装甲が薄い部分ならば切断が可能。

			「――はァ!!」

			　尾の中でも特に装甲の薄い部分を狙い、一閃。振り下ろした宝剣が、土魔将の尾を根本から切断した。

			『グオオオオオオ!!』

			　咆ほう哮こうを部屋の中に響かせ、次いで支えを失った土魔将が勢いよく地面へと倒れていく。

			　巻き込まれないように距離を取ったところで、その巨体が地面に叩き付けられ、轟ごう音おんが響き渡った。

			『おのれえええッ!!』

			「……！」

			　憤ふん怒ぬの叫びを上げ、土魔将はバランスを崩しながらも、強引に体を持ち上げる。

			　以前戦った岩窟龍は、尾を失ってからはまともに身動きすら取れなくなっていた。この状況で動こうとしているのは、さすが、土魔将といったところか。

			　そしてその巨体を持って、俺を叩き潰そうとしてきたその寸前――、

			「――良くやった、伊織」

			　エルフィスザークの声が、部屋の中に響いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　あらかじめ、戦いの筋書きは決めていた。

			　この戦いでの俺の役割は、時間稼ぎ。本命はエルフィスザークの魔術にある。

			「後は、私に任せるがよい！」

			　気付けば、後方で待機していたエルフィスザークがすぐ隣に立っていた。

			『ぐゥゥ、エルフィスザァアアク!!』

			　四足のまま、のたうつような勢いで土魔将が突っ込んできた。小山ほどの巨体がぶつかれば、それだけで俺達はただの肉塊と化すだろう。

			「――喰らうがいい、土魔将」

			　その威容を目の前にして、エルフィスザークは動じない。

			　部屋を震わすほどの魔力を纏まといながら、彼女はゆっくりとその双そう眸ぼうを土魔将へと向ける。

			　そして、俺は見た。

			　黄金だった彼女の瞳が、血のような真紅の輝きを灯すのを。

			　

			「――〝魔眼・灰かい燼じん爆ばく〟」

			　

			　次の瞬間。

			　地獄のような極光が世界を染め上げ、直後、土魔将が爆発した。熱風が部屋に吹き荒れ、轟ごう音おんを立てながら部屋全体が振動する。壊魔とは比べ物にならないほどの規模と威力に、土魔将の巨体が吹き飛んだ。

			　エルフィスザークが持つ力の一つ――〝魔眼〟。

			　魔の力を宿した瞳は、視線を向けるだけで固有の魔術を発動できる。

			「力を失っている状態で、この威力か……」

			　こんなものを放たれたら、今の俺などひとたまりもない。

			　全盛期の一撃だったならば、土魔将だけでなく、この部屋を丸ごと吹き飛ばして崩落が起きていたかもしれないな。

			　呆気に取られている俺を見て、エルフィスザークが自慢気な表情を浮かべる。

			「ふ、驚いているな？　無理もない。威力の調整を誤って、自軍を吹き飛ばしかけたことのある魔眼なのだからな！」

			　……それは駄目だろう。

			　魔眼を放ったエルフィスザークの瞳は、真紅から黄金へと戻っていた。先ほど見せた凄まじい魔力も、すべて放出したようだ。

			　岩窟龍の装甲は、並みの魔術ならば完全に無効化してしまう硬度を持っている。エルフィスザークの一撃は、その装甲ごと土魔将の体を吹き飛ばしていた。これほどの一撃を喰らえば、岩窟龍といえど即死だろう。

			　――それが、普通の岩窟龍ならば。

			『――オオオオオオオオオオォォォォ!!』

			「――ッ」

			「なんだと……!?」

			　魔眼の一撃を食らってなお、土魔将は生きていた。

			　その双そう眸ぼうに浮かぶのは、すべてを焼き尽くすような憤ふん怒ぬの色。

			　バキバキと音を立て、吹き飛んだ肉体が再生し始めた。吹き飛んだ肉も、消し飛んだ装甲も、切断された尻尾ですら、以前の状態へ戻っていく。

			「岩窟龍に、治癒魔術を使えるはずが――」

			　強大な力を持った龍種も、万能ではない。種族によって、使用できる魔術は限られているのだ。いまだかつて、治癒魔術を使えた岩窟龍など、聞いたことがない。

			　彼らは硬い装甲と高い攻撃力を持つ代わりに、体を癒やす魔術は使えないはずなのだ。

			『――それを覆してこその土魔将。舐めるなよ、羽虫ども』

			「そうか……！　貴様、希少種か……！」

			　エルフィスザークの言葉で、土魔将が治癒魔術を使えた理由が分かった。

			　希少種――先ほど迷宮の上層であった泥鬼と同じく、通常の個体よりも高い能力を持つ個体。

			　この土魔将は、岩窟龍の希少種なのか……！

			『オオォォ！』

			　尾を生やした土魔将が、巨大な体を持ち上げる。

			『矮わい小しような人間が！　人間に与くみするような魔王軍の恥晒し風情がッ！　この我に傷を負わせたな……！　許さぬ、絶対に許さぬぞ！　疾とくその肉を、迷宮の染みにしてくれるッ!!』

			　たった十数秒の間で、これまで与えたすべての傷が土魔将の体から消え失せていた。あるのは以前と変わらぬ圧倒的な巨体と、与えられた屈辱に対する憤ふん怒ぬのみ。

			「……これはさすがの私でも予想外だ。治癒魔術を有する龍など、ペットのベルディアちゃんしか知らぬ」

			　さしものエルフィスザークも、土魔将の治癒力を見て顔を顰しかめている。

			　切り札である魔眼を使っても倒せなかった――いわゆる、絶体絶命の状態か。

			「……エルフィスザーク。あいつはもう一度、治癒魔術を使えると思うか？」

			「いや。今ので、奴は魔力の大半を使いきっている。完全な治癒魔術の行使は不可能だろう」

			　見た者の魔力量が分かる魔眼を持っているのか、エルフィスザークは紅い瞳で土魔将を見て、そう結論づけた。ならばもう一度、魔眼によるダメージを与えれば、あいつを倒せるということだ。

			「もう一度、さっきの魔眼を使えるか？」

			「ああ。だが、同じだけの時間が必要となるぞ」

			　土魔将の腕が、上から落ちてくる。会話を打ち切って、二人同時に退避した。

			『まずはエルフィスザーク、貴様から潰す!!』

			　彼女の魔眼は、土魔将を倒せるだけの威力を出すには数分のチャージが必要となる。その間は他の魔術は使えなくなり、無防備になる。

			「……分かった。俺が時間を稼ぐ」

			　ポーチの中には、まだ十分に魔石が残っている。ダメージは与えられないとはいえ、まだ戦い続けることは可能だろう。

			「ああ！　任せたぞ、伊織！」

			　俺の言葉を信じ、エルフィスザークは魔眼のチャージを開始する。それを阻止せんと、土魔将が動き出す。

			　怒り狂い、力に任せた状態のあいつの足止めは相当に骨が折れるだろう。

			　だが、こんなところで死んでたまるか。俺にはまだやらなければならないことがある。何としてでも、ここから脱出しなければ。

			　ポーチの中へと手を伸ばし、魔石を握り締める。片手で宝剣を抜き、エルフィスザークを守るべく、前へ飛び出そうとした時だった。

			「――――」

			　あることに、気付いてしまった。

			　魔力を溜め、目の前で無防備な姿を晒しているエルフィスザーク。

			　魔眼を警戒し、彼女目がけて真っ直ぐに突き進んでくる土魔将。

			　そして、土魔将の向かいに見える、塞がれた転移陣へと繋がる道。

			　今の土魔将の狙いは、エルフィスザークへと絞られている。塞がれた道も、魔石の〝壊魔〟をフルに使えば、数秒で突破できるだろう。

			　ならば今、彼女を見捨て、土魔将を迂う回かいして出口へと走れば――。

			　彼女を見捨てれば、自分だけは助かる。

			　

			　――頭に浮かんだ選択肢に、俺は魔石を握った腕を下ろした。

		

	
		
			第九話　『ターニングポイント』

			　

			　――エルフィスザークを見捨てれば、俺だけは逃げられる。

			　そんな考えが、頭を過る。

			　今の俺では、土魔将の硬い装甲を破るような攻撃は出せない。時間を稼ぐのにも、かなりの危険が伴うだろう。下手を打てば、一撃で命を落とすことになる。

			　土魔将は猛烈な勢いで、こちらに向かってきている。

			　考える時間は、もう数秒しかない。

			　そもそも、この共闘をもちかけてきたのはエルフィスザークだ。リューザス達と仲間になった時と同じで、俺はまた流されて、仕方なく協力関係を結んだのだ。

			　相手は魔族だ。こちらに対して何か思惑を持っていたかもしれない。

			「……そうだ」

			　エルフィスザークは魔族だ。これまで戦い続けてきた、敵だ。敵を裏切ることの何が悪い。助ける必要など、どこにもない。

			　これがここから生きて帰ることのできる、最後のチャンスかもしれない。ここは何としてでも、逃げるべきだ。

			　俺にはまだ、やらなくてはならないことがあるのだから。

			　目の前にはエルフィスザークの背中がある。まだ、こちらの動きには気付いていない。

			「――ッ」

			　彼女を見捨てるつもりで、俺は前に足を踏み出した。ザッと砂を蹴る音が連続して響く。エルフィスザークにも、この音は聞こえているはずだ。俺が逃走しようとしていることにも気付いただろう。

			　なのに。

			「――――」

			　エルフィスザークは何も言わなかった。

			　無防備な姿を晒し、ただ俺を信じて魔力を溜めていた。

			　――お前は私を助けてくれたからな。そこに人間も魔族も関係ないだろう？

			　さっきの言葉が、思い出される。こいつは本気で、そう思ったのだろうか？

			　人間も魔族も関係ないと、敵対している種族なのに、俺を信じられると。

			　エルフィスザークは振り向かない。

			　彼女ほどの能力があれば、俺が逃げようとしていることくらい分かるはずなのに。

			　何も言わぬその背中は――ただ俺を信じ続けていた。

			　

			『オオオオオオ!!』

			　土魔将の腕が持ち上げられる。人一人、軽く潰すことのできるそれが、無防備なエルフィスザークの上に振り下ろされた。

			「――――」

			　気付けば。

			　俺は、エルフィスザークを抱えて跳んでいた。

			「……伊織」

			　腕の中で、彼女は驚いた表情を浮かべていた。

			　……やはり、俺が一人で逃げようとしたことに、気付いていたのだろう。

			「――ッ」

			　叩き付けられた腕が地面を抉えぐり、岩が砕け飛ぶ。岩の破片を躱かわし、土魔将から距離を取る。

			『纒まとめて、消し飛べ』

			　忌いま々いましげに唸り、土魔将が吼ほえた。

			　土魔将が大きく口を開く。そこに集中する、膨ぼう大だいな量の魔力。あれは確実に、俺達二人を殺しうる。

			　まだ逃げられる。

			　あいつが魔力を溜めている間なら、まだ――。

			「――あの一撃だけは、防いでみせる。だから急いでくれ、エルフィスザーク」

			　だが俺は、そう口にしていた。

			　……ああ、そうだ。

			　ここで見捨てて逃げるのは、違うだろう。利用するのはいい。だが騙して、裏切るのは違う。それをすれば、俺はあいつらと同じクズになる。

			「――ああ！」

			　力強く頷くエルフィスザークを見て、俺は覚悟を決めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『小こ賢ざかしい真似をしてくれたが、それももう終わりだ。引導を渡してくれる！』

			　土魔将が吼ほえる。

			　口元に集中する魔力量からして、あれが放たれたらどうすることもできない。そして今の俺には、あれを防ぐ手立てはない。

			　――そう、今の俺には。

			　取り出したのは、虹色に光る迷宮核。内包するのは、迷宮を機動させるだけの魔力。

			　手の中の迷宮核――それを握り潰した。

			「く――ッ……!!」

			　吹き出した魔力の奔ほん流りゆうが、右腕の証へと流れ込む。その苛烈さに、体内が軋きしむ。吹きすさぶ嵐のような魔力に、視界にノイズが走った。

			「――ぁ」

			　そして、分かってしまった。

			　足りない――と。

			　迷宮核に内包されている程度の魔力では、証を機動させるに至らない。

			『そして、魔王様にお伝しよう。貴様など取るに足らぬ、矮わい小しような存在であるとな!!』

			　魔力を溜め終わった土魔将の哄こう笑しようが響く。術式が、完成してしまった。

			　もうどうにもならない。

			「……けるな」

			　この光景を前にしても、エルフィスザークは動じない。

			　疑うことも、不安がることもなく、ただ俺を信じて魔力を溜めてくれている。

			『――〝崩杭コラプス・ステイク〟』

			　生み出されたのは、巨大な杭だった。

			　土魔将の巨体に匹敵するほどの大きさを持つ杭が、弾丸のように発射される。

			　あんなものが直撃したら、ひと溜まりもない。

			「ふざ、けるな……！」

			　この期に及んで、『勇者の証』は起動しようとしない。

			　働かない力に、何よりもそれがなければ何もできない自分に、酷く苛立つ。

			　ポーチから、一度に使用できる最大限の魔石を取り出す。血が滲むほどに握り締め、内包する魔力を解放した。限界まで魔石を使っても、あの杭を防げるだけの魔術は使えない。

			「っ……く」

			　無理な魔術の行使に、魔力が霧散しそうになる。

			　圧倒的な魔力不足。

			「俺には、やらなきゃならないことがあるんだ……！」

			　こんなところで、死んでたまるか。

			　勇者の証を塞いでいる何か――それを強引に突き破り、魔力を引き出す。

			　ある物をすべて、無理矢理にでも使い尽くす。

			「邪魔を、するんじゃねえ……ッ！」

			　轟ごう音おんを響かせ、崩壊の杭が迫る。握り締めた魔石が手のひらに刺さり、血が滴っている。

			　右腕が焼けるように熱い。

			「お、おおおおおおッ!!」

			　足りるはずのない魔力。

			　それが、体の奥から燃えたぎるように溢れだし、右腕へと集まっていく。

			　焼き切れそうな腕を突き出し、叫ぶ。

			　かつての自分が使っていた、最強の防御魔術を。

			　

			「〝魔毀封殺イル・アタラクシア〟――――!!」

			　

			　

			　正面に展開したのは、杭に匹敵する大きさの盾だった。放たれた杭が盾と激突し、衝撃を散らしながら動きを止める。

			『何だと……!?』

			　――魔毀封殺イル・アタラクシア。

			　けして毀こわれることのない盾を――そう思い、俺が創りだした防御魔術。物理的な攻撃だけでなく、ぶつかった魔術を消滅させ、文字通り封殺する光の盾だ。

			　崩壊の杭と拮抗する無む毀この盾。不完全な状態で発動したそれが揺らぎ、軋きしむ。

			　だが、負けられない……！

			「く――あァあああああああ……!!」

			　絶叫し、地面を踏みしめる。

			　そして、握り締めた魔石が砕けると同時――、

			『……馬鹿な』

			　杭と盾が、同時に砕け散った。土魔将の動揺した声が、部屋に響く。

			　……防ぎきった。

			　あとわずかでも魔力が足りなければ、俺の盾は負けていた。

			　強引な魔力の行使の影響か、全身を倦けん怠たい感かんが襲っている。

			　右手の証が、焼けるように熱い。

			『ならば……！』

			「くッ」

			　土魔将が口を開き、岩の砲弾を放とうとする。もう、あの盾は使えない。

			　一か八か、宝剣で軌道を逸らせないかと構えた時だ。

			「――よくやってくれた、伊織」

			　凛と響き渡ったその声に、土魔将が固まった。

			　その声の主は瞳を真紅に染め、吹き荒れるような魔力を身に纏まとっている。

			『ッ……エルフィスザーク！』

			　不利を悟ったのか、土魔将が岩石砲の発動を取りやめた。

			　最初に現れた時と同じように、ズブズブとその巨体が地面に沈み始める。

			「――させん！」

			　それよりも先に、エルフィスザークが動いた。

			　真紅の瞳を見開く。

			『馬鹿な……。日ひ和よった敗北者などに、この我が――』

			「――〝魔眼・灰かい燼じん爆ばく〟――!!」

			　絶叫する土魔将へ、紅ぐ蓮れんの閃せん光こうが走る。

			　それは地面へ沈みかけた土魔将を捉え、目が眩むほどの爆発を巻き起こした。先ほどと同等の、岩の装甲ごと消し飛ばす嵐のような一撃。

			『が……ァ』

			　爆煙が晴れ、魔眼を喰らった土魔将の姿が顕になる。全身が焼け焦げ、爆発によって片腕が消し飛んでいた。

			　確実な致命傷だ。

			　だが――、

			『我は……まだ負けて……おらん！』

			「……貴様、まだ！」

			　あれだけの攻撃を喰らってなお、土魔将は倒れない。

			　魔力はほぼ尽きかけているというのに、強引に治癒魔術を発動させ、傷を癒やそうとしていた。バキバキと、最初とは比べ物にならないほどの緩かん慢まんな速度で傷が治っていく。

			「く……今ので私もほぼ魔力切れだ。もう灰燼爆は使えん……！」

			　魔眼を二度も使ったエルフィスザークは、額を押さえて顔をしかめている。

			　土魔将が再び動き出せば、もう俺達にはためす術がない。

			　……ここまできて負けてたまるか。

			「エルフィスザーク！　残った魔力を、この剣に注げるか？」

			「どうするつもりだ？」

			「これで、あいつに止めを刺す」

			「……分かった。残りの魔力は、お前に託すぞ！」

			　手渡した宝剣に、エルフィスザークの魔力が注がれていく。

			「すまん……これが限界だ」

			　エルフィスザークの魔力が込められた宝剣は、どす黒く、禍まが々まがしい色に染まっていた。恐ろしいほどの魔力だ。

			「……いや、十分だ！」

			　地面を蹴り、俺は土魔将へと走り出す。

			『オオオオオ!!』

			　苦悶の叫びを漏らしながら、接近してくる俺へ、土魔将が腕を振り下ろしてきた。苦し紛れのそれは狙いが甘く、すぐ横へと叩き付けられる。

			「ッ、おおおお!!」

			　その腕に、飛び乗る。

			　ゴツゴツとした岩に覆われた腕の上を、全速力で駆け上がった。

			「これで、終わらせてやる」

			『グ――オオォ!!』

			　黒く染まった宝剣を、装甲が剥がれ、むき出しになった頭部へと振り下ろす。刃が土魔将の肉を斬り裂いた。

			『無駄……だァ!!』

			「ッ！」

			　それでもなお、土魔将に止めを刺すには至らない。土魔将が頭を揺らし、俺は空中へと放り出されてしまった。

			　宝剣は、頭部へと突き刺さったままだ。

			『死ねェェ、ニンゲェェェン!!』

			　宙を舞う俺を狙って、土魔将が腕を振り上げる。今の俺に、それを躱かわすことはできない。

			　だが。

			　その直前、土魔将に突き刺さった宝剣が光を放った。

			『何だ、これは……!?』

			　土魔将と戦うにあたって、事前に思いついた策の一つ。

			　岩窟龍の弱点の一つは――岩の覆われていない体内。ならば、その体内でとっておきの攻撃を発動させればいい。

			『まさか……貴様、貴様ァァ!!』

			「――終わりだ、土魔将」

			　この宝剣は、内部に魔力を内包する魔力付与品。魔石と同じように、内部の魔力を暴走させれば、爆弾にすることができる。

			　宝剣のみでも十分な魔力量だが、そこにエルフィスザークの魔力が加われば――。

			　

			「壊魔ブレイク・マジツク――ッ!!」

			　

			　

			　禍まが々まがしい光が炸裂した。暴走した魔力の業火が、土魔将の体内へと流れこむ。

			『――――ッ!!』

			　つんざくような断末魔。

			　直後、土魔将の頭部が爆裂し、魔力の炎が咲き誇る。天井に突き刺さるように、爆煙が立ち込めた。

			『――――』

			　グラリと、頭部を失った巨体が傾ぐ。小山のような体が沈み、迷宮が揺れる。

			　それっきり、土魔将が動くことはなかった。

			　今度こそ完全に、奈落迷宮の主は絶命した。

			「……伊織！」

			　地面に落下する直前、またしても、エルフィスザークによって抱き止められる。

			　これじゃあ、また立場が逆だな。

			　強引に魔術を使った影響か。電池が切れるように、体から力が抜けた。

			　エルフィスザークの腕の中で、意識が遠のいていく。

			「――やはり、お前は」

			　そんな呟きを、最後に聞いたような気がした。

		

	
		
			第十話　『正体見抜く慧けい眼がん』

			　

			　深い海の中に沈んでいるような感覚。

			　それを認識した瞬間、意識が上へと引き上げられていく。やがて、ゆっくりと目を覚ました。

			「……痛っ」

			　体のあちこちが痛み、風邪でもひいているかのように怠だるい。久しく感じたことのない筋肉痛と、魔力欠乏の症状だ。

			「ここは……」

			　見上げれば、ゴツゴツとした岩の天井が目に入った。薄暗い迷宮の風景だ。

			　どうやら俺は、迷宮で寝転がっているらしい。

			　……ああ、そうか。

			　土魔将との戦いに勝利した後、魔力切れで意識を失ったのか。

			　それにしても、床で寝ているにしては頭部がやけに柔らかい。

			　柔らかく、弾力があり、そして温かい。

			「……何だ？」

			　ゆっくりと顔を上げると、俺を覗き込んでいるエルフィスザークの顔が目の前にあった。

			「ようやく起きたか」

			「うお……!?」

			　どうやら俺は、こいつの膝の上で眠りこけていたらしい。

			　そうか……俺はこいつの前で無防備な姿を晒していたのか。

			　そう考えるとゾッとする。

			「……そんなに驚かなくても良いだろう」

			「……いや、膝枕されてるとは思ってなくてな」

			「まさか、放り出していくわけにもいかないだろう？」

			「そうだが……。いや、ありがとう。助かった」

			　転移陣への道を塞ぐ障害物はもうないというのに、エルフィスザークは俺を見捨てて行かなかった。そのことに素直に礼を言い、彼女の膝から素早く距離を取る。

			「うむ。私に膝枕されたことを語り継いで自慢してもいいぞ」

			　エルフィスザークは、相変わらずだった。

			　その言葉を軽く流し、俺は体の調子を確かめる。体は重いが、動けないほどではない。魔力も、寝ている間に、多少は回復したらしい。

			　エルフィスザークに何かされた気配もない。

			「…………」

			　相変わらず、勇者の証のほとんどの機能は失われたままだ。だが、迷宮核を吸収したのはまったくの無駄というわけではない。多少の魔力は引き出せるようになっている。

			　これなら、魔石を使わずとも下級の魔術は行使できるだろう。

			「何はともあれ、あの龍を倒せて良かった。私一人では、奴に止めは刺せなかっただろう」

			　ありがとう、とエルフィスザークが礼を言う。

			「……いや、助けられたのは、俺の方だ」

			　本当は、俺にそんなふうに礼を言われる権利はない。なぜなら俺は、あの時一度、エルフィスザークを裏切ろうとしたのだから。

			「土魔将の魔術を防いだ盾、あれには私も驚いたぞ」

			　そんなコチラの内心を知ってか知らずか、エルフィスザークは愉快げにしている。

			〝魔毀封殺イル・アタラクシア〟。

			　振り返っても、どうしてあの魔術が使えたのかは分からない。もう一度出せと言われても使えないだろうな。

			　いったい、あれは何だったのだろう。

			「そうだ。それで思ったのだがな」

			　軽い口調で、エルフィスザークは言葉を続けた。そして飛び出した言葉に、俺は凍ることになる。

			　

			「――お前、アマツだろう？」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「お前……ッ」

			　不意に投げかけられた彼女の言葉に硬直する。

			　アマツ、と言ったのか。

			　俺が？

			「やはりか」

			　……しまった。

			　こちらの反応に目を細めるエルフィスザークを見て、失敗に気付く。もう、言い逃れはできないだろう。

			「く……！」

			　座ったままのエルフィスザークから距離を取る。

			　魔族からすれば、〝英雄アマツ〟は俺達の言う〝魔王〟と同じような存在だ。正体がバレれば、タダではすまないだろう。

			「おぉ……。びっくりした……。いきなり何だ、お前」

			　と、思ったのだが。

			　エルフィスザークは動かず、飛び退いた俺に目を丸くしていた。

			「私が攻撃してくるとでも思ったのか？」

			「……当たり前だ。逆に、どうして攻撃してこないんだ？」

			「……それはな」

			　俺の問いに、エルフィスザークは神妙な表情で答えた。

			「まず攻撃しようにも、お前を膝枕していたせいで、足が痺しびれて立てないんだ」

			「…………」

			　飛び退いた自分が馬鹿に思えてくる。

			「それに、今の私にはお前と戦う理由がない。昔ならともかく、今は魔王軍から抜けているからな」

			「…………」

			　本当に、彼女に敵意はなさそうだ。

			　冷静に考えれば、敵意があるのなら、気絶している間に殺されていたはずだ。膝枕など、絶対にしないだろう。

			「……いつから気付いていたんだ？」

			「土魔将の一撃を防いだ時だな。お前の魔力は、アマツのものと同質だった」

			　私ほどになると魔力で分かるんだ、とエルフィスザークは得意気に語る。

			「ずいぶんと容姿が変わっていたから、気付かなかったぞ。まったく、お前と私の仲なのだから、会った時に声をかけてくれればいいのに」

			　殺し合った相手に、お前と私の仲とかあるか。

			「だが、懐かしいなアマツ。最後に会ったのは三十年前か」

			　お前に付けられた傷がまだ残っているぞ、とエルフィスザークは楽しげに言ってくる。

			　こちらがアマツと気付いているというのに、ずいぶん親しげだ。

			「まさか、あの状況から生き延びていたとはな。驚いたぞ」

			「……まあな」

			　気付いたら生き延びていた、という方が正しいが。

			「私も人のことは言えんが、アマツもずいぶんと弱体化しているみたいだな。昔のお前なら、あの龍如き、あっさりと倒せていただろう？」

			「……ちょっとした事情で、力が使えなくなったんだ。この迷宮には魔力を取り戻しに来たんだよ」

			「ああ、なるほどな。迷宮核を使っていたのは、そういうわけか」

			「結局、足りなかったけどな」

			　迷宮核が一個では足りないというのは、相当に面倒だ。いったい、どれほどの魔力が必要になるのやら。

			「あれからかなり時間が経っているが、まだ勇者として戦っているのか？」

			「……いや」

			　勇者の証は相変わらず、腕にある。だけどもう、俺は勇者じゃない。

			「エルフィスザーク。できれば、アマツじゃなくて伊織と呼んでくれ。その名前は、もう捨てたんだ」

			〝英雄アマツ〟はもう死んだ。

			　世界を平和にしたいなどという甘い理想は、もう俺にはないのだから。

			「……そうか。ならば今まで通り、伊織と呼ぼう」

			　こちらの態度で、あまり昔の話はして欲しくないと察したのか。エルフィスザークは、過去についてグイグイと踏み込んでくることはしなかった。

			　ああ、そうか。こいつは、俺が仲間に裏切られたところを見ていたんだったな。

			　何はともあれ、敵意がないのならそれでいい。

			「なあ、伊織。お前はこの後どうするんだ？」

			　座り込んだまま、エルフィスザークが尋ねてくる。

			「……この後、か」

			　今回の目的は迷宮核だった。手に入れることには成功したが、結局魔力は戻っていない。あの感覚からして、迷宮核を取り込むのは、方法としては正解だった。

			　問題なのは、必要な魔力の量。完全に力を取り戻すには、おそらくはもう二、三個の迷宮核が必要となるだろう。

			　俺の目的は、裏切った連中への復ふく讐しゆうだ。

			　ひとまず、リューザスの言葉の真偽を確かめる必要がある。

			　そのための魔力付与品を宝物庫から盗んできたのだが、あの場でリューザスに使えなかったのは惜しかったな。

			「……他の国へ行って、ここと同じように迷宮に挑むかな」

			　復ふく讐しゆうのことは伏せ、彼女にはそう説明する。今回の土魔将バルギルドは、前回の土魔将よりも遥かに厄介な相手だった。

			　次の迷宮へ挑む時は、装備を揃える以外にも、何か策を練る必要があるな。

			「ほほう」

			「……何だよ」

			　俺の言葉を聞いて、エルフィスザークがニヤリと笑みを浮かべた。

			　何か、嫌な予感がする。

			「奇遇だな、伊織よ。実は私も、迷宮に用があるのだ」

			「そうか、良かったな。じゃあ、俺はあの土魔将から鱗うろことか剥ぎ取るから」

			「待つが良い」

			　逃げようとした俺の腕が、がっしりと掴まれる。

			　くそ、なんて馬鹿力だ。びくとも動かない。

			「伊織よ。先ほどの戦いの活躍を評価して、一日三食、食事を作ることで、私に同行することを許可しよう」

			「断る」

			「え!?」

			　予想もしていなかった、とでも言いたげな顔でエルフィスザークは驚きの声を上げる。いや、共闘はしたが、迷宮の外まで付いて来られるのはさすがに面倒だ。

			「じゃ、じゃあ一日二食と、爪を磨くことで同行を」

			「結構だ」

			「ならば、一日一食と爪を」

			「いらん」

			　相当しつこいな、こいつ……。

			　ありえない、とエルフィスザークはわなわなと体を震わせて叫ぶ。

			「私が良いって言ってるんだぞ!?」

			「何様だよ」

			「魔王様だ、元！」

			　何言ってんだ、こいつ。

			　戦ってる時はあんなに威圧感があるのに、普段はどうしてこんなに残念なんだろう。共闘には感謝しているが、そこまで付き合っていられない。

			　駄々をこねるエルフィスザークを引き剥がし、俺は土魔将の骸むくろへ向かう。

			「あっ、こら伊織！」

			　大型の魔物からは、いい素材が手に入る。そのままでも高く売れるし、加工すれば頑丈な武器や鎧よろいを作ることもできる。これほど巨大な龍なのだから、さぞかし良い素材が手に入るだろう。

			　深い傷があるから、根本の肉から切り落とせば、剥ぎ取ることが可能だ。鱗うろこや牙など、良い武器になりそうな部位は根こそぎもらっていく。

			　中でも、魔物の心臓部と言える『魔結晶』はとびきりのが手に入った。これらを使えば、あの宝剣を越える武器を作ることも可能だろう。

			　魔結晶を手に取り、ポーチへしまおうとした時だった。

			「しゅばっ！」

			　自分で効果音を口にしながら、エルフィスザークが魔結晶を奪い取ってきた。そのまま壁の方まで走って行ったかと思うと、驚異的な跳躍力で飛び上がる。

			　俺の届かない高さで腕を壁に突き刺すと、壁にぶら下がった。

			「ふふん、土魔将を名乗るだけあって、かなり良い魔結晶のようだな！　伊織よ！　これを返して欲しかったら、私とともに来い！」

			「……うるさい、返せ！」

			「嫌だ！」

			「ああもう。お前、子供か！」

			　何なんだ、いったい！

			「私はな、どうしても迷宮の奥へ行く必要があるんだ！　お前も迷宮に用があるのだろう!?　なら同行してもいいだろう!?」

			　子供が駄々をこねるようにして、壁にぶら下がったままジタバタと手足を振り回す。この様子からして、言うことを聞かなければ魔結晶を返してくれそうにない。絶対に必要というわけではないが、弱体化している現状では、できれば装備は最高の物を身に付けておきたい。

			　あれを持って行かれるのはさすがに惜しい。

			「……分かったよ。とりあえず、話は聞く」

			「本当か!?」

			「ああ」

			　話は、な。話を聞いて、適当に言いくるめよう。

			　魔結晶さえ返してもらえば、もう用はないからな。

			「だから、とりあえず降りてきてくれ」

			「うむ、分かった」

			　エルフィスザークは、コクリと頷いた。

			「…………」

			「…………」

			「…………」

			「…………」

			「いや、さっさと降りてこいよ」

			　なに壁にぶら下がったまま、こっちを見てるんだよ。

			「伊織。一つ、お前に言わなければならないことがある」

			「……なんだ」

			「うむ、実はな、降りられなくなった」

			　真顔で、エルフィスザークは言った。

			「……降ろして、伊織」

			　俺は頭を抱えて、大きく溜息を吐いた。
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			第十一話　『少女は語る』

			　

			「――実はな、今の私は頭だけなのだ」

			　やっとこさ壁から地面に降ろすと、エルフィスザークはそんなわけの分からないことを言い出した。

			　俺を連れて行きたがる理由を聞いているのに、こいつは何を言っているのだろう。

			「……それは、頭だけで、中身が入ってないってことか？」

			「全然違う！　……というかその言い方、ちょっと私を馬鹿にしてないか？」

			「…………」

			　エルフィスザークは、憤ふん慨がいした様子で説明を始めた。

			　要約するとこうだ。

			　今のエルフィスザークは、体と魔力を五つに分割されている。ここにあるのは頭部だけで、残りの部位は他の迷宮に封印されているという。彼女が弱体化しているのは、それが原因らしい。

			「分割って、体はちゃんとあるじゃないか」

			「これは魔力で作り出した分身体だ。本物の体ではない。分身体を消せば、私は生首だけになるぞ」

			「それは、結構ショッキングな絵面だな……」

			　エルフィスザークの頭は、この奈落迷宮に封印されていた。ちょうど今日、自力でその封印を解いて、頭部だけで逃げ出そうとしたらしい。そこを土魔将に追いかけられていた、ということか。

			「私は封印された体を取り戻すためにも、迷宮に行かなくてはならないのだ」

			「封印って、いったいどうしてそんなことになってるんだ」

			　俺が殺された後に、リューザス達に封印でもされたのか？

			　……いや、それならわざわざ五将迷宮に封印するとは考えられない。

			　俺の問いに、エルフィスザークは考えるような表情をし、やがて口を開いた。

			「オルテギア・ヴァン・ザーレフェルド。私を封印したのは、現魔王だ」

			　魔王オルテギア。

			　かつて俺が戦い、あと一歩まで追い詰めた最大の敵。魔王軍を率い、人間を滅ぼそうとしている存在だ。

			「……どうして、お前がオルテギアに封印されるんだ。お前も魔王軍だったんじゃないのか？」

			「言っただろう。私は魔王軍を抜けた、とな」

			「だとしても、どうしてお前が、魔王に直接封印されなきゃいけないんだ」

			　俺の問いに、エルフィスザークは自嘲するように薄く笑った。

			「なあ、伊織。私の名前を覚えているか？」

			「……？　ああ」

			　エルフィスザーク・ギルデガルド。

			　それが、こいつの名前だったはずだ。

			「――エルフィスザーク・ヴァン・ギルデガルド。私はな、かつてこう名乗っていたんだ」

			　それがどうした、と言いかけて、俺は思い出す。

			　――オルテギア・ヴァン・ザーレフェルド。

			　魔王の名前にも、〝ヴァン〟という文字が含まれていたことに。

			「お前、まさか」

			「ああ」

			　遠い日を見るような、そんな目でエルフィスザークは言った。

			「――私はな、元魔王なんだよ」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　以前、聞いたことがある。

			　魔王という称号は、魔族の中で最も強い者に与えられる称号だと。

			　最強の魔族になると、魔王になった証明として赤色の紋章が浮かび上がる。それを〝魔王紋〟というらしい。

			　オルテギアの体に赤い紋章があったのを、俺は見ている。

			「私のこれは、その残骸だ」

			　自嘲するように告げるエルフィスザーク。

			　その体には、色を失った〝黒い紋章〟が刻まれていた。魔王の座から降ろされた時、赤から黒へと変色したらしい。

			「私が魔王の座に就いていたのは、ほんの数年だけだった。異界から現れた人間の勇者――アマツの名が世界に広がるよりも、前の話だ」

			　俺がこの世界に来た時には、すでにオルテギアが魔王だった。

			「自分で言うのも何だが、私は穏健派の魔族だった。魔王になった日から、人間との戦争をできる限り抑えようとしたんだ」

			　それが気に食わなかったのだろうな、とエルフィスザークは呟いた。

			「オルテギアを始めとした戦争を望む魔族が、私に反旗を翻ひるがえしたのだ。その時に、私はオルテギアに敗れ、魔王の座から引きずり降ろされた」

			「それで……オルテギアが魔王になったってことか」

			　魔王軍からの攻撃が激化したのは、俺が召喚されるほんの少し前からだ。それまでは小競り合い程度の戦いはあれど、そこまで本格的な戦いはなかったという。

			　今のような戦争になったのは、魔王がエルフィスザークからオルテギアに替わったのが原因なのだろう。

			「そうして、あいつは私の部下を人質に取り、私に人間と戦うことを強要したのだ」

			　吐き捨てるような、苦々しい声。

			　穏健派だった元魔王を戦わせるとは、皮肉がきいている。

			　ああ、そうか。だから、こいつは〝四天王〟ではなかったのか。反逆の恐れがある奴に、地位は与えられないだろうからな。

			「私は数年の間、オルテギアの部下として奴に従った。仲間を救い、反撃する機会を待ちながらな」

			　しかし、その機会は来なかった。異世界から召喚されたという、英雄アマツが現れたのだ。

			「アマツを殺せば人質を解放してやる――オルテギアはそう言ったんだ」

			　その結果は、俺も知っている。エルフィスザークは敗れ、俺を殺すことができなかった。

			「その後は、どうなったんだ？」

			「人間の女と、鬼族の男。ルシフィナと、ディオニスといったか。あの二人は、もともと仲間だったな」

			「……ああ」

			　酷く不快そうな表情で、エルフィスザークは言った。

			「……あらかじめ手引きされていたのだろうな。あの二人は、お前を殺した後、魔王軍に寝返ったよ。魔術師の男を瀕ひん死しにまで追い込んで、ゲラゲラと笑っていたよ」

			「……ッ」

			　……どうやら、リューザスの話は本当だったらしい。

			「その後、私はその二人にオルテギアの下へ引きずられていった。満まん身しん創そう痍いだった私を見て、奴はこう言ったよ。『貴様はもう用済みだ』と」

			　いつしか、エルフィスザークの声は震えていた。拳を握り締め、血を吐くような表情で言葉を続ける。

			「最初から人質を解放する気などなかったのだろうな……！　オルテギアは、私が人間と戦うのを見て、笑っていたのだ!!　その挙句に、人質を……仲間を！　あの男達は私の目の前で殺した……ッ!!」

			「…………」

			「叫ぶ私を見て、鬼族の男と、ルシフィナとかいう女は、私の仲間を殺しながらッ、心底楽しそうに！　私のことを、嘲あざ笑わらっていたよ……ッ!!」

			　震え声は、徐々に大きくなっていく。

			　これまで、ふざけながらも飄ひよう々ひようとしていた彼女が初めて見せる、強い感情。どれほどの怒りなのかは、その激情を見れば分かった。

			「『お前もアマツと同じ、とんだ道化だった』とな!!」

			　世界が震えたかと錯覚するほどの殺気。

			「――――」

			　それを自分が放っていることに気付き、エルフィスザークは息を吐いた。

			「……エルフィスザーク」

			「……すまん。少し、感情的になりすぎた」

			「いや……」

			　感情を抑えるように、淡々と彼女は語る。

			「……その後、私の体をルシフィナという女が五つに切り分けた」

			　魔王クラスになると、そう簡単には死ななくなるらしい。殺されても、時間をかければ蘇ることができる。だから、エルフィスザークが蘇らないように、体と魔力を分割した。

			「そして、バラバラになった私を、オルテギアの命であの女が封印した」

			「……封印？　ルシフィナがか？」

			　あいつが封印魔術を使うところなど、見たことがない。

			　ルシフィナの魔術は、基本的に〝斬る〟ことに特化していた。封印や結界などといった魔術は、リューザスの領分だったはずだ。

			　……他の魔術を使えるのを、隠していたというわけか。

			「そうして私は、五将迷宮に封印された。それで、今に至るというわけだ」

			　頭の中で、情報が繋がった。

			　エルフィスザークがこの迷宮にいた理由。土魔将に狙われていたわけ。なぜ、力を失っていたのか。

			「だから……私は力を取り戻すために、迷宮に潜らなければならない」

			　俺は、エルフィスザークが迷宮に行かなくてはならないという言葉の意味も理解した。

			「…………」

			　エルフィスザークも、俺と同じように五将迷宮に用がある。皮肉なことに、その目的も『かつての力を取り戻すこと』と、一致していた。

			「……お前は、オルテギアに復ふく讐しゆうがしたいのか？」

			　無意識に、そんな問いが口から溢れていた。

			　エルフィスザークの境遇は少しだけ、俺に似ていた。仲間に裏切られて殺された俺と、仲間を殺され自分も封印されたエルフィスザーク。なら、彼女が向かう先にあるのは、

			「私は――」

			　エルフィスザークが、俺の問いに答えようとしたその時だ。

			　ゾワリと背筋に冷たいものが走った。何者かに狙われている、そんな感覚。

			　反射的に、身を反らすと同時。

			「ッ――！」

			　それまで自分の立っていた場所へ、飛来してきた雷が突き刺さった。

			　同時に感じる、複数の人間の気配。ゾロゾロと、俺達のいる部屋の中へ人が雪崩なだれ込んでくる。

			　鎧よろいを身に付けた、ガタイの良い男達。黒いローブを身に付けた、杖を持つ男達。どちらの胸にも、見覚えのある国の紋章が刻まれている。

			　王国騎士団と、王国魔術師達。

			「……王国の人間か」

			　いつの間にか、エルフィスザークは隣に立っていた。その目は紅い光を灯している。

			　警戒する俺達を前にして、騎士と魔術師をかき分けて、一人の男が姿を現した。

			　……黒いローブを揺らしながら、心底愉快そうな表情で。

			「く、はははッ！　追ってきて正解だったなァ！」

			　その耳障りな声が誰のものか、すぐに分かった。

			「よぉ、元気そうで何よりだ。なぁ？　ア・マ・ツ・キ、伊織くぅん？」

			　そう言って、リューザスが獰どう猛もうに笑った。

		

	
		
			第十二話　『鎧がい袖しゆう一いつ触しよく』

			　

			　迷宮の入り口から入ってきたのは、リューザスが率いる王国の部隊だった。

			　……面倒な奴が来た。

			　土魔将との戦いが終わってから、それなりに時間が経過している。俺が意識を失っている間に、迷宮の中に入ってきたのだろう。

			「……てっきり、牢屋にでもぶち込まれてると思ったんだけどな」

			「あァ、そうなりかけたさ。潔白を証明するのが大変だったぜ」

			　騎士と魔術師の混成部隊を率いていることから、ひとまず処分は免れたのだろう。

			　騎士が十五人、魔術師が十人。リューザスも含め、二十六人の敵が並んでいる。

			「この魔力。そこの女……魔族か！」

			「チッ、汚らわしい」

			　後ろに控えていた騎士達が、エルフィスザークに汚物を見るような視線を送る。

			「……ふむ」

			　エルフィスザークは軽く呟いただけで、大した反応は見せない。今度は俺が巻き込んでしまったかたちになるが、今はまだ何かするつもりはないらしい。

			「アマツキ君よォ。そっちの魔族はいったい何だ？　まさかとは思うがお前……魔族側に寝返ろうとしてんじゃねえだろうな？」

			「こいつは関係ない」

			　そう返すが、後ろに控えていた騎士達の耳には入らなかったらしい。

			「国宝を盗み、あまつさえ魔族と一緒にいるなど、いったい何を考えている!?」

			「勇者という立場でありながら、魔族を見逃しているのはどういうことだ！　今すぐその魔族を殺せ！」

			「ふざけるのも大概にしろッ」

			　唾を散らしながら、騎士達がこちらに怒鳴ってくる。勇者と魔族という組み合わせが、よほど許せないらしい。

			　そんな騎士達を静止し、リューザスが再び口を開いた。

			「まァ、いいさ。とりあえず、本題だ。天月伊織――国宝と魔石を返還し、王国へ戻れ。勇者として王国に尽くすと言うのなら、お前の犯した罪は赦ゆるそう」

			　俺が腕に嵌はめている『防魔の腕輪』と『強魔の指輪』を指差しながら、リューザスが滔とう々とうと言った。

			「――ってのが、国王陛下のお言葉だが……素直に王国に戻るつもりはあるか？」

			「……あるとでも思っているのか？」

			　どんな条件を付けられたとしても、王国に帰る気はない。

			　それはリューザスも織り込み済みのようで、

			「いいやァ？　ただの確認だよ。陛下は抵抗するなら殺してもよいとも言ってたからなァ。俺的には、そっちの方が都合がいい」

			　と嫌らしく笑った。

			　後ろに控えている連中が、それぞれ武器を構える。

			「けどよォ……どうやって土魔将を倒したかは知らねぇが、ずいぶん消耗してんなァ？　そんなザマで、俺達に勝てるとでも思ってんのか？」

			　後ろの連中はともかく、確かに消耗した状態ではリューザスには勝てない。そもそもローブを着ている時点で、俺はあいつを殺せないのだ。

			「当然、そっちの魔族も生きては帰さねえ。生け捕りにして拷ごう問もん、最後には処刑して晒し首ってところか？」

			「お言葉ですが、リューザス殿。あのような汚物が王国に踏み込むなど、とても耐えられません」

			「拷ごう問もんをするならこの迷宮で行い、この場で殺すのがよいかと」

			　リューザスの言葉に、騎士達が反応する。

			　どの道、エルフィスザークも殺すつもりのようだ。

			　その時、リューザスがぽんと手を打った。

			「ああ、そうだ。じゃあ、そこの勇者に最後のチャンスをやるよ。てめェの手で魔族を殺せ。それから俺達に降伏するんだったら、殺さないでおいてやるよ。優しいだろ、なァ？」

			「さすがリューザス殿、いい考えです」

			「魔族はもちろん、それに与するような愚かな勇者ならば生かしておく価値もないですからな」

			　リューザスの提案に、その場にいた連中が良い思いつきだと頷いた。

			「勇者、天月伊織。わずかにでも勇者としての矜きよう持じが残っているのなら、今すぐにそこの魔族を斬り殺せ！」

			　俺の手で殺せと、連中は囃はやし立てる。

			　リューザスは、ニヤニヤと笑いながら俺のことを見ている。

			　チラリとエルフィスザークへ視線を向けるが、その表情から感情は読み取れない。何を言うでもなく、ただ目を瞑つぶって黙っている。

			　俺の手でエルフィスザークを殺せ、か。

			「……くだらない」

			　俺が殺したいのはお前であって、この女を殺す意味などない。

			「はッ！　魔族も殺せねえとは、勇者アマツキ様はずいぶんと甘いこったなァ？」

			　動こうとしない俺へ向かって、リューザスが挑発的な言葉を投げてくる。こいつも最初から、俺が従うなどとは思っていないのだろう。ただ単に、俺が怒りで思考を鈍らせるのを待っているのだ。

			「『妹を守りたい』と語ったら、ころりと態度を軟化させた、どこぞの英雄サマと同じくらい甘えなァ！」

			　安い挑発だ。怒りに任せて突っ込むような真似はしない。

			「傑作だよなァ！　妹ォ？　そんなのはいねェってのによォ！」

			　……たださすがに、耳障りだ。

			「まったく、勇者っていう人種は、どれだけお花畑な頭をして――」

			　そのふざけた口を止めてやろうと、ポーチへ手を伸ばした時だった。

			「――黙れ」

			　その瞬間、空気が凍り付いた。冷気と錯覚させるほどの殺気。

			　リューザスが息を呑み、背後の騎士達が小さく悲鳴を上げる。

			「即刻その口を閉じろ。貴様らの言葉は聞くに堪えん」

			　それまで傍観者に徹していたエルフィスザークが、一歩前へ踏み出した。

			「な……なんだ、てめェ……」

			「聞こえなかったのか。私は黙れと言ったのだ」

			「っ……！」

			　エルフィスザークが冷ややかな表情でリューザスを睨む。

			　凍えるような気迫に息を呑み、リューザスが後退った。

			「話の流れからして、なんとなく伊織の事情は分かった」

			「…………」

			「私は魔族に嘲あざ笑わらわれ、お前は人間に罵ののしられる。なぁ伊織、私達は似ているな」

			「……あぁ」

			　嫌になるくらいにな。

			　お互いに、くそったれな同族を持ったものだ。

			「てめェら、構えろ！」

			　エルフィスザークの殺気を受け、すでに相手は戦闘態勢に入っていた。俺とエルフィスザークの両名を標的にし、魔術を放つ準備を行っている。

			「手を出すな、とは言うまいな？　あれだけの侮ぶ辱じよくを受けて、見逃してやるほど私は寛容ではないぞ」

			「……ああ。だが、真ん中の男は殺すな。あれは俺の獲物だ」

			「ふ、了解した」

			　薄く笑い、エルフィスザークが頷いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「……臆すな！　敵は役立たずの勇者と、手負いの魔族の二名だけだ！　魔術をぶち込んでやれッ!!」

			　そうしているうちに、我に返った連中が一斉に攻撃を仕掛けてきた。複数の魔術が、一斉に飛来する。

			　初手で俺達を仕留められるよう、あらかじめ詠えい唱しようを行っていたのだろう。確実にこちらを殺しきる、それぞれが必殺の威力を持つ魔術。

			　リューザスが余裕ぶっていたのは、初手で俺を殺す自信があったからか。

			　向かって来る魔術を見て、臆した様子もなくエルフィスザークが言う。

			「後衛は私に任せろ。お前ならば、あの程度の連中に後れは取るまい？」

			「当然だ」

			　薄く笑い、直後、エルフィスザークの瞳が紅に染まる。

			「くはははッ！　吹き飛べ、カスどもがァ！」

			　魔術の命中を確信し、リューザスが嗤わらう。

			　飛来した魔術が俺達を撃ちぬく、まさに直前。

			　

			「――〝魔眼・重じゆう圧あつ潰かい〟――」

			　

			　魔力で創り出された重力によって、すべての魔術が地面に墜ちた。俺達に届くことなく、次々と魔術が潰れていく。

			「なっ!?」

			「魔眼だと!?」

			　リューザス達が動揺の表情を浮かべると同時に、連中の足元へ複数の魔石を投とう擲てきする。

			　魔眼に意識を奪われていた者達の反応が遅れた。

			「ひっ」

			「し、しまっ」

			　壊魔ブレイク・マジツクの爆発が、逃げ遅れた連中を容よう赦しやなく飲み込んだ。

			「ぎゃああああッ」

			「足が、足がぁあああ！」

			　もろに爆発を喰らった連中が絶叫をしている。魔術師の大半が吹き飛び、騎士の何人かが地面に転がっている。

			　全滅しなかったのは、リューザスが直前で防御魔術を発動したからだ。

			　だが、全盛期と比べて、反応速度がかなり落ちている。以前なら、あの程度の攻撃は発動すらさせなかったはずだ。

			「弱くなったな、リューザス」

			「な……この、クソがァ！」

			　激怒したリューザスが、魔術を放とうと手を突き出す。

			　その手から魔術が放たれるよりも前、冷静さを失った騎士の一人がこちらへ突っ込んできた。

			「ッ、待て！」

			「勇者、貴様ァァァ！」

			　好都合だ。

			　横へ跳び、騎士の動きを誘導する。激げつ昂こうした騎士は、自分が仲間の魔術の軌道上に入り、邪魔をしていることに気付かない。

			　さすがに仲間を巻き添えにはできず、リューザス達は魔術の行使を止めるしかない。

			「よくも仲間を……この下げ種すがァ！」

			「……お前らだけには、言われたくないな」

			　大振りで大雑把な一撃を躱かわして一閃。

			　ポーチから抜き取った予備の剣で、騎士の首を刈り取る。

			「あ、ぇ？」

			　呆けた表情の首が宙を舞う。

			「クソッ！」

			　騎士が死んだ瞬間、一斉に魔術が飛んでくる。首を失った騎士を蹴り飛ばして魔術の盾にすると同時、地を這うかのように姿勢を低くし、魔術を掻い潜って騎士の眼前へと肉薄する。

			「なっ!?」

			「……鈍いな」

			　魔術師を守るように立っている騎士達の足首へ向けて、剣を横に薙ないだ。

			「ひ、ひぎゃああああああッ」

			　足首から斬り落とされた騎士達が、絶叫とともに倒れていく。

			　仲間がやられ、その場にいた者達の注意が俺に集中する。

			　その好機を、エルフィスザークは逃さなかった。

			「――伊織！」

			　声を聞くや否や、俺は横へ大きく跳んでいた。刹せつ那な、エルフィスザークの双そう眸ぼうが紅の輝きを見せる。

			「馬鹿が、前だッ！」

			　それに対応できたのは、リューザスだけだった。

			「――〝魔眼・灰燼爆〟――」

			　魔眼が放たれると同時、自分と魔術師を守るように防壁を展開する。だが、対処できなかった騎士達は、悲鳴も上げられぬまま爆発に飲み込まれた。残るのは、灰かい燼じんと化した残骸だけだ。

			「そ、そんなッ!?」

			「ひ、ひぁああ」

			　騎士が全滅したのを見て、残った魔術師が恐慌状態に陥った。一瞬で死んでいった仲間に、完全に平静を失っている。

			「……ずいぶんと戦闘慣れしてない奴ばかりを、連れてきたんだな」

			　安全な戦いばかりしてきたのだろう。死を目の前にして、魔術師達は萎縮して、魔術を放つ手を止めてしまった。

			　――だから、俺の投げた魔石にも反応できない。

			「ちィ、役立たずどもがッ！」

			「へ、あッ!?」

			　呆けていた魔術師を蹴り飛ばし、リューザスは〝壊魔〟からの盾代わりにする。何が起こっているのか分からないという表情のまま、残りの魔術師達も吹き飛んだ。

			　残るは、リューザスのみ。

			「クソ、役立たずどもがッ！　どうしてこんな時に限って、ろくに戦える奴がいねえんだよ！　クソッ、クソがッ！」

			　最初に浮かべていた余裕はすでにない。動揺し、死んでいった部下達を口汚く罵ののしるだけだ。

			「……哀れだな」

			「ひっ!?」

			　いつの間にか、エルフィスザークが前に出てきていた。酷く冷めた目で、リューザスを見ている。

			　二対一。

			　数の優位が失われ、リューザスの表情が引き攣つった。

			「ま、待て！　来るんじゃねえ！　頼む、待ってくれ！」

			　分が悪いと判断したのか、両手を上げ、リューザスが降伏のポーズを取る。

			「わ、分かった！　もう攻撃しない！　もう追わないから、許してくれ!!」

			　頭を下げ、震え声で懇願するリューザス。

			　その言葉に、エルフィスザークが動きを止めた。

			　その瞬間。

			「なァァんて言うかよォ!!」

			　持ち上げた右腕に炎が灯り、それをエルフィスザークへと向ける。それを放とうと、リューザスの顔が笑みで歪むのと同時だった。

			「――あ？」

			　俺の剣が、リューザスの右腕を斬り飛ばしていた。

			　宙を舞い、腕が地面へと落下する。それをリューザスは呆けた表情で見ていた。

			「が、ぁ、あああああああああッ!?」

			　数秒の間を空け、リューザスが絶叫した。先っぽを斬り落とされた腕を押さえ、地面をのたうちまわっている。

			　ようやく、剣が通った。

			　騎士剣ではローブの防御を破れなかったが、宝物庫から盗んできたこの剣ならば切断が可能らしい。

			　王国でローブに騎士剣が通らなかった時は、酷く落胆したものだ。ようやく、あの時の借りを一つだけ、返すことができたな。

			「さっき、どうして攻撃を止めたんだ？」

			　もがき苦しむリューザスから視線を外し、エルフィスザークへ問いかけた。リューザスの命乞いに応じたのか？

			「こいつはお前の獲物なのだろう？　お前に譲るべきだと思ったんだ」

			「……ああ、そうか。それは助かったよ」

			　エルフィスザークが殺そうとしていたら、止めるつもりではいた。こいつを殺すのは俺なのだから。

			　それに、自爆するローブを着ているから、今殺すわけにはいかない。

			「アマツ……ッ！　よ、よくも……俺の、俺の腕をッ!!」

			「三十年前に俺の腕を落としておいて、よく言うな。右腕を失った気分はどうだ？」

			「ふざけ……やがってッ！　クソ、クソクソクソォォ！」

			　そう喚くリューザスの傷口が、自然に癒えていく。どうやら、体に何らかの魔術を仕込んでいるらしい。殺せば自爆するローブも健在だろう。

			「俺を、俺をこんな目に……許さねえ、許さねえェ……！」

			　そう呟くリューザスの視線が、不意にエルフィスザークへと向けられた。

			「そうか……テメェ、思い出したぞ！　あの時、魔王城で戦った魔族か……！」

			　そして、活路を見出したかのようにニヤリと笑みを浮かべた。

			「お前も覚えてんだろ!?　魔王城で、アマツのパーティと戦ったのをよォ！　そこにいる天月伊織はな、あの時テメェを打ち負かしたアマツなんだぜ!?」

			「――だから？」

			「……だ、だから、お前もアマツに恨みがあるだろ？　俺が手を貸してやる！　だから一緒にそこのアマツをぶっ殺そう！」

			　命乞いの次は勧誘。

			　尻もちを突いたまま、リューザスがエルフィスザークの方へ残った手を突き出す。その腕がエルフィスザークに触れようとした直後だった。

			　メキリと何かが軋きしむ音が響く。

			「ぎゃあああああああッ!?」

			　エルフィスザークに伸ばした腕が、魔眼の重力によって押し潰されていた。

			　骨が砕ける音と、リューザスの絶叫が響き渡る。

			「……伊織。私が言うのも何だが、仲間は選んだ方が良いぞ」

			「その通りすぎて返す言葉がないな」

			　交渉の余地がないと悟ったのだろう。

			　ひっ、と声を漏らして、両腕を失ったリューザスが後退る。

			「あ、あぁ……！　ふ、ふざけるなよ。テメェ、俺が誰だか分かってんのか!?　俺様はリューザス・ギルバーン！　王国最強の魔術師なんだぞ！」

			「知らんな」

			「は、はァ!?」

			「アマツは知っているし、ルシフィナとかいう剣士も、いけすかん鬼族も知っているが、お前みたいな奴は知らん。そもそも、興味もない」

			「そんな……」

			　絶望の表情を浮かべたリューザス。

			　もう黙れ、とエルフィスザークが足を上げた。

			「覚えときやがれ……！　テメェの顔は覚えた！　アマツともども、絶対にこの俺が、地獄にたぶッ」

			　エルフィスザークの蹴りが、リューザスの顔面に直撃する。奇声を発し、リューザスはそのまま意識を失った。

			　自爆するローブのせいで、今すぐ殺すわけにはいかない。それに、こいつから確かめなければならないことがある。

			　裏切り者の人数、真偽。それをこいつから、聞き取らなければならない。

			　そのための手段はある。

			　鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、と言っていいのか。これで、王国からの追手は全滅した。

		

	
		
			第十三話　『元勇者と元魔王』

			　

			　宮廷魔術師のローブ。それは王国から宮廷魔術師へ配られる、特製のローブだ。リューザスが羽織っているのは、それに大量の術式を刻み込んで改造した代物だ。

			「このローブは脱がせない方がいいな。強制的に剥がせば爆発するようになっている」

			　難しい表情で、リューザスのローブを見たエルフィスザークが言った。調べたところ、リューザスは全身に魔術を仕込んでいた。治癒魔術、防御魔術、反射魔術など、おびただしい数だ。

			　あまりの量に、エルフィスザークですら手が出せないらしい。

			「お前でも無理なのか？」

			「ああ。複雑に魔術が絡み合っていて、今の私では解除できん」

			「……まあいいさ。ローブが無くても、こいつを殺す方法ならいくらでも思い付く」

			　縛ったまま川に流して溺死させる。殺さない程度の傷を負わせ、失血でジワジワと殺す。遅効性の毒を飲ませてもいい。

			　手間はかかるが、魔石の〝壊魔ブレイク・マジツク〟を仕掛け、時間差で爆殺するという手もある。

			　だが、エルフィスザークは首を横に振った。

			「やめておいた方がいい。これを見てみろ」

			　エルフィスザークが、ローブをめくり、その裏を指差した。ローブの裏面には、ぎっしりと魔術式や魔法陣が刻み込まれている。

			「……？　確かに厄介な仕掛けが多いが、今の俺でも、これを突破する方法くらいは思い付くぞ」

			「違う。よく見ろ。大量の魔術式と魔法陣、これが集まって、一つの術式ができている」

			　魔眼を発動したエルフィスザークの言葉を聞き、ようやく気付いた。数十の術式が組み合わさり、一つの術式が構成されていることに。

			「なんだ……これは」

			　自爆の術式を見た時、その魔力量を見て俺は禍まが々まがしいと表現した。だが、これはそんなものじゃない。

			　鳥肌が立つほどの精密さ、そしてリューザスの魔力でも溜めるのに数年はかかるだろうという魔力量。長い間旅をしてきて、一度も見たことのない術式だ。

			「〝因いん果が返へん葬そう〟……因果を司る魔術だな。術者の『死の原因』を作り出した人間すべてに、同じ結果を与える術式だ。要するに、自分を殺したすべての者を道連れにする魔術だな」

			　リューザスがこんな魔術を覚えていた記憶などない。魔力の証を使えていた頃の俺ですら、この魔術は使いこなせなかったと断言できる。

			「これを防ごうと思ったら、相当な魔力耐性が必要になる。伊織はおろか、私ですらこんな物には耐えられん」

			　こんな魔術の存在は寡か聞ぶんにして知らない。

			　となれば、これは。

			　現代ではすでに使われておらず、存在自体が喪失してしまった魔術。

			「……〝喪失魔術ロストマジツク〟か」

			「ああ。こんな魔術を使えるのは……私の知っている限りでは、一時魔王軍に所属していた〝死神〟くらいだろうな」

			　聞いたことのない名前だ。

			　五大魔将を倒し、四天王を突破したというのに、〝死神〟などという奴には会ったことがない。

			「……リューザスはそいつからこれを教わったってのか？」

			「そこまでは分からん……単にこの男が自力で辿り着いたか、他に使える者がいたか。……だが、どちらにせよ厄介な魔術を使えることに変わりない」

			「……クソ」

			　生き汚い男だとは思っていたが、まさかここまでとは。自爆の魔術といい、喪失魔術といい、本当に面倒な男だ。

			「……まあ、いいさ」

			　殺すよりも先に、やりたかったことがある。

			　宝物庫から盗んできた、裏切りの真偽を確かめることができる魔力付与品マジツクアイテム。使いどころが難しく、現状、リューザスに使うのがベストだった道具だ。

			　タイミング的に、リューザス本人には使えなかったが。

			「……わざわざ迷宮まで来てくれて助かったよ。お陰で、これを使える」

			　ポーチから、金色のナイフを取り出した。

			「それは……『探りの金剣』か？」

			「ああ」

			　探りの金剣。

			　突き刺した対象の中にある、特定の記憶を探ることができる。だが一度使えば、効力を失ってしまう。それゆえに、かなり稀少な魔力付与品だ。

			　一度目の召喚では、魔族に使っている現場を見たことがある。

			「――探るのは、裏切り者の記憶」

			　こいつは俺を殺そうと、ルシフィナ達に持ちかけられたと言っていた。

			　協力体制にあった亜人達も、自分と同じように裏切ったと。

			　その真偽を、ここで確かめる。

			　探る記憶を指定し、斬り落とした腕の断面に探りの金剣を突き立てる。

			「ぎゃああああああああぁぁぁ!?」

			　傷口を抉えぐられ、リューザスが絶叫した。

			　それを無視して、刃を奥へ奥へと突き立てる。やがて、刃から柄へ指定した記憶が流れ込んできた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『あの馬鹿は、僕達を信じきっている。背後から腕を斬り落とすなんて、君ならわけないだろう？』

			『合図は私達が出します。リューザスさん、貴方はそれに従えばいい』

			『あァ、いいぜ。だが魔王殺しの名誉は俺が戴く』

			『ええ、約束しましょう』

			　流れ込んでくる記憶。

			　そこにはしっかりと、ルシフィナとディオニスの姿があった。

			『裏切られたと知った時、あの人がどんな情けない表情を見せてくれるか、楽しみですね』

			『アマツの間抜け面が浮かぶようだよ。でも、あそこまでコロっと騙されて信用してくれると、笑いを堪えるのが大変だよね』

			『疑うことを知らねえ、理想に酔ってる馬鹿だからなァ。ま、結局、騙される馬鹿が悪いんだよ』

			　誰にでも優しく接し、常に微笑を湛えていたルシフィナが、欲望に塗れた愉悦の笑みを浮かべている。

			　いつも飄ひよう々ひようと笑っていたディオニスが、悪意を剥き出しにして嗤わらっている。

			　上機嫌なリューザスの笑いが、静かな部屋に響く。

			　リューザスの記憶と同時に、当時の感情が流れ込んでくる。

			　悪意。

			　アマツをどう殺すか。裏切られたらどんな反応をするのか。あの間抜け面が絶望に歪んだ時、どれほど胸がすくだろう。

			　流れ込んできた感情は、純粋な悪意だった。

			　魔王殺しの名誉は俺だけのもので、アマツはそれを得るための道具でしかない。だからもう用済みだ。

			　そういった感情や思惑が、流れ込んでくる。

			「――――」

			　視界にノイズが走り、場面が切り替わった。

			　裏切りの記憶の中で、リューザスが聞いた言葉が脳に響く。反響する多くのその声は、聞き覚えのあるものばかりだった。

			『アマツを殺す？　そりゃいい。前から、あの野郎の存在は目障りだったんだ』

			『不意打ち、ですか。ふむふむ、私としては、魔王と勇者、邪魔者が同時に消えてくれれば言うことはありませんよ』

			『あの男の考えに賛同する者が出てくると、いろいろと面倒ですからね。ええ、異論はありませんわ。私わたくしもぜひ協力させてください』

			　旅の中で助けた者。協力すると言って、近づいてきた者。部族の長や、帝国の貴族など、様々な亜人がそこにいた。

			『私達を救ってくれた恩に報いるために、力を貸します』

			『貴方の理想を叶えるために、協力させて欲しい』

			　そう言って近付いてきた連中が、半笑いで語り合っている。そしてその場の全員が、ルシフィナが出した報酬に頷き、後詰めの軍の足止めを引き受けていた。

			『アマツを確実に殺すために、俺様に策がある』

			　俺を殺すための作戦を、皆で詰めていく。

			　誰一人としてそれに反対する者はおらず、嬉々として会議は進む。

			　大切な仲間達。

			　信頼していた、協力者達。

			　守りたいと思っていた、皆。

			　彼らが俺を裏切ろうとしている記憶が、脳に焼き付いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　指定した記憶を見終わり、意識が戻ってきた。

			　役目を終えた探りの金剣が、手の中で効力を失っていくのが分かった。

			「……そんなにも」

			　金が、名誉が、そんなにも欲しいのか。俺を殺してでも、欲しかったのかよ。

			　話で聞くのと、実際に見るのとでは違った。

			　馬鹿だと罵ののしる声が、前から邪魔だったと笑う声が、頭に焼き付いて離れない。

			「ク……クク。ははは、あははははははッ!!」

			　傑作だ。ああ、本当に。傑作すぎて、涙が出てくるよ。

			「ああ……、一人残らず、殺してやるよ」

			　いつの間にか頬を濡らしていた液体を拭い、笑う。

			「あああああああッ」

			　傷口にナイフを刺されたリューザスが絶叫している。耳障りだが、今だけは心地いい。

			「お前はまだ、殺さない」

			　リューザスの耳元で囁ささやく。

			「ただ殺しただけじゃ、復ふく讐しゆうにはならない」

			　俺を裏切ったことを心の底から後悔させる。裏切ったことが間違いだったのだと、いかなる手段を用いてでも認めさせてやる。地を這いつくばらせ、頭を垂れさせて、心の底から謝らせてやる。

			　――その上で、殺してやるよ。

			「俺が殺しに来るまで、なくなった右腕の痛みに苦しむといい」

			　魔石を取り出して、転がっているリューザスの右腕の方へ投とう擲てきする。

			　爆発し、いかなる治癒魔術でも再生不可能なほどに、その右腕は砕け散った。

			「あ……ぁあ」

			　絶望の表情を浮かべるリューザス。

			「殺して…や、る」

			「ああ。俺が、お前をな」

			　俺は突き刺したままのナイフで、傷口を深くに抉えぐる。声にならない絶叫を上げ、あまりの激痛にリューザスは泡を吹いて失神した。

			　忌いま々いましいことに、これだけ傷を抉えぐっても、ローブに付与された治癒魔術で傷口が塞がれていく。

			　それをいいことに、俺はリューザスの傷を何度も何度も抉えぐった。

			「あああああああああああああッ」

			　痛みに目を覚まし、絶叫し、そして痛みによって再びリューザスは気絶する。

			「ぎ、があ……ぁ」

			　抉えぐる。

			　何度も、何度も、何度も。

			「はは……」

			　魔石で炎を発生させ、リューザスの傷口を炙る。

			「ぶ……ば、が」

			「ははははは」

			　両手両足の骨を砕く。

			「ぎゃあ、ああああッ」

			「ははははははッ！」

			　足りない。

			「あははははははッ!!」

			　こんなもんじゃ、全然足りない。

			　そうだ。どうせ再生するんだ。四肢をすべて斬り落としてやろう。

			　思いつきのまま、剣を振り上げた時だ。

			「――そこまでにしておけ」

			　エルフィスザークに、持ち上げた腕を掴まれた。

			「……邪魔をする気か？」

			「違う。それ以上やると、ショック死する可能性がある」

			　エルフィスザークにそう言われ、リューザスが白目を剥いて痙けい攣れんしていることに気が付いた。

			　傷が再生しているからどれだけいたぶってもいいと思ったが、そうか。ショック死する可能性もあったのか。

			　……かなり、冷静さを失っていたらしい。

			「……悪い」

			「礼には及ばん。そうなっていた場合、私も一緒に爆死していただろうからな」

			「……ああ」

			　最後にリューザスに蹴りを入れ、それで終わりにしておいた。こいつに復ふく讐しゆうするのは、〝因いん果が返へん葬そう〟を突破できるようになってからだ。

			「……殺してやるよ」

			　人間も亜人も殺す。

			　魔術師も剣士も殺す。

			　貴族だろうが、魔王軍のスパイだろうが、見つけ出して必ず殺す。

			「――それが、お前が力を取り戻そうとする理由か？」

			　隣のエルフィスザークが、問いかけてきた。

			「……あぁ、そうだ。俺は復ふく讐しゆうのために力がいる。仲間だと思っていた連中に、お前はもう役立たずだと殺されたんだ。一人は功績を独占するために、二人は最初から魔王軍のスパイだった。傑作だろ？」

			　平和という理想を掲げていたのは、俺だけだったのだ。自分の甘さに反へ吐どが出る。

			「エルフィスザーク。さっきの話の続きだ。お前は力を取り戻して何をする？」

			「――復ふく讐しゆうだよ」

			　問いに応えたのは、ゾッとするほどの冷たい声だった。

			「部下を殺した魔族を殺す。私を封じ込めた女も、嘲あざ笑わらった鬼族も殺す。そして、オルテギアを殺す」

			　そして、とエルフィスザークは言った。

			「私はもう一度、魔王になる」

			　先ほどとは違う、感情を押し殺した声。

			　だからこそ、内面にある憎悪の感情が際立っていた。

			　ああ、やはり。

			　こいつは、俺の同類だ。

			「魔王になって、今度こそ私は――」

			「……今度こそ？」

			「いや……これはいいな」

			　首を振り、エルフィスザークは言葉を打ち切った。

			「やはり、私達は似ているな」

			「……ああ」

			　平和を謳っていた勇者おれは仲間に殺された。

			　穏健派だった魔王は部下を殺され、自身も封印された。

			　真逆の立場だったというのに、笑えるほどに似通った境遇だ。

			　こいつなら――。

			　頭の隅に、そんな考えが浮かんだ時だった。

			「だから……もう一度だけ言う」

			　黄金の瞳が、正面から俺を見据える。

			「私に協力してくれれば、私もお前に協力しよう。私の復ふく讐しゆうに手を貸してくれるのならば、お前の復ふく讐しゆうにも手を貸そう」

			　目的地も、目標も互いに同じ。復ふく讐しゆうを成し遂げるために、力を取り戻さなくてはならない。

			「私はお前の仲間とは違う。絶対に、お前を裏切らない」

			　だから――。

			　それまでの気が抜けるようなふざけた態度とは真逆。総身が震えるほどの威厳を持って、彼女は言った。

			　

			「私とともに来い――〝元勇者〟」

			　

			　こちらに手を伸ばして、元魔王がそう言った。

			「――――」

			　今回の件で思い知った。

			　迷宮は強化され、今の俺の力では魔将を倒せない。装備を整えても、一人では限界ではある。一人でできないのならば、誰かの手を借りなければならない。

			　現状、信用までとはいかないまでも、手を組むのに最も適した相手は――。

			「…………」

			　正面からこちらを見つめる、黄金の瞳を覗き込む。

			　用済みだと、理想を抱いていたのはお前だけだと、嘲あざ笑わらったあいつらを思い出す。

			　誓ったはずだ。何をしても、あいつらに復ふく讐しゆうすると。

			　ならば、使えるモノは、何でも使うべきだ。

			　信用でも、信頼でも、まして傷の舐め合いでもなく。

			　ただの、利害の一致。

			　同じ場所、同じ目的があるのならば、容易くは裏切れないはずだ。

			　容認しよう。こいつとともに行動し、裏切られるかもしれないというリスクを。

			　――俺の復ふく讐しゆうに、辿り着くために。

			「あぁ」

			　エルフィスザークの手を取る。

			「――これから頼む、〝元魔王〟」

			　意趣返しのその言葉に、エルフィスザークが微笑んだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　必要な物をポーチへ仕舞った後、閉じられていた道を強引に砕き、転移陣の下へ行く。

			　エルフィスザークが魔力を流し込んだことで、転移陣が輝き始めた。

			「くふふ」

			　ご機嫌なエルフィスザークと肩を並べ、転移陣の上に乗る。転移の光に、体が包まれていく。

			　完全に覆われる前に、リューザス達が転がる部屋の方へ視線を向けた。

			「――リューザス。そしてディオニス、ルシフィナ」

			　俺を裏切った、すべて。

			　待っていろ。

			　すぐにお前らの下へ行く。

			　俺を裏切ったことを存分に後悔させてやる。

			　次の瞬間、俺達は転移し、この迷宮から姿を消した。

			　

			　こうして。

			〝元勇者〟と〝元魔王〟。

			　交わるはずのなかった二人の旅が、ここに始まった。

		

	
		
			幕間　『憎悪に嗤わらう』

			　

			〝勇者〟天月伊織が脱走してから、数日後。

			　オンリィン王国、王都ブレイオンの中央に鎮座する王城内では、いまだ慌ただしく後処理が行われていた。

			　勇者の脱走に加え、魔石と国宝を奪われた。さらには勇者の後を追った部隊は、一名を残して全滅している。そこに停止した奈落迷宮への調査も加われば、処理しなければならないことは膨ぼう大だいだ。

			　そんな王城の中で、一命を取り留めて治療を終えたリューザス・ギルバーンは、国王の命によって謁えつ見けんの間に呼び付けられていた。

			　右腕を失い、体のバランスが取れなくなったリューザスは、覚束ない足取りで謁えつ見けんの間へと足を踏み入れる。

			　そこで待っていたのは、リューザスの失脚を狙っていた貴族による追及だ。

			　なぜ、勇者は逃亡したのか。

			　なぜ、宝物庫の扉は開いたのか。

			　なぜ、追撃部隊は全滅したのか。

			　その問いに、リューザスは粛しゆく々しゆくと答えた。答えたと言っても、自分に都合の悪いことは一切隠してはいるが。

			　それでも納得しない貴族達が騒ぎ立てるのを無視し、リューザスは国王へと視線を向けた。

			「此度の失態、どのように責任を取るつもりだ？」

			　騒ぎ立てる貴族達を制し、最奥部の玉座に腰かける国王、グランシル・クロイツ・オンリィンが重々しく口を開いた。

			「勇者をこの手で捕らえる――私にできるのはそれだけです」

			　リューザスは、正面から国王を見据えて言った。

			　三十年前の戦争で勇者を失い、騎士の中で最強の実力を持っていたルシフィナも離反した。あれ以来、王国の国力は落ちており、戦力も大幅に下がってしまっている。

			　いまだ、かつてのリューザスやルシフィナに及ぶ人材は現れていない。

			　――俺以外に、あいつを捕らえられる人間がいるとでも？

			　言外に、リューザスは国王にそう告げる。

			　しばしの沈黙の後、国王は言った。

			「……リューザス・ギルバーン、貴様には十日間の謹慎を言いつける。謹慎が終わり次第、確実に勇者を捕らえるのだ。戻ってくる意思がないのならば、殺しても構わん。他国に勇者の存在が露見するよりも早く、始末を付けるのだ」

			「はっ」

			　勢いよく返事し、リューザスは謁えつ見けんの間から出て行った。

			「陛下、なぜリューザスを罰しなかったのですか!?」

			　彼が去った後、残っていた貴族が国王へ抗議した。あれだけの失態を犯したのに、なぜ何もお咎めがないのかと。

			「老いたとはいえ、アレは英雄と肩を並べた男だ。処断すれば、民からの批判は免れまい。お前如きにそれが抑えられるのか？」

			「……っ」

			　国王の言葉に、貴族は答えられない。

			「ここにいる者達も、分かっておろう。今の王国にはあの男が必要なのだ」

			　確かに、今の王国において、リューザスの存在が大きいのは事実だ。

			　貴族達も納得するほかなく、この場は解散となった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「クソ、クソ、アマツ、アマツ、アマツ……ッ!!」

			　自身の工房へ戻ったリューザスは、抑えていた怒りを噴出させた。

			　机に並んでいた機材をぶちまけ、力任せに机を殴りつける。滴り落ちる拳の血すら、憎くて仕方ない。

			　それもすべて、天月伊織――アマツのせいだ。

			「捕らえるだぁ？　殺すに決まってんだろうがよォ！」

			　許さない、と何度も何度も、呪いのように口ずさむ。

			「あの女も許さねえ」

			　王国最強の魔術師であるリューザス・ギルバーンを知らないだと？

			　ふざけているにも程がある。

			　どいつもこいつも、アマツアマツアマツアマツ。

			　気に入らねえ、気に食わねえ！

			「顔は覚えた。魔力も覚えた。逃がさねえ。次は全力で潰してやる」

			　一度目は不意を突かれた。

			　二度目は準備が足りなかった。

			　ならば三度目は万全を期して、叩き潰す。

			「何が復ふく讐しゆうだ。違うんだよ、アマツゥ……！　復ふく讐しゆうするのは俺だ。俺が、お前を後悔させて、殺してやるんだよォ……！」

			　自分を見下した、あいつらの表情。

			　それが苦痛で歪み、後悔し、泣き叫びながら命乞いをする様を想像して、リューザスは嗤わらう。

			　後悔する？

			　謝罪させる？

			　殺してやるだァ？

			　それは全部、こっちの台詞だ。

			「方角からして、あいつらが向かうのは連合国だろう。くく、手を打っておくか」

			　どこへ行こうが逃がさない。

			　醜悪な笑みを貼り付けたまま、リューザスは伊織達を殺すための準備を始めるのだった。

		

	
		
			第十四話　『復ふく讐しゆうの始まり』

			　

			　――英雄アマツ。

			　世界を平和にしたいという理想を掲げた勇者。

			　仲間に裏切られたあの瞬間に、英雄アマツは死んだ。今の俺は、勇者をやめて元魔王と組んだ、ただの天月伊織だ。

			　殺されたのは憎い。裏切られたのも悔しい。理想を嘲あざ笑わらわれたのも頭にくる。

			　だが何より、理想に賛同する振りをして、親しげに、仲間面していたのが許せない。

			　リューザス。ディオニス。

			　思い返せば、この二人には裏切りの片ヘん鱗りんが見えていた。

			　例えばリューザスは――。

			『この程度もできねえで、勇者を名乗るんじゃねえ！　もうやめちまえよ、てめえには荷が重すぎんだよ、勇者の名はよォ！』

			　荒々しい気性と、その手の早さは今でも覚えている。

			　ディオニスだってそうだ。

			『覚悟が足りないんだよ。僕からすれば、君が死ぬ未来しか視えない』

			『へっ、さすがはディオニス様。その洞察力、そこらの有象無象とは格が違いますぜ！』

			　奴はよく人を嘲あざ笑わらい、またその部下も問題を起こす者が多かった。

			　だが、そういった欠点も、旅をしている間になりを潜めていった。だからこそ、俺はあいつらをいい仲間だと信じきっていたのだ。

			　今覚えばそれも、演技だったのだろうな。

			　反へ吐どが出る。

			　ただ一人、ルシフィナだけは最初の出会いから一度もボロを出していない。人のために身を犠牲にするような、優しい女性だった。

			　俺が世界を救いたいと思ったのも、あいつの存在が最も大きい。

			　だが、それももう関係ない。仲間面して、最後には裏切っていた連中は一人残らず殺してやる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ウルグスの森。

			　王国と連合国の間にある、広大な森だ。魔物や動物が多く生息しており、通行にはそれなりの危険が伴う。

			「例の〝因いん果が返へん葬そう〟は、どれくらいの魔力耐性なら無効化できるんだ？」

			「四天王クラスでようやく無効化できるレベルだな。まあ、以前の私達なら、間違いなく無効化できるだろうさ」

			「……本当に厄介な魔術だな」

			　迷宮から転移して、数時間後。

			　次の目的地である連合国へ向かうため、俺達はその森の中にいた。

			「魔術を無効化する魔術……まぁ、喪失魔術ロストマジツクとか心象魔術クラスの力があれば、突破できないことはないだろうが」

			「……どの道無理だな。もともと、俺は喪失魔術も心象魔術も使えなかったから」

			　魔術には、二つの到達点があると言われている。

			　一つは喪失魔術ロストマジツク。

			　消費魔力が多すぎる、扱いが難しいなどの理由で、扱える者がいなくなった魔術を指す。これを再現し、使用を可能にすることが到達点の一つだ。

			　リューザスが使った因いん果が返へん葬そうは、この喪失魔術に分類される。

			　そしてもう一つは心象魔術。

			　名前の通り、その人間の『心の形』を魔術として表現することだ。効果は人によって違い、同じ物は二つとしてない大魔術。

			　ルシフィナは、この心象魔術を使いこなしていた。

			　どちらの魔術も、使用できる人間はごくわずかだ。そのため、どちらも魔術師達の目標とされている。

			　喪失魔術の行使は、魔術の原理を完全に理解していなければ不可能だ。証に頼っていた俺では、不可能だった。

			　それに心を魔術として表現することも、俺にはできなかった。

			　理由は分からない。信念が足りなかったか、形にするほどの心がなかったか。

			「どちらにしろ、結局は迷宮に行って力を取り戻すしかないわけか」

			「うむ。キビキビ力を取り戻して、裏切り者を皆殺しだ」

			　割りと物騒なことを言うエルフィスザークだった。

			　そんな話をしているうちに、気温が下がってきた。すでに日が傾き、木々の隙間から茜あかね色の光が差し込んでいる。

			「もうじき日が暮れる。今日はここで野営だな」

			「……え？　枕とベッドはないのか？」

			「あるわけないだろ」

			「なん……だと？」

			　呆然とするエルフィスザークをスルーして、周囲を見回し、野営の段取りを考える。

			　前方に視界が開けた場所があるから、あそこを拠点地にするか。

			「野営……野営か。伊織、野営では何をするのだ？」

			「まず、寝る場所を用意。魔物対策の結界作りと、火種になりそうな薪まき集め。それから水と食料集めだな。結界に関しては、俺が魔石でやっとくよ」

			　幸いにも、付近に綺麗な川を見つけることができた。結界の展開も上手く行っている。

			「伊織は詳しいんだな」

			「……まあな」

			　旅をしていた時に、野営の仕方は一通り覚えた。

			　……教えてくれた奴のことは、思い出したくないが。

			　意外なことに、エルフィスザークは素直に働いた。

			　文句も言わず、テキパキと薪まきや落ち葉を集めている。こうした面倒なことは嫌いそうだと思っていたのだが。むしろ、鼻歌まじりにステップを踏んでいるくらいだ。

			「楽しそうだな」

			「ああ。野営をするのは初めてでな。ワクワクして仕方がない」

			　アウトドアもイケる元魔王らしい。

			　それからしばらくして、ひとまず寝床の確保が終わった。

			　魔石を消費して結界を張ったため、下級の魔物や動物は近寄ってこないだろう。

			　薪まきはエルフィスザークの怪力のお陰ですぐに集まった。

			　だが、寝袋も何もないため、木にもたれかかって寝なければならない。布があれば、落ち葉の上に引いて簡易的なベッドでも作れたのだが。

			「……布か何か持ってきておけば良かったな」

			「ん、布が欲しいのか？」

			「あるのか？」

			　頷くと、エルフィスザークは唐突に指を頭に突き刺した。ズブズブと指先が沈んでいく。しばらくして手を抜くと、そこには二枚の布が握られていた。

			「ほれ」

			「……いや待て。何だ、今の……」

			　どうして頭から布が出てくるんだ。

			「収納魔術だ。小部屋くらいの異次元に繋がっているから、それなりに物を詰め込めるぞ」

			　魔術そのものは、俺の持っているポーチと同じだ。

			　しかし、自分の頭に収納魔術が付与されている奴は初めて見たぞ。

			「ただし、詰め込みすぎると物が一気に溢れてくる」

			　……かなりショッキングな絵面だな。

			　少し、見てみたい気がしないでもない。

			　その後、俺は野ウサギや果実で夕食を作り、川の水を掬すくって煮しや沸ふつ消毒をして飲んだ。食料も水も、エルフィスザークの頭から出てきた器に収めている。

			「こ……これは」

			　俺が作った料理を口に入れたエルフィスザークが、カッと目を見開く。

			「伊織！　これを作ったシェフを呼べ！」

			「俺だよ」

			「そうだった」

			　急にどうしたんだ。

			「……口に合わなかったか？」

			「いや、違う。想像していたよりも遥かに美味しかったのでな。褒めてやろうと思って」

			　満面の笑みを浮かべ、エルフィスザークは野ウサギの肉に齧かじり付いている。料理といっても、香草と塩で軽く味付けした程度なのだが。気に入ってもらえたのなら何よりだ。

			「うむ、やはりお前は私の専属シェフとして」

			「断る」

			「えぇ……」

			　ひとまずは腹も膨れ、喉も潤った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　夕食後。

			　落ち葉の上に布を引いた簡易ベッドの上で、魔術の実験を行った。

			　迷宮核を取り込んだお陰で、ある程度は魔石なしでも魔術が使えるようになった。今まで使ってきた技を、少ない魔力で再現できないかを試している。

			「ある程度は、使えそうだな」

			　劣化どころか、別物レベルで効果が落ちてしまうだろうが。

			　魔毀封殺イル・アタラクシアも、大幅に規模と威力を落とせば、訓練次第では発動可能かもしれない。

			　実験を終え、一段落ついた時だった。

			「やはり、外の世界はいいものだな」

			　隣で寝転がっていたエルフィスザークが、ポツリと呟いた。

			「光があって、音があって、風があって、美味しいものが食べられて」

			「…………」

			「封印の中は世界と隔離されているから、真っ暗でな。光も音も何もないところだった。久しぶりの外というのは格別だ」

			「……三十年、だったか」

			　エルフィスザークが封印されたのは、俺が死んだ直後と聞いた。ならば三十年もの間、エルフィスザークは暗闇の中にいたということになる。

			「頭の中に浮かぶのは、封印される直前の光景だった。部下を殺して笑うオルテギア。道化だったと笑う鬼族の男。心底見下した目をしながら、私の体に剣を下ろすルシフィナ。あいつらが憎くて、憎くて憎くて憎くて――憎くて、堪らなかった」

			　そう言うと、エルフィスザークは感情を抑えるように息を吐いた。

			「久々にまともに会話できたのがお前というのは、不思議な感覚だ」

			「……エルフィスザーク」

			「伊織。いちいちそう呼んでいては長かろう」

			　重い雰囲気を断ち切るように、エルフィスザークは言った。

			「お前には特別に、エルフィと呼ぶことを許す。光栄に思うがいい」

			「……相変わらず、偉そうな奴だ」

			「偉かったからな」

			　過去形かよ。

			「……まあ、分かった」

			　エルフィスザーク――エルフィの返しに、小さく頷いた。

			「これからは、エルフィと呼ぼう」

			「うむ、それでいい。ああ、そうだ。伊織、絶対に焚き火は消すなよ」

			「……絶対に？」

			「ああ。寒いしな」

			　そう言ったきり、エルフィは黙った。しばらくして、寝息が聞こえてくる。

			「…………」

			　悠然とした態度を取っているが、こいつも相当な闇を抱えているらしい。

			　エルフィは会話の度に、返事を求めるようにこちらの目を凝視してくる。まるでそうしないと、これが本当に現実なのか、判別がつかなくなるというように。

			「……ふう」

			　思考を打ち切って、横になる。

			　同情はしていない。

			　復ふく讐しゆうをしようとしている者が、何かを抱えているのは当然だ。俺だってそうなのだから。

			　土魔将との戦いの疲れが体に残っている。眠気も強い。

			　だが、眠れない。いつ隣で眠るエルフィに裏切られても良いように、体が身構えてしまっているからだ。

			　だが、睡眠を取らなければ体が持たない。

			　俺は目を瞑つぶり、眠れるのをひたすらに待つのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、数日が経過した。

			　寝不足気味ではあるが、体を休める時間は十分に取った。

			　動けないほどではない。

			「……見えてきたな」

			　ようやく、森の出口にまで辿り着いた。森を出ると、整備された街道が広がっていた。

			　その先には巨大な火山と、その麓にある都市が見える。

			　あれが連合国。

			　力を取り戻すために踏とう破はしなければならない、煉獄迷宮がある国だ。

			　そして、『探りの金剣』で見た裏切り者がいるところでもある。

			　平和のためにと、善人面をして近づいて来た人狼種。かならず見つけ出し、最初の復ふく讐しゆうとしてお前を殺す。

		

	
		
			第十五話　『連合国・温泉都市』

			　

			　ボルカニア連合国。

			　レイテシア西部にある、弱小国が集まってできた国だ。

			　国の運営は、代表の議員が議会を開いて話し合う議会制の形を取っている。人間だけでなく、多くの亜人がこの街で暮らしている。亜人を排斥する国が多い中、連合国は珍しい形態を取っていると言えるだろう。

			　とはいえ、さすがに魔族は受け入れられないだろうが。

			「人がいる前で、その腕輪を外すなよ？」

			「分かっている。魔力が抑えられてしまうが、仕方ないな」

			　現在、エルフィの腕には『偽装の腕輪』という魔力付与品マジツクアイテムが嵌はめられている。魔族の外見と魔力を、人間のものへ偽装する効果のある腕輪だ。

			　エルフィの頭の中に入っていたのを、連合国へ入る前に付けさせた。

			　仲間以外に作用するらしく、俺視点ではいつものエルフィと何ら変わりない。

			　他人が見ると、側頭部に生えている角が消えて見えるようだ。

			　そうして念入りにエルフィの正体を隠してから、連合国へと足を踏み入れた。

			「それにしても、迷宮がそばにあるとは思えないほど、活気のある国だな」

			　都市内を歩く人の多さを見て、エルフィが呟いた。

			　ここは煉獄迷宮が内包された火山の麓にある、大きな都市だ。掘るとよく温泉が出てくることから、『温泉都市』などと呼ばれている。温泉目的で訪れる人も多いという。

			　それに加え、ここには『冒険者ギルド』と呼ばれる組合がある。

			　各国から冒険者に登録するため、腕の立つ者が集まってきているのも理由の一つだろう。

			「三十年前に一度来たが、ここまでの活気はなかったよ」

			　三十年の間に、人口も増えたのだろうな。

			　旅の合間、一度だけ体を休めるために仲間とこの都市にやってきたことがある。もう面影もないほどに、都市の景観は変わってしまっていたが。

			「――――」

			　偽りの平穏を思い出しながら、己が何をやるべきかを頭に思い浮かべる。この都市で、俺はやらなければならないことが二つある。

			　一つ目は煉獄迷宮の攻略、及び迷宮核の入手。

			　二つ目は裏切り者の探索、及び復ふく讐しゆうだ。

			　エルフィにはすでに、この街に復ふく讐しゆう対象がいることは伝えている。彼女の魔眼を使えば、多少は発見しやすくなるだろう。

			　まずは、目的を果たすため、やるべき準備を整えよう。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　観光客向けの屋台が並ぶ区画を過ぎ、俺達は冒険者が集まる区画にやってきた。

			　武具店や鍛冶屋、アイテムショップなどが建ち並んでいる。

			　ここに来たのは、装備を整えるためだ。

			　エルフィはともかく、今の俺の弱さを補うためにはできる限り良い武具を用意する必要がある。土魔将の魔結晶という、極上の素材を持っているため、これを使って武器を作りたい。

			　そのため、俺達が用があるのは鍛冶屋だ。

			　その中に武器と防具、鍛冶の三つを取り扱う大きな店があった。出ている看板によると、魔物の部位や魔石などの換金も行っているらしい。

			　扉を開けると、付いていた鈴がカランカランと音を立てる。

			　入ってすぐのところに、所狭しと武器や鎧よろいが並んでいた。少し進んだところにカウンターがあり、一番奥には鍛冶用だと思われる部屋が続いている。防音性の強い扉のようで、中の音は聞こえてこない。

			「いらっしゃいませニャ！」

			　制服を着た店員が、奥の扉から勢いよく出てきた。その頭には猫の物と思われる耳が生えており、走る度にふにゃふにゃと揺れている。

			　どうやら〝人猫種ワーキヤツト〟の店員のようだ。

			　店員に促され、俺達はカウンターのところまでやって来た。

			「鍛冶の依頼がしたい。持ってきた魔物の素材で剣を作ってもらいたいんだが、大丈夫だろうか？」

			「でしたら、素材を見せて欲しいですニャ」

			「エルフィ、出してくれ」

			　結局、魔結晶などはエルフィの頭の中にしまいこんでいる。

			　俺のポーチよりも、こいつの頭の方が多く収納することができたからだ。

			「分かった」

			　頭の中に腕を突っ込み、土魔将から剥ぎ取った素材をカウンターの上にドサドサと積んでいくエルフィ。

			「ニャッ!?」

			　そのショッキングな絵面に、店員が耳をピンと立てて驚いてしまっている。

			　申しわけないことをした。
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			「ニャ、そ、それではしばらくお時間を頂きますニャ」

			　素材を確認すると、引き攣つった表情のまま、店員は奥の扉の方へ下がっていった。

			「……何だか、化物でも見るような顔で見られた気がする」

			「当たり前だろ」

			「解せんぞ……」

			　そんなやり取りをしていると、扉からさっきとは違う店員が出てきた。

			　気難しそうな顔をした老人で、白髪交じりの頭には鍛冶用のゴーグルを付けている。

			「岩窟龍アースドラゴンの素材か」

			　カウンターに置かれた素材を見て、老人は一発で言い当ててみせた。

			「剣の依頼だったな。良いだろう。数日中に作ってやる」

			　それから体重や身長、構えなどを聞かれ、それに答えていく。その間、エルフィは展示されてる盾とか剣にベタベタ触れて、老人に怒鳴られていた。

			「ニャンメル。ここに書いてある素材を買ってこい。剣を打つのに必要だ」

			「了解ニャ」

			　あの店員はニャンメルというらしい。老人に渡されたメモを手に、店を出て行った。

			「どうせ、迷宮討伐をしにここへ来た口だろう。その日には間に合わせてやる。そうだな、三日後くらいに来い」

			　そう言い残すと、老人はまた奥の扉へと戻っていった。

			　職人気質の人なのだろう。なんとなく、ドワーフの鍛冶職人を髣ほう髴ふつとさせる。

			「む……何だ、あの人間は。偉そうな奴め！」

			「お前が言うな、お前が」

			　ともかく、武器の依頼は終わった。

			　剣が完成するまでは、宝物庫から盗んだ剣を使えばいいだろう。これも十分な業わざ物ものだからな。

			　鍛冶屋を出て、通りに出た。相変わらず、道は人でごった返している。

			「次は冒険者ギルドに向かうぞ」

			「確か、冒険者登録をするんだったか？」

			「ああ。迷宮に入るには、冒険者になる必要があるらしい」

			　一般人の安全を守るため、煉獄迷宮には冒険者でなければ入れないようになっているのだ。普段は結界が張られ、見張りもいるようだ。

			　この辺の事情については、王国の書庫で調べてある。迷宮への立ち入り制限は、三十年前はもっと曖あい昧まいだった。時間の経過で、しっかりしたようだ。

			　まあ……冒険者登録などしなくても、強引に迷宮に入るという手もあるが、わざわざ騒ぎを起こすほどでもない。

			「……それに人が多く集まるギルドなら、あの男の情報も集まりやすいだろうからな」

			「なるほどな」

			　混雑した通りを進み、冒険者ギルドの方へと進んでいく。

			　観光客用に、道の脇に屋台が広がっているのも、人が多い理由の一つだろう。

			「冒険者になるには、試験を受けないといけない。お前なら余裕だろうが、ある程度は気を張っておけ」

			「――止まれ、伊織」

			　突然、エルフィが足を止めた。そして左手で俺の行く手を遮さえぎってくる。

			「……どうした」

			　声を潜めて、エルフィに尋ねる。

			　まさか、裏切り者に関する物でも見つけたのか？

			「なんだ、勇者ともあろう者が分からんのか」

			「……なに？」

			「――五感を研ぎ澄ませろ」

			　困惑する俺に、バッサリと告げるエルフィ。彼女の目は真剣極まりなく、常在戦場の心さえ見て取れた。

			　エルフィの視線の先を追う。

			　そこには、露店に並ぶ男達の姿があった。

			　どうやら冒険者のようで、一目見て分かるほど上等な装備を付けていた。彼らはピンと張り詰めた雰囲気をまき散らしている。

			　平和な街だが、それなりの実力者が揃っているようだ。

			　エルフィはあれに反応したのか……？

			「奴らは強いぞ。私の視覚と嗅覚を釘付けにして止まない」

			「ん……嗅覚？」

			　何かの言い間違えだろうか。

			　首を捻った瞬間、エルフィはニヤリと笑った。

			「ああ、連合国の特産料理と名高い『火山焼き』。興味をそそる一品だ……相手にとって不足はない」

			　あぁ……食い物の話なのな。冒険者じゃなくて、奥の露店を見てやがったのか。

			　俺は脱力感に肩を落とした。

			　そんな俺を見て、エルフィはきょとんとした顔になる。

			「何だ伊織、その目は。あれは肉汁溢れるステーキと新鮮野菜を、火山の石で焼いた名物なのだぞ？　この連合国でしか食べられぬ、至上の料理なのだぞ？」

			「気を張れって言っただろ、どこに食いついてんだ」

			　そういえばこいつ、迷宮で『一日三食作れ』とか、森で『シェフを呼べ』って騒いでいたな。食事に関して、うるさい奴なのかもしれない。

			「まあ、御託はいい。まずは露店で腹ごしらえを――」

			「駄目だ」

			　服を掴んで止める。

			　エルフィは恨みがましい目を向けてきた。

			　こいつ……。

			　……こんな奴と死闘を繰り広げたのかと思うと、複雑な気分になってくる。

			「冒険者登録してからだ」

			「そんなぁ……！」

			　屋台に行きたいと渋るエルフィを引きずって、冒険者ギルドへと向かったのだった。

		

	
		
			第十六話　『背中刺す不穏な視線』

			　

			　冒険者。

			　冒険者ギルドが斡旋する、魔物退治や盗賊退治、迷宮攻略などの危険な仕事を受ける、傭兵に近い職業。

			　王国で読んだ書物によると、他国にも冒険者ギルドの設立の案が出ているが、今のところは連合国にしかない特別な職業だ。

			　仕事の内容上、危険な職業のため、冒険者になるには厳しい審査を潜り抜けなければならない。

			　冒険者というだけでステータスになるため、他国から審査を受けるためにやってくる者も多いという。

			　煉獄迷宮に入るには、冒険者ギルドに登録し、なおかつ定期的に組まれている迷宮討伐隊に加わらなければならない。

			　店を出てから、歩くこと十分ほど。周囲と比べて、一際大きな建物が鎮座していた。

			「ここが冒険者ギルドか。大きいのだな」

			　冒険者が集まる建物というだけあって、中はそれなりに広かった。

			　冒険者同士で情報交換を行う酒場、依頼が貼り出される掲示板、依頼の受注などの手続きを行うフロント。

			　他にもいろいろな設備があるようだ。

			　中の酒場には大勢の冒険者達が集まっており、粗雑な雰囲気を醸かもし出していた。

			「しかし、冒険者にならねば迷宮に入れないとは、ずいぶんと面倒だな」

			「力のない人が迷宮に入らないようにするためだろう。腕試し感覚で迷宮に挑む奴は、昔から多かったからな」

			　中へ踏み込んだ俺達へ、酒場にいる冒険者達がジロジロと視線を向けてくる。

			　冒険者のほとんどが屈強そうな大人ばかりなので、俺達みたいな若者が物珍しいのだろう。

			　ここにいる者の多くは、柄の大きな男だ。そこに子供の男女が二人で入って来れば、それは注目を集めるだろう。

			　ボソボソと陰口を叩くように、仲間に向けて何かを呟く全身鎧の男。ただ無言でこちらに視線を向ける、フルフェイスの兜を被った大男。見定めるように視線を向ける、亜人種。

			　中にはエルフィの体を見て、露骨にニヤニヤとした視線を向けてくる冒険者もいる。

			「私の魔眼で睨んでやろうか」

			「潰れるか爆散するからやめろ」

			　フロントには結構な人が並んでおり、いろいろな手続きを行っているようだ。

			　右端が冒険者登録の受け付けのようで、俺達はそこへ並んだ。

			　一度目の召喚の時はほとんど立ち寄ることがなかったが、ギルドは割と想像通りの場所だな。

			　粗雑な冒険者が酒場で情報交換を行ったり、新顔の値踏みを行っている。

			　ザワザワと聞こえてくる声に、少し意識を傾けてみた。

			「から、――――ってんだろ」

			「――傭兵団が討伐に参加するらしいぜ」

			「――、一昨日ぐらいだっけか？　迷宮討伐の資料が持ちだされたのって」

			　聞こえてくる情報。

			「本当に気に食わねえな。人狼種ウエアウルフの連中はよぉ」

			「やめとけって。どこに耳があるか分かんねえんだから」

			　その中に、引っかかるワードがあった。

			　人狼種ウエアウルフ。

			　俺がこの街に来た目的の一つ。俺を裏切った奴らの種族も、人狼種だ。

			　さらに情報を手に入れられないかと、話している冒険者へ意識を傾けた時だった。

			「――――」

			　――誰かに視られている。

			　内面を探るような、視線。

			　王国の追手か？

			　振り返ろうとした時だ。

			「おっと」

			　不意に、何かがぶつかってきた。

			　振り返れば、全身鎧フルプレートの男が後ろに立っていた。

			　こちらを見下ろし、兜の下から睨み付けてくる。

			「……何だ？」

			「何だ、じゃねえよ。遊び半分で冒険者になろうとしてんなら、とっとと帰れよ。お前らみてぇなヒョロいガキがなれるほど、冒険者は甘くねえぞ」

			　苛立った様子で、全身鎧が凄んでくる。

			　ただの子供にしか見えない俺達が、ここにいるのが気に喰わないのだろうな。

			「なれるかどうかは、ギルドの試験で決まるんだろ？　あんたに口出しされる筋合いはないな」

			「は、そうかよ。じゃあ試験、楽しみにしてるぜ？」

			　小さく笑うと、全身鎧の男はギルドの奥へと歩いて行った。

			「やはり、魔眼で」

			「やめとけ」

			　そうこうしているうちに、俺達の番がやってきた。

			「お次の方、どうぞ」

			　受け付けでは、冒険者の仕事と、試験の内容に関しての説明が行われた。

			　冒険者は、ギルドに寄せられた依頼を請け負う傭兵に近い職業。薬草探し、盗賊退治、迷宮討伐など、その仕事は多岐にわたる。依頼内容によっては命の危険もあるため、死亡するリスクを念頭に置いておくこと。

			　こんな感じだ。

			　危険が多い仕事のため、登録の際の試験の内容は一つ。その者の戦闘能力を図る、戦闘試験だけだ。

			　参加者が、相手役の冒険者と戦い、その過程と結果を見て審査員が判定を下すらしい。

			　説明が終わった後は、ギルドの奥にある会場へ行くように指示された。

			　気を取り直して、俺達は会場の方へ向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　戦闘試験は、ギルドから貸し出された武器、もしくは己の使える魔術だけで戦わなくてはならない。

			　魔力付与品も、魔石も使用不可だ。

			　まず最初に、自分の使う武器を選択する。俺はオーソドックスな片手剣を選択しておいた。

			　ちなみに、エルフィは武器を選ばなかった。

			　試合は会場を二つに分け、四人同時に行われる。

			　俺とエルフィは別々に分かれてしまった。

			「お次の方、準備をお願いします」

			　しばらく待っていると、俺の番がやってきた。戦う相手は、冒険者ギルドに所属する冒険者だ。

			　冒険者本人、そして戦いを見ていた審査員が評価を出し、合否が決まる。

			「よぉ」

			　俺の前に出てきたのは、さっきの全身鎧の男だった。どうやら、冒険者の試験に協力しているらしい。

			「そのヒョロヒョロの体で冒険者になろうってんだから、よっぽど自信があるんだろ？　なら、俺が試してやるよ」

			「そりゃどうも」

			　軽く流して、審査員に指示された位置に就く。

			　全身鎧の男は、魔術と剣の両方を使う、魔術剣士らしい。

			　敏捷性を捨ててでも鎧よろいを着込んで攻撃を防ぎ、魔術を撃ち込む。接近されたら、剣を抜いて戦う。そういうスタンスなのだろう。

			「それでは、両者とも準備してください」

			　お互いの距離はそれほど離れていない。走れば、すぐに詰められる程度だ。

			　だが、相手は魔術師。この距離ならば、先手は相手に譲ることになるだろう。

			「ビビってんのか、おい！」

			「逃げるなら今のうちだぜー！」

			　見学している冒険者から野次が飛んでくるが、無視して正面を見据える。

			　相手が魔術師なら、ちょうどいい技がある。

			　少量の魔力で使用できるように調整した魔術を、ここで試すとするか。

			「それでは、始め！」

			　審査員が手を上げ、号令を出した。

			　その瞬間、全身鎧の男が魔術を行使しようとする。

			「――〝魔技簒奪スペル・デイバウア〟」

			　それに合わせて、こちらも同じように魔術を行使した。

			　任意の対象から魔力を奪い、強制的に魔術を消滅させる技。大幅に劣化し、今は相手の魔力を一瞬、散らす程度の効果しかない。

			「な、に？　魔力が……！」

			　魔力が散り、男は驚きの声を漏らす。俺と自分の杖に、何度も視線を行き来させている。

			　その一瞬で、間合いは詰め終わっていた。

			　慌てて剣を抜こうとするよりも早く、技をかける。

			「ぐ、おっ」

			　足を引っかけ、男と全身鎧の重さを利用して地面に引きずり倒すと同時。

			　首の部分にある鎧よろいの隙間に、片手剣を差し込んで首に刃を突き付ける。

			　実戦なら、これで男は死亡だ。

			「え……」

			　開始から、まだ五秒程度しか経過していない。

			　それまで野次を飛ばしていた冒険者達が、驚いた表情でこちらを見ていた。

			「そ、そこまで！」

			　遅れて、審査員が声を上げる。これで審査は終了らしい。

			「なんだよ、最初の魔術。あんなの知ってるか？」

			「い、いや……てか、あの間合いの詰め方、獣かよ」

			　冒険者達の驚き具合からすると、悪くない結果らしい。

			　冒険者にはなったことがないから基準が分からないが、これなら合格できるだろう。

			　その時、背後からボンと爆発音が響いた。

			　振り返れば、エルフィの対戦相手が気絶して地面に倒れている。当然だという表情で、エルフィが腕を組んでいるのが見えた。

			　どうやら、あちらも終わったらしい。

			「……チッ」

			　地面に尻餅を就いた全身鎧の男が、小さく舌打ちした。

			「調子に乗るなよ、ガキ」

			「…………」

			　鎧よろいの間から見える目。そこから感じた重圧に、剣の柄を握る力が強まる。

			　その気迫は何なのかと探るよりも早く、全身鎧の男は去って行った。

			　……何だ、あいつ。

			　去って行く背中に目を細め、俺も次の人へ場所を譲った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「審査の結果は、明後日に発表されます。ですので、明後日、もう一度、冒険者ギルドに来てください」

			　そう説明され、審査は終了した。

			　対戦相手の冒険者を完封すれば、文句なしで合格だと思っていいようだ。

			　遠巻きに冒険者の視線を感じるが、相手にせずギルドの外へ出る。

			「これで、今日の用事は終わりだな？　伊織、私はお腹が減ったぞ」

			「分かった。どこかで適当に飯を食っていこう」

			　そんなことを話しながら、歩いている時だ。

			「おい人間、あの程度の冒険者に勝ったくらいで調子乗ってんじゃねえだろうな」

			　ズイッと、道を塞がれた。

			　見れば、頭から狼耳を生やしたガラの悪い男――人狼種ウエアウルフが立っていた。

			「別に、そんなことは思っていないが」

			「はあ？　スカした顔してんじゃねえぞ、コラ。お前みたいに調子に乗った人間のガキが、一番気に食わねえんだよ」

			　困ったな。

			　今日はよく面倒な奴に絡まれる。

			「そっちの嬢ちゃんは、スゲエ魔術師みたいだな。良かったらこれから俺達のとこに来ねえか？　嬢ちゃんほどの美人なら、悪いようにはしねえぜ？　なぁ？」

			「……ほう？」

			「行くぞ、エルフィ」

			　低い声で言うと、首を傾げたエルフィの腕を引っ張って歩き出す。

			　こういった手合は、相手にするだけ時間の無駄だ。

			「てめぇ……！」

			　人狼種が、こちらの胸倉を掴もうと手を伸ばしてきた。

			　本当に、面倒だな。

			　対処しようと、身構えた時だった。

			「いい加減にしろ。困ってるだろ。ネチネチと絡むんじゃない、みっともない」

			　横から伸びてきた手が、人狼種の腕を掴んでいた。

			　左目に眼帯を付けた、人猫種ワーキヤツトの女性だ。

			　その体型に合った身軽そうな鎧よろいを装備しており、雰囲気からして場慣れしていることが分かる。
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			「お、おいミーシャ。やめとけって」

			　仲間の一人がそう言うが、ミーシャと呼ばれた女性は無視して人狼種を睨みつけている。

			「……またてめぇか」

			「それはアタシの台詞だ」

			「……チッ」

			　女性の気迫に押されたのか、人狼種は舌打ちして、その場から去っていった。

			　はぁ、と女性は息を吐き、その背を睨んでいる。

			「……ありがとうございました」

			「ん、気にすんな。アタシはああいった身勝手な手合いは大っ嫌いなんだ」

			　頭を下げると、女性は鼻を鳴らしながらそう言った。

			『またてめぇか』などと言われていたし、何度もぶつかっているのだろう。

			「あーあ……またミーシャが人狼種にやらかした」

			「うるせえな。あんなん見て、黙ってらんねえだろ」

			　どういうわけか顔を青くしている仲間にそう言い返すと、ミーシャはこちらを向いた。

			「二人とも、この街に来たばっかりだろ？　今のを見て分かると思うが、人狼種ウエアウルフには近寄らない方がいい。あいつらはこの街で、好き勝手やってるからな」

			「好き勝手……？」

			　今のように、いろいろな人に絡みまくってるということだろうか。

			「暴れているのなら、衛兵にでも突き出してやればいいのではないか？」

			　俺の疑問を、エルフィが口にしてくれた。

			　それだけ問題を起こしているのなら、然るべき機関に対処してもらえばいいのではないか。

			「いや、それがな……」

			「この話を道のどまんなかでするのは不ま味ずいだろ。ミーシャ、そろそろ行こうぜ」

			　問いに答えようとしたミーシャを、仲間が小突いた。

			　ミーシャは「……そうだな」と目を細めると、

			「とにかく、人狼種にはできる限り関わるなよ。じゃあな！」

			　そう言い残して、仲間とともに去って行ってしまった。

			「あの人狼種は、今の人猫種ワーキヤツトに感謝するべきだな」

			　その後ろ姿を見て、エルフィがポツリとそう呟いた。

			「俺達が、じゃなくてか？」

			「お前、人狼種が伸ばしてきた腕を、へし折ろうとしていただろう」

			「……あぁ」

			　確かに、あれ以上絡んでくるようなら、それぐらいはしていたかもな。

			　無関係な人間に手を出そうとは思わないが、復ふく讐しゆうの邪魔になるようなら容よう赦しやしない。

			　冒険者だろうと〝死神〟だろうと、邪魔をするようならば殺す。

			「まぁ、良い。試験も終わったし、早速、火山焼きを食べに行くぞ、伊織！」

			「はぁ……」

			　まあ、腹も減ったし、そろそろ飯を喰ってもいいかもな。

			　溜息を吐いて、エルフィの後を追おうとした時だ。

			「――――」

			　また、視線を感じた。

			　最初に向けられた、内面を覗きこむようなモノとは違う。明らかに敵意の含まれた、鋭い視線。

			　視線がきた方向を見るが、冒険者の一団がいて区別がつかない。

			　王国からの追手か、魔王軍か、まったく知らない敵か。

			「……厄介だな」

			　警戒を強めながら、俺はエルフィの後を追うのだった。

		

	
		
			第十七話　『漸く、見つけた』

			　

			　エルフィと火山焼きとやらを食べた後、適当な宿に泊まることにした。

			　小さな浴場のある宿だったのだが、「もっと大きな温泉がいい」と、エルフィは駄々をこねていたが。

			　翌日。別料金の朝食を食べた後、俺達は宿の外へ出た。

			　審査の結果が出るのは明日で、武器の完成もまだだが、この国でもやっておきたいことがあったのだ。

			　三十年の間に起こったこと。

			　魔王によって再建された煉獄迷宮について。

			　ディオニス、ルシフィナに関しての情報がないか。

			　復ふく讐しゆう対象の情報がないか。

			　調べたいのはこんなところか。

			　そういうわけで、屋台に見蕩れるエルフィを引きずって図書館へ向かった。

			　その道中、ちらほらと人狼種ウエアウルフを見かけた。大手を振って歩く連中を、街の者は避けているように見える。

			「む、偉そうな連中だな」

			「だから、お前が言うな」

			　そうこうしているうちに、図書館に到達した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　入館料を払い、中を進む。

			　持ち出しは不可、といたるところに注意書きのある館内は、古い紙の臭いが漂っていた。

			　人はそれほどおらず、中はシンとしている。司書がアクビをしているくらいだ。

			　所狭しと本が詰め込まれた棚から、目的の物を取り出していく。新聞なんかもあるので、ここ数年分の物をいくらか手に取り、椅子に腰かける。

			　エルフィは何かを探してくると言って、どこかへ行ってしまった。

			「さて」

			　持ってきた本へ、視線を落とす。

			　俺が死んでから最近まで、魔王軍はそれほど活発ではなかったらしい。

			　人間の軍を蹴散らし、五将迷宮と半壊した魔王城を再建してからは、それほど活動を行っていない。

			　だがここ最近になって、また動き出しているようだ。

			　その被害を受け、家族や住む場所を失った人や亜人の多くは、この連合国に来ているらしい。

			　人が増えているのは、観光客が多くなっただけでなく――

			　――思ったんだ。見てきたたくさんの泣き顔が……。

			「――――ッ」

			　一瞬、頭に浮かびかけたかつての理想。くだらないと振り払い、続いて別の本に目を通す。

			　やはり、全滅させた四天王も新しくなっているようだ。

			　今のところ、〝歪わい曲きよく〟を名乗る魔族がよく目撃されているらしい。魔王城に攻め入った人間の軍を、あっさりと半壊させたという。

			　残念ながら、ルシフィナとディオニスの情報はなかった。だが、あの二人の実力を考えると、四天王、もしくは魔将になっていてもおかしくはない。

			　奴らは〝歪曲〟とは関係ないだろうが、そういった情報には目を通しておいた方がよさそうだ。

			　煉獄迷宮に関しては、目新しい情報は特になかった。前回と大きく変わっていないらしい。

			　一息ついて本を置き、チラリと新聞へ視線をやった時だ。

			　ある記事を見て、俺は動きを止めた。

			　何年か前に、連合国に魔物が攻めてきたらしい。冒険者が迎え撃ったものの、徐々に追いつめられていく。その時に、人狼種ウエアウルフが人間に加勢したらしい。

			　その人狼種を率いていた人物は――――。

			「聞いてくれ、伊織！」

			　その時、憤ふん慨がいした様子のエルフィがズカズカとこっちに歩いてきた。

			「図書館で大声を出すんじゃない。……それで、どうしたんだ？」

			「それがな、オルテギアに関する本はいっぱいあるのに、私の本が一冊もないのだ！」

			　そりゃ、俺もこいつが魔王だなんて、知らなかったからな。ほんの数年しか、魔王やってなかったみたいだし。

			「確かに短い間しか魔王をやってなかったが、これはあんまりだ。本になるようなことはたくさんやったというのに」

			「へぇ、なにか凄いことをやったのか？」

			　性格はともかく、実力は確かだ。何か武勲をあげていたのだろうか。

			「魔族同士が競い合うトーナメントで優勝したし、暴れ回る龍種を手懐けてペットにしたし、人間の美味しい料理の特集本を書いたりもしたし、とにかくいろいろなことをやったぞ。それに、いろいろな物を頭の中に収集するのが趣味としても知られていた」

			「俗っぽすぎんだろ」

			　暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くした魔王オルテギアの隣に、『エルフィスザーク。龍をペットにし、料理本を書いた魔王』なんて書いてあったら、浮いてるどころの話じゃないぞ。

			「……むぅ」

			「それより、だ」

			　ある新聞の記事を、俺はエルフィに見せた。

			「……それは？」

			「俺の標的だ」

			　やはり俺の標的は、ここにいる可能性が高いらしい。

			「結構前の記事だから、詳しい居場所までは分からないがな」

			「……なるほどな」

			　収穫はあった。

			　得た情報に満足し、俺達は図書館を後にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　図書館を出て、街を歩く。

			　昼間だからか、来た時よりも人が多い。

			「……しかし、本当にここでは人間と亜人が一緒に暮らしているのだな」

			　人混みの中には、妖精種エルフ、人猫種ワーキヤツトなどの亜人も多く含まれている。

			　それを見て、どこか遠い目をしながらエルフィが口を開いた。

			「魔族だけでなく、亜人と争う人間も多く見てきた。時には戦争になっているところもな」

			　確かに、かつて人間は魔族だけではなく、亜人とも争っていたらしい。

			　亜人の排斥を掲げていたという国もあるくらいだ。

			　俺が来た時には、魔王軍のせいでそれどころではなかったようだが。

			　その様を見ていたエルフィからすれば、この光景は不思議に思えるかもしれない。

			　この国では、亜人が普通に暮らしている。俗習などの違いからトラブルも多いようだが、それでもともに過ごしている。

			「そう考えると、この光景は凄いものなのかもしれんな」

			　――共存。

			「――くだらない」

			　エルフィの言葉に、俺は思わずそう呟いてしまっていた。

			　共生、共存。

			　その言葉を聞くと、胸が悪くなる。

			　なるほど、確かに共生しているのだろう。この街は、見かけは平和なのだろう。

			　だから、何になる。

			　ともに過ごしていたとしても、人間も亜人も、何の関係もなく裏切るだろうさ。自分の欲望のためには、仲間すら斬り捨てられる連中なのだから。

			「……伊織」

			　何か言いたげに、エルフィが口を開いた時だった。

			　すぐ近くから、怒声と悲鳴が響いてきた。

			「……何かあったらしいな」

			「見てみるか」

			　人混みをかき分け、通りを進む。怒声と悲鳴の主は、すぐに見つかった。

			「ご、ごめんなさいニャ……」

			「ぶつかってきておいて、言葉だけで済まそうってのか？　誠意ってのが足りねえんだよ」

			　そこでは、一人の人猫種ワーキヤツトが大柄な人狼種ウエアウルフに絡まれていた。

			　顔は青ざめ、ガタガタと震えるその人猫種には、見覚えがある。

			「あの鍛冶屋の店員か」

			　確か、ニャンメルとか言ったか。

			　話の流れからして、ニャンメルが人狼種にぶつかってしまったのだろう。それに人狼種がキレ、謝罪している少女に金銭を要求している。

			　少女が絡まれているというのに、野次馬達は何もしようとしない。

			　それどころか、ニャンメルの方へ迷惑げな視線を向けていた。

			「人狼種に喧嘩を売るなんて、何を考えているんだ、あの女は……」

			　そんな声が、あちこちから聞こえてくる。

			　それを聞いて人狼種はニヤリと嫌らしい笑みを浮かべた。

			「いいのか？　この街で俺達に逆らってよぉ。なあ、お前ら？」

			　その言葉と同時に、ゾロゾロと別の人狼種がやってきた。

			「にゃ、にゃぁ……」

			　ニャンメルは涙を浮かべ、縮こまってしまっている。

			　だというのに、街の人間は手出ししない。

			　これだけの騒ぎになっているのに、衛兵すらやって来ない。

			　やはり、この街では人狼種が幅を利かせているらしい。まるで、絡まれているニャンメルの方が悪者のような雰囲気だ。

			「メンツに泥を塗られちゃ、やってけねえからな。ちょっと痛い目を見てもらおうか？」

			「にゃ……」

			　怯えるニャンメルに、人狼種達が詰め寄っていく。

			　誰も助ける様子はない。

			「どうする、伊織」

			「……どうもしないさ。助けに入る意味なんて……」

			　……いや。

			　確かあの店では、あの老人とこの人猫種しか働いていないのではなかったか？

			　ここで怪我を負ってしまえば、剣の製作に支障が出る可能性がある。

			　万が一、迷宮の討伐に間に合わなければ、厄介なことになるな。

			「…………」

			「伊織？」

			　溜息を吐いて、俺は前へと踏み出した。

			「……おい、何か用か、人間」

			　威圧してくる人狼種を無視し、ニャンメルを引き寄せて背中に隠す。

			　こいつらになんぞ興味はないが、剣の製作が遅れるのは困る。俺は早いところ、迷宮の攻略と復ふく讐しゆうに取りかかりたいのだから。

			「そこまでにしておいたらどうだ？　謝っているのに、乱暴することはないだろう」

			「ああ？　人間、てめぇは関係ねえだろ。すっこんでやがれ」

			　話が通じそうもないな。

			　さて、どうするか。

			　痛い目を見て、引いてもらうか。

			　人狼種が手を伸ばそうとしてきた時だった。

			「――そこまでにしなさい。衆目の面前で見苦しいですよ」

			　野次馬の中から聞こえてきたその一言で、凄んでいた人狼種達が一斉に大人しくなった。

			「す、すみません！」

			　コツコツと音を響かせながら、一人の人狼種がやってくる。

			　その場にいた人狼種達が、ヘコヘコと頭を下げだした。

			　やって来たその人物を見て、思わず目を見開いた。

			　――あぁ、まさかこんなにも早くお前を見つけられるとはな。

			　口を押さえ、思わず浮かびそうになる笑みを隠す。

			　糊のきいたスーツを身に纏まとった、神経質そうな顔つきの人狼種。茶色の髪をぴっちりと整えており、眼鏡や服装、髪型から几帳面さが窺える。

			　あぁ、ようやくだ。

			　ようやく、一人目だ。

			　かつて、人狼種の軍の参謀を務めていた男。報酬のために、俺の殺害に協力した裏切り者。

			　――マーウィン・ヨハネス。

			　復ふく讐しゆう対象が、そこにいた。
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			第十八話　『マーウィン・ヨハネス』

			　

			　当時、王国や帝国などの各国が同盟を結び、魔王軍と戦争をしていた。

			　その際に、人狼種ウエアウルフは人間側についていた。

			　四天王を三人まで倒し、最後の迷宮を突破した頃。魔王軍・四天王〝千せん変ぺん〟の率いる軍と戦っている時のことだ。

			　人狼種ウエアウルフの拠点で、俺達パーティは寝泊まりしていた。

			　その際に、俺は一人の人狼種に罠わなにかけられた。

			〝妨害結界マジツクデイスターバー〟という結界魔術でこちらの魔力を抑えこみ、麻ま痺ひの香で動きを鈍らせ、その人狼種は俺を生け捕りにしようとした。

			　俺は、〝魔技簒奪スペル・デイバウア〟で結界を砕き、動きの鈍った体で、その人狼種を押さえつけた。

			　そして、なぜこんなことをしたのかと尋ねたのだ。

			『私は〝千変〟の操る魔術によって、命を握られています。助かりたければ、貴方を生け捕りにしろと、命じられたのです』

			　自分は人狼種ウエアウルフを守るために、こんなところで死ぬわけにはいかない。だから、俺を生け捕りにしようとしたのだと。

			　マーウィン・ヨハネスと名乗る人狼種はそう語った。

			〝千変〟は様々な魔術を使い、特に人を利用して貶おとしめるのを好む魔族だった。今回も、マーウィンを利用して俺を殺そうとしてきたのだ。

			　結果として、俺はマーウィンに捕まった振りをして〝千変〟に近づき、仲間とともに討伐することに成功した。誰一人として犠牲を出さず、勝利することができたのだ。

			　だから俺は、マーウィンを許した。

			〝千変〟に利用されていたのだから、お前に罪はないと。

			　自分が生きるために俺を犠牲にしようとしたマーウィンの裏切りは胸に仕舞い、彼の機転によって〝千変〟を倒せたのだということにしたのだ。

			『アマツさん。あなた方に救ってもらった恩は絶対に忘れません』

			　涙を流し、マーウィンは俺にそう言った。

			　どんなことがあろうとも、貴方を助け、貴方に力を貸すと。

			　魔王城へ乗り込む少し前。

			　大量の魔物と魔族によって劣勢になった俺達を、マーウィン率いる人狼種の軍が支えてくれた。

			　その時に、マーウィンは言ったのだ。

			『貴方に助けてもらった恩をここで返します。戦争を終わらせ、貴方達が望んだ平和な世界を作りましょう』

			　そう言っていた彼の本心を、俺は『探りの金剣』で知った。

			『魔王と勇者、邪魔者が同時に消えてくれれば言うことはありませんよ。アマツがいては、私は落ち着いて生活することができないのでね』

			　リューザス達にはこの言葉の意味が理解できていないようだったが、俺には分かった。

			　自分が裏切ったという事実を、あいつは隠したかったのだ。

			　魔王軍の〝千変〟の討伐に貢献したことで、あの男は人狼種の英雄扱いされていた。その地位を脅かす可能性のある俺を、あいつは消しておきたかったのだろう。

			　恩など、あいつは最初から感じてなどいなかった。

			　それだけの話だ。

			　俺はきっと、ＲＰＧの主人公にでもなった気でいたのだろう。

			　最終決戦に、それまで助けてきた人達が力を貸してくれる。

			　そんな展開になって、自分がやってきたことは無駄ではなかったのだと、勝手に報われた気分になっていたのだ。

			　くだらない。

			　今は心底、そう思う。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「私の仲間がご迷惑をおかけしました」

			　人狼種達を下げさせて、マーウィンは俺とニャンメルへ向けて頭を下げた。

			　一見、真しん摯しに見えるその態度に、野次馬達は「さすがだ」と感心している。

			　この態度からして、人狼種全体というよりは、マーウィン個人に信用が集まっているように見える。

			「彼らは昔、人狼種ウエアウルフだからと差別された経験があるのです。だから、過敏になってしまっているのでしょう。私からもよく言い聞かせておきますから、どうか許してやってもらえませんか？」

			　丁寧な口調で、申しわけ無さそうに、マーウィンはそう言った。

			　野次馬達は「マーウィン様に謝らせるなんて」と、相変わらずこちらへ非難の視線を向けてくる。

			「は、はいニャ……。わかりましたニャ」

			「ありがとうございます」

			　ニッコリと笑みを浮かべて、マーウィンが礼を言う。

			　そして、チラリとこちらにも視線を向けてきた。

			「貴方にも、ご迷惑をおかけしました。私の部下を止めてくださり、ありがとうございます」

			　謝罪し、それからにこやかな笑顔を浮かべてこちらへ近づいてきた。

			　そしてもう一度、「ありがとうございます」と礼を言った直後。

			　俺の耳元に顔を寄せ、

			「――この街で私達に逆らって、やっていけると思わないことだ」

			　ボソリ、と。

			　俺だけに聞こえる声で、マーウィンはそう囁ささやいた。

			「…………」

			　驚きはない。

			　ああ、知っていたさ。これがお前の本性だ。

			「それでは皆さんも、お騒がせしました。私達はこれで失礼させていただきます」

			　そう言って、マーウィンは人狼種を引き連れて去っていった。

			「……大丈夫だったか？」

			「は、はいニャ。助けてくれて、ありがとうございますニャ」

			　見たところ、どこにも怪我はしてないようだ。

			　武器制作に支障が出ることはないだろう。

			「……伊織。今のか？」

			「ああ」

			　この街に来た理由の一つが、あの男だ。

			　しかしまさか、こんな街中でいきなりエンカウントするとはな。

			　探す手間が省けてよかったよ。

			「あの一瞬、お前があの男を殺すのではないかとヒヤッとしたぞ」

			「それも考えたんだがな。ただ殺しただけじゃ、俺の気が収まらない。それに衆目の面前で殺せば、迷宮どころじゃなくなる」

			　腸が煮えくり返るのを、俺は何とか抑えこむ。

			　俺が復ふく讐しゆうしたいのは、あいつだけではないのだから。

			「……ニャンメル！」

			　その時、酷く慌てた表情で一人の女性がこちらへ駆け寄ってきた。

			　右目に眼帯を付けた、人猫種ワーキヤツトの女性だ。

			「あの人猫種ワーキヤツトは」

			　昨日ギルドを出た時に会った、ミーシャと呼ばれていた冒険者だな。

			「……おねえちゃん！」

			　駆け寄ってきたミーシャに、ニャンメルが抱きつく。

			「人狼種に絡まれていると聞いて駆けつけたけど、怪我はないか？　大丈夫か？」

			「大丈夫ニャ……そこの男の人が、助けてくれたニャ」

			　その時になって、ミーシャは俺の存在に気付いたらしい。

			　ニャンメルを離し、女性が頭を下げてきた。

			「お前達は、昨日の……。二人が助けてくれたのか……。妹が世話になった。本当にありがとう」

			「いえ……気にしないでください」

			　俺は自分のために助けただけだ。

			　それに昨日、人狼種に絡まれているところを助けてもらったばかりだしな。

			「……とりあえず、ちゃんと礼を言いたい。場所を移してもいいか？」

			　周りにはまだ、野次馬が残っている。

			　彼らの視線に晒されたまま会話するのは気が引けたので、俺達はその場から移ることにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、俺達は近くにあった飲食店に入って話をした。

			　どうやら、ミーシャはニャンメルと姉妹らしい。

			　会話の中で、俺はマーウィンについてミーシャに聞いた。

			「アタシもこの街にやって来て、そこまで長いわけじゃないんだが」

			　そう前置きをして、ミーシャは話し出した。

			　数年前に一度、迷宮から魔物が溢れ出し、温泉都市が危険に晒された。その時に、マーウィンが率いる人狼種の部隊が人間を助けたらしい。それ以来、彼らは連合国に住み着いている。

			　その一件で、マーウィンは英雄視されているらしい。

			　図書館で読んだ新聞にも、そんなことが書かれていた。

			　だから俺は、マーウィンがこの街にいると確信したのだ。

			「それから、この街には人間だけじゃなくて、いろんな種族が集まるだろ？　アタシ達みたいに。だから習慣とかの違いで、たまにトラブルが起きるんだ」

			　手の付けられないトラブルが起こった時、マーウィンが介入してそれを鎮めているようだ。街に流れてきた人狼種にも荒っぽい者が多かったようだが、マーウィンはそれも制御している。

			　そのため、マーウィンはこの街にいる者から感謝されている。

			　そういった経緯から、この街ではマーウィンに、もっと言えば人狼種に手を出してはいけない、という暗黙の了解があるらしい。

			「これだけ聞くと良い奴に思えるかもしんねえが……マーウィンの権力を笠に着て、人狼種どもは街中で幅を利かせている」

			　マーウィンは人々からの尊敬を集めているだけでなく、いろいろな人物と繋がりを持っている。冒険者ギルドの幹部、連合国議会の議長などとパイプがあるため、よほどのことがない限り、事件が起きても揉み消されてしまうらしい。

			「あれだけ人が集まっていたのに衛兵が来なかったのは、そういう理由か」

			「ああ。人狼種絡みになると、衛兵は働かない。動いたとしても、捕まるのは相手側だ」

			　なるほどな。

			　それで冒険者達が、人狼種に関しての話をタブーにしていたのか。

			「二人には迷惑をかけた。もし何かあったら、アタシに相談してくれ。力になるよ」

			「……はい」

			　力になる……か。

			　曖あい昧まいに返事をした後、俺達はその場で別れた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その後、宿に戻ってきた。

			　ベッドに腰かけ、一息吐く。

			「マーウィンという人狼種、奴もなかなかに厄介な相手みたいだな」

			「関係ない。追い詰めて殺すだけだ」

			　とはいえ、すぐには手を出さない。

			　あいつの行動を分析し、人目の付かないところで襲撃する。

			　できれば迷宮のように人がいない場所で、ジックリと『会話』ができるといいんだが。

			「……それより」

			　隣に腰かけるエルフィへ、ジットリとした視線を向ける。

			「ベッドで食うな。食べるんだったら自分の部屋へ行けよ」

			　二人分の部屋を取ったというのに、エルフィは俺の部屋にいた。

			　モキュモキュと、途中で買った温泉まんじゅうを食べている。蒸気で蒸かした、地球でいうあんまんのような食べ物だ。

			　宿に来る途中に、大量に買い込みやがった。

			「移動するのが面倒だ。ほら、一つやるから一緒に食べよう？」

			「……はぁ」

			　迷宮を出てから野宿続きで、疲労が溜まっている。ひとまずはしっかりと食事を摂り、体調を整えなければ。

			　溜息を吐き、エルフィからまんじゅうを受け取る。

			「やはり食事は誰かと一緒にするのがいいな」

			「……ああ」

			　受け取ったまんじゅうを食べながら、マーウィンのことを考える。

			　どうやって、あいつに復ふく讐しゆうしてやろうかと。

		

	
		
			第十九話　『……くだらない』

			　

			　翌日。

			　マーウィンの情報は、昨晩の間に少し集めた。

			　今のところ、あいつが住んでいる場所を掴んでいる。

			　後は、どのタイミングで行くかだ。

			　しかし、ひとまず今日は別の用事がある。

			　今日は冒険者審査の結果が出る日だ。

			　それと同時に、あの老人が顔を出せと言っていた日でもある。

			　ひとまず、鍛冶屋へ行くことにした。

			　どれだけの物ができているか、少し楽しみだな。

			　今使っている剣も十分に使えるが、上等な物を持っておくに越したことはない。

			　外へ出ると、相変わらずの人混みだ。だが、昨日よりも街中に活気がある。

			「なあ、伊織。何だか今日は、より一層騒がしくないか？」

			「ああ。何かあったんだろうな」

			　騒がしさの原因は、すぐに分かった。

			「号外、号外！」という叫び声とともに、街中で新聞が配られている。

			　その内容は、街を歩く者のざわめきで耳に入ってきた。

			「おい、この記事マジか？　王国が奈落迷宮の討伐に成功したってよ……」

			「ああ。少し前に、王国が正式に発表したらしい。土魔将の骸が、王都で堂々と公開されてるんだってよ」

			「岩窟龍アースドラゴンの希少種だろ？　通常個体の数倍は大きいらしいぜ」

			　なるほどな。

			　ようやく王国が、大々的に迷宮の討伐を公開したのだ。そろそろくる頃だとは思っていた。

			「土魔将を討ち取ったのは、王国最強の魔術師、〝大魔導〟リューザス・ギルバーンだってよ！」

			「〝英雄アマツ〟と一緒に、魔王軍を追い詰めた生きる伝説だろ？　もう長いこと名前を聞いてなかったけど、その腕は衰えてなかったってことか」

			「こりゃ、各国で迷宮討伐の流れができるな。連合国でも、もう少しで冒険者の迷宮討伐が行われる頃あいだろ？」

			「俺達も王国に続きたいもんだな」

			〝大魔導〟か。

			　よほど王国はリューザスが大事らしい。

			　あれだけの失態を犯しておいて、罰どころか功績が与えられるなんてな。

			　右腕の欠損は、名誉の負傷ということにでもなっているのだろう。

			「全部あの男の手柄か。少し不愉快だな。最後に来て、軽く蹂じゆう躙りんされただけのくせに」

			　確かに面白くはない。

			　だが、あの男に待っているのは後悔と絶望と死だけだ。

			　今はせいぜい、偽りの名誉に縋っているといい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから十数分後。

			　俺達は鍛冶屋に到着した。

			「いらっしゃいませニャー！」

			　中へ入ると、前と同じようにニャンメルが声をかけてきた。

			「あっ！　助けてくれたお客さん！」

			　俺の顔を見ると、パッと笑顔を浮かべて駆け寄ってきた。

			　猫耳をパタパタする様は、猫というより犬に近い。

			「昨日は本当にありがとうございましたニャ。囲まれた時は、死んだかと思ったニャ」

			「ふん、人猫種ワーキヤツトと言えば逃げ足が速いことで有名だろう。あのような連中は無視して、逃げ出せばよかったものを」

			「あ、頭の変なお客さん」

			「私の頭は変じゃないッ！」

			　エルフィがニャンメルに文句を言っていると、奥の方からもう一人出てきた。

			「おっ、妹の恩人さんじゃないか」

			　あの老人ではなく、冒険者のミーシャだ。

			「ミーシャさんもこの店で働いているんですか？」

			「働いているのはニャンメルで、アタシはたまに手伝いするくらいかな。アタシはだいたい、冒険者業をしてるからさ。今日はたまたま仕事が入ってなかったから、店にいるんだ」

			「なるほど……。冒険者はもう長いことやってるんですか？」

			　ミーシャの身のこなしは洗練されている。

			　人猫種ワーキヤツト特有のしなやかさがあり、戦闘になればさぞ機敏な動きを見せるだろう。

			「冒険者は、ほんの数年前に始めたばかりだな。まあ、冒険者になる前から、結構な量の戦闘はこなしてきたんだが」

			「無礼者め！」とエルフィに絡まれて困っているニャンメルを見ながら、ミーシャは目を細めて言った。

			「この街に来る前は人猫種ワーキヤツトの集落で暮らしていたんだ。帝国の近くだったんだが、人間と魔王軍の戦いに巻き込まれてな。魔族が村を襲ってきたんだ。だから、皆を守るために、私も戦う術を身に付けずにいられなかった」

			「……相変わらず、魔王軍は見境ないんだな」

			　あいつらは、仲間の種族以外にはとことん冷酷な連中だからな。

			　オルテギアが復活していないとはいえ、魔王軍は各地で動き出している。本格的な戦争はないが、小競り合いのような戦いは頻発しているという。

			　ミーシャの集落も、それに巻き込まれたのだろう。

			「……結局、あそこじゃ暮らせなくなって、逃げ出すしかなくなった。アタシはニャンメルと二人でどこか暮らせる場所がないかと彷徨って、連合国に辿り着いたんだ」

			「それで、冒険者をやっているってわけですか？」

			「いやぁ、当時のアタシはどうしていいか全然分かんなかったんだけどな。この店の爺さんがアタシ達を拾っていろいろ教えてくれたんだ。住む場所も与えてくれたしな」

			「それは……親切な人なんですね」

			「ああ、感謝している」

			　この人猫種ワーキヤツト達を利用して、老人は何かしようとしているのではないか。

			　一瞬、そんな考えが頭を過るが……。

			　ミーシャとやり取りしていると、奥の扉が開き、件の老人が出てきた。その手には、一振りの剣が握られている。

			　土魔将の体と、高濃度の魔力を内包する魔石によって作られた剣。濡れたような輝きを放つ刀身からは、濃厚な魔力が漂っていた。

			「俺が作れる限界を叩き込んだ。受け取れ」

			　剣を手に取ると、ずっしりとした重みが伝わってくる。だが、重すぎず、軽すぎず、俺が扱うには最高の塩あん梅ばいの重量だ。

			　剣を握り、魔力を流した瞬間、体が軽くなった。

			「分かってると思うが、それは魔力付与品マジツクアイテム――魔剣だ。握っているだけで効果がある」

			　鋭い切れ味に加え、高い魔力伝導性。それに加え、〝地に足を付けている〟状態で剣を握ると、この剣の持つ力が発揮される。

			「〝魔力防御〟に〝身体強化〟。そして大地から力を吸い上げ、少しずつではあるが魔力を回復してくれる」

			「ほう、いい剣ではないか」

			　いつの間にか隣に来ていたエルフィが、感心したように言う。

			　確かに、想像していた以上に素晴らしい剣だ。

			　普通の店で買えば、屋敷の一つでも建てられるほどの金額になってもおかしくはないだろう。

			「凄いニャ……」

			「それは、アタシが欲しいくらいだね」

			　ニャンメルとミーシャも、俺の剣を見て驚いたような表情を浮かべている。

			「鍛冶のお代は幾らになりますか？」

			　これだけの物ができたのだ。相当な金額を請求されてもおかしくはない。

			　金に関しては、相当額を王国から盗んできたから、払えないことはないだろう。

			　だが、老人はポーチに手を伸ばした俺を制した。

			「いらん。その剣に金額を付ける気が起きないからな。ただでくれてやる」

			「……それは、さすがに」

			「それに、うちの馬鹿が世話になったと聞いた。これはその礼だ。受け取っておけ」

			　老人が顎でニャンメルを指す。

			　ニャンメルは、ペコリとこちらに頭を下げる。

			「礼だそうだ。もらっておくといい」

			「……ああ」

			「ただより安い物はないからな。よし、払うはずだった金でお菓子を買いに行くぞ」

			「それは行かない」

			　老人に頭を下げ、腰のベルトに剣を差す。

			　ずっしりとした重さが心地いい。

			「大地の力を内包した剣だ。〝翡ひ翠すいの太た刀ち〟とでも呼ぶがいい」

			　翡ひ翠すいの太刀。

			　土魔将との戦いで壊れた宝剣以上の業物だ。さすがにこれを〝壊魔ブレイク・マジツク〟の弾にはしたくないな。

			「そういえば、二人とも審査を受けていたよな？　もしギルドに行くんだったら、アタシも一緒にいって大丈夫か？　ちょっと用があるんだ」

			「大丈夫ですよ」

			　次は冒険者登録だ。

			　登録を済ませれば、ようやく迷宮へ踏み込める。

			　それよりも先に、もう一つの用を済ませておきたいところだが。

			「……おい」

			　礼を言い、店から出る時だ。

			　先に出て行ったエルフィとミーシャの後を追おうとすると、老人に呼び止められた。

			「お前が持ってきた魔結晶は、相当な量の魔力が内包されていた。あれは並みの岩窟龍アースドラゴンではないな」

			「ええ、まあ」

			「今日発表のあった、王国の迷宮討伐。倒された土魔将は……岩窟龍だったな」

			「――それが？」

			　恍とぼけるも、老人の鋭い視線が、俺に向けられる。

			　武器を作ってもらった手前、危害を加えるようなことはしたくないが。

			　邪魔をするのなら――。

			「いや、何でもない」

			　しかし、老人は首を振り、それ以上、追及してこなかった。

			「それよりも、改めて礼を言う。あれは何というか、孫のようなもんでな」

			「……連合国に来たばかりの二人を、引き取ったんですよね。どうして、ですか？」

			　俺には関係のない話だ。

			　だけど、なぜこの老人がそうしたのかが気になった。

			「……もう、三十年くらい前か。当時は人間と魔王軍との戦いが一番酷い時期だった。この連合国にも、魔王軍が攻め入ってきた。その時にな、俺はある人に助けられたんだ」

			「ある人……？」

			　懐かしむような表情で、老人が語る。

			「ああ。今は〝英雄〟だなんだと言われているがな。見ず知らずの俺を、身を挺ていして庇かばってくれた。……その時に聞いたんだ。どうして助けてくれたのかってな」

			「……その人は、何て答えたんですか？」

			「助けたいと思ったから助けた。そう言っていた」

			　だから、と老人は言った。

			「困っている二人を見て、助けたいと思ったから助けた。それだけだ」

			「――――」

			「……まあ、実際は店員が続けて辞めていったから、代わりの働き手が欲しかっただけだがな」

			　老人は茶化すように言って、俺に背を向けた。

			「あなたの名前を、教えてもらえませんか」

			「ゾォルツだ」

			　それだけ言って、老人は奥の部屋へ入っていった。

			　残された俺も、扉を開けて店を出る。

			　聞き覚えのない名前だった。だけど、いつかそんなことを言ったような記憶がある。

			「何が……助けたいと思ったから助けた、だ」

			　……くだらない。

			　だけどなぜか、それを口にするのは憚はばかられた。

		

	
		
			第二十話　『炎上する悪意』

			　

			　冒険者ギルドへ行く道中。

			　人混みを避けて先に進むミーシャの体捌きは、やはりさすがだ。

			　冒険者としてどれくらいの地位にいるのかが気になって、尋ねてみた。

			「ミーシャさんは、冒険者ランクはいくつなんですか？」

			「アタシは、Ｂランクかな」

			「冒険者を始めてあんまり経っていないのに、Ｂランクですか。凄いんですね」

			　冒険者にはランクがある。

			　Ａランクを頂点とし、最低ランクがＥランクとなっている。

			　つまりミーシャは、上から二番目のランクにいるということだ。

			「ランクの説明を聞き流していたが、Ｂランクとは凄いのか？」

			「ああ。Ｂランク冒険者になれば、十分な実力があると判断されるな」

			　ランクのイメージとしては、Ａランクが熟練の戦士、Ｂランクが実力者、Ｃランクが一人前、と言ったところだろうか。

			　Ｂランクに上がれる者はそれほど多くないため、ミーシャは十分に凄い。

			　あくまで人間基準のため、強大な魔族や魔物を相手にすれば、単独では太刀打ちできない場合も多いが。

			「といっても、アタシなんてまだまだだよ。Ａランクの冒険者には、とうてい敵わないし」

			　まあ、冒険者も玉石混交で単独の強さだけでなく、チームワークなども大きく評価されるから、一概にランクで実力は測れない。

			「それより、二人の審査での戦いを見ていたが、凄かったよ。両方とも、相手を瞬殺だろ？　アタシが審査を受けた時は粘っただけで勝てなかったよ」

			「ふふん。有象無象では私の相手にならんからな」

			　また偉そうに……。

			　まあ確かに、俺はともかくとして、エルフィは今の段階でもＡランク以上の実力があるからな。

			　そんな話をしているうちに、俺達は冒険者ギルドへ到着した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おい、どういうことだ！」

			　激げつ昂こうしたミーシャが、カウンターに拳を叩きつけた。

			　受付嬢がビクリと体を震わせる。

			　俺とエルフィの審査結果。俺達二人ともが審査に落ちていたことが、受け付けで伝えられた。

			　俺達が何かを言うよりも早く、ミーシャが受付嬢に激高したのだ。

			「こ……これは、審査員が出した正式な結果でして」

			「この二人とも、審査の相手を倒しているんだぞ!?　倒せなかったアタシが冒険者になれて、この二人がなれないというのはどう考えてもおかしいだろう!!」

			　怒鳴りつけるミーシャに、受付嬢は怯えた表情でおどおどするばかりだ。

			　審査の結果は、この人が出したわけではない。ここで文句を言っても、結果が変わるとは思えないな。

			「おい、うるせえぞ、人猫種ワーキヤツト。そいつらは冒険者の格じゃなかったってことだろうが」

			　席に座っていたフルフェイスの兜を被った大男が、低い声でミーシャに文句を付ける。

			「なんだと……てめぇ！」

			「ミーシャさん。それくらいにしておいてください」

			　納得いかない、といった表情でミーシャが食い下がろうとするのを俺は押しとどめた。

			　納得がいかないのは、こっちも同じだ。

			　ミーシャや他の冒険者の反応からして、俺達の戦闘は悪くなかったのだろう。それが落とされているのは、明らかにおかしい。

			　例えば、そう。

			　まるで誰かが意図的に、俺達を審査で落としたかのように。

			「はっ、みっともねぇぞミーシャ。ギルドの正式な審査の結果、そこの二人は落とされたんだろ？　それに文句を付けるなんざぁ、ただのイチャモンだぜ？」

			　不意に後ろから、一人の人狼種ウエアウルフが声をかけてきた。

			　審査の日、帰り際に俺達に絡んできた男だ。

			「ゴードン、てめぇ……」

			　ミーシャが人狼種ウエアウルフを睨みつける。

			　どうやらこの男は、ゴードンというらしい。

			「なるほどな。そういうことか」

			「……みたいだな」

			　落ちたと聞かされた時点で、おおよその予想は付いていた。俺達が落ちたのは、マーウィンが裏で手を回したからだろう。

			　聞いたところによると、あの男はこの街で地盤を築いている。ギルドの職員の中に、あいつと繋がっている者がいても、何らおかしくはない。

			　ニャンメルを助けた時の「この街で私達に逆らって、やっていけると思わないことだ」という台詞。

			　まあ、そういうことなんだろう。

			「二人とも今回は残念だったなぁ？　審査は何回でも受けられるし、また頑張って挑戦するこった。ま、何回やっても……受かるとは思えねえけどな？」

			　そう言い残して、ゴードンは去っていった。

			　ギルド内は静まり返っており、半分は目を逸らし、もう半分はゴードンの後ろ姿を睨みつけている。

			「……すまない。アタシ達のせいだな」

			　ニャンメルを助けた時に、マーウィンに目を付けられたから。そう言って、ミーシャが頭を下げてくる。

			「気にするな。お前にも、あの無礼な店員にも落ち度はない」

			　エルフィがミーシャを見て言った。

			「でも……」

			「ええ。俺達は別に、冒険者になりたくてここに来たわけじゃないですからね。駄目なら駄目で、他に手はあります」

			　とはいえ、面倒なことになったのは確かだ。迷宮に入るには、ギルドからの許可がいる。

			　結界を突破して、無理やり中に入るという手段も考えておかなければならないな。

			「そうだ。数日前から『迷宮討伐』の要員を募集していたんだ。二人がどうしても迷宮に入らないといけないっていうんなら、この応募に参加する手も……」

			「それも、裏で人狼種ウエアウルフが手を回せば、通らんだろうな」

			「…………」

			　さて、どうするか。

			　思考を巡らせている時だった。

			「ミーシャいるか!?　大変だ！」

			　ギルドの中に、一人の男が駆け込んできた。

			　確か、ミーシャの仲間の一人だったか。

			　酷く狼ろう狽ばいした様子で、ミーシャの名前を呼んでいる。

			「ルーア。どうしたんだ？」

			「どうしたもこうしたもねえ！　大変なんだ！　すぐに来い！」

			　要領の得ない質問に、ミーシャが訝いぶかしげな表情を浮かべる。

			　だが、その表情はすぐに凍りつくことになる。

			「――お前の店が、大変なんだよ！」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　通りには、酷い臭いが漂ってきていた。上空へもうもうと黒煙が立ち上っている。

			　大勢の野次馬が、その様子を遠目から眺めていた。

			　それらを掻き分けて、俺達は鍛冶屋へと到達する。

			　広がっていたのは、凄せい惨さんな光景だった。

			　鍛冶屋は炎上していた。轟ごう々ごうと紅ぐ蓮れんの炎が店を焦がし、ゆらゆらと揺れている。

			「治癒魔術師はまだかッ！」

			「燃え移る前に、水を出せる魔術師を呼んでこいよ！」

			　見ている者から、そんな声が聞こえている。

			「あぁ……ニャンメル、爺さんッ！」

			　店のすぐ側に、火傷やけどを負ったニャンメルとゾォルツが倒れていた。

			　ニャンメルは比較的軽傷だが、ゾォルツの方は全身に酷い火傷やけどを負っている。これでは治癒魔術を使っても、後遺症が残ってしまうかもしれない。

			　意識を失っているのか、二人はピクリとも動かない。

			「しっかりしろ！　おい、おいッ！」

			　冷静さを失ったミーシャが二人を揺する。

			「……大丈夫だ、息はある」

			　酷い火傷やけどだが、すぐに処置を施せば大丈夫なはずだ。

			　どうにかミーシャを落ち着かせて、今できる応急処置を二人に施す。

			　治癒魔術が使える者が駆けてきたのは、それからすぐのことだった。

			「……伊織」

			　エルフィの視線の先。

			　人狼種ウエアウルフを引き連れ、犬歯を剥き出しにして嗤わらうマーウィンの姿が、そこにあった。炎上する店を見て満足気に頷くと、マーウィンは一瞬だけこちらに視線を向け、その場から去っていく。

			「……迷宮に行くよりも先に、やるべきことがあるようだな」

			　鍛冶屋の建物が音を立てて崩壊していく。

			　焼けた店から、黒煙が空へと立ち昇っていった。

			　高く、遠くまで。

		

	
		
			第二十一話　『復讐などするのは』

			　

			　火は、間もなく水の魔術によって鎮火した。炎上してすぐに水の魔術が使える衛兵や冒険者が駆けつけたことで、周辺への被害はほぼゼロだ。

			　ただし、店は全焼。中にあった物も、根こそぎ燃え尽きてしまっていた。

			　店が炎上した原因は、炎属性の魔術によるものだと判明した。店内に炎が撃ち込まれたせいで、炎上したらしい。

			　分かりきってはいたが、これは人為的に起こされた火災だ。間違いなく、マーウィンの手の者によるな。

			　幸いなことに、ニャンメルとゾォルツの命に別状はなかった。

			　現在、二人は温泉都市の病院に入院している。

			　ゾォルツが庇かばったらしく、ニャンメルは軽傷で痕も残らないようだ。だが、ゾォルツはそうはいかなかった。ニャンメルを庇かばった際に、大きな火傷やけどを負ってしまっている。

			　治癒魔術を使っても、後遺症が残ってしまうかもしれない、という話だった。

			　上級の治癒魔術師に見せれば、あるいは治るかもしれないが、家を失った彼女達にその余裕はなさそうだ。

			　ニャンメルは病室で意識を取り戻したが、念のために入院。ゾォルツはいまだ、目を覚ましていない。

			　二人が病院に運ばれた後、俺達は焼け跡の片付けが終わったのを確認して病院に向かった。

			　ニャンメルに声をかけた後、ゾォルツの入院している部屋へ入る。ベッドで眠るゾォルツの傍らで、ミーシャは椅子に座っていた。

			「面倒をかけて、すまないな……」

			「ふん。この程度、大した手間ではない」

			「エルフィの言う通りです。気にしないでください」

			　ミーシャの表情は暗い。

			　いつものサバサバとした雰囲気はなく、まるで死神に取り憑かれたかのように生気がない。

			　こちらを見ないまま、ミーシャが震える声で言った。

			「……二人がいない間に、マーウィンがこの部屋にやって来たよ」

			「お邪魔しますよ、ミーシャさん」と腕に花束を抱え、複数の人狼種ウエアウルフを引き連れたマーウィンがこの部屋を訪れたらしい。

			　いまだ意識の戻らないゾォルツを見て、マーウィンはわざとらしく痛ましげな表情を浮かべ、

			「今回はとても不幸な事故でしたね。心中、お察ししますよ。誰の仕業かは知りませんが、魔術が店に放たれたそうですねぇ？　大変お気の毒なことです。ですが店に魔術が放たれるなど……店主のゾォルツさん、もしくはそこで過ごす店員は、誰かに恨まれるようなことをしていたのですかねぇ？」

			　と、言ったという。

			　ミーシャは頭が真っ白になって、マーウィンに殴りかかった。だが、彼の後ろに控えていた人狼種ウエアウルフによって、ねじ伏せられてしまったらしい。

			「おお、怖い。そんなふうに手が早いと、誰かに恨まれてしまうかもしれませんよ？　今度は火傷やけど程度では済まないかもしれませんねぇ？」

			　そう言い残して、マーウィンは去っていった。

			　ようするに、これは脅しだ。

			　ミーシャは度々、人狼種とぶつかっていた。これ以上、突っかかってくるのならばただでは済まさないと、そうマーウィンは言いにきたのだろう。

			　あれだけの火事があったというのに、周囲にほとんど被害が及んでいないのは、あらかじめマーウィンが手を回していたからなのかもしれない。

			「……爺さんは、右も左も分からなかったアタシ達を拾ってくれた。空腹で倒れそうになっていた時、飯を食べさせてくれた。風呂にも入れてくれて、衣服もくれた。働き手がいないからって、職まで与えてくれたんだ」

			　俯いたまま、ポツポツとミーシャが語る。

			　自分達がゾォルツに助けられ、どれほど感謝しているのかを。

			「恩を返さなきゃって……思ってたのに。アタシが突っかかるのが気に食わないんだったら、アタシに直接、手を出しゃいいだろうが……ッ！　どうして、関係ないニャンメルと爺さんに……ッ」

			　机に拳を叩きつけ、ミーシャが慟どう哭こくする。

			　その瞳は仄ほの暗ぐらいのに、ギラギラと光だけを放っていた。

			　しばらくして、ミーシャは荒々しく肩で息をし、手のひらで顔を覆った。

			「すまない、取り乱した。せっかく来てもらったのに悪いが……今日はもう、帰ってもらえないか」

			「……分かりました。行くぞ、エルフィ」

			　エルフィとともに、病室を去ろうとする。

			　入り口の扉が閉まる前。

			「ミーシャといったな」

			　エルフィが、病室へと振り返った。

			「自分がするべきことを見誤るな。お前には大切な者が、守りたい者が残っているのだろう。――ならば、目をそらすな」

			　そう言うと同時に、音を立てて扉が閉まった。

			「……復ふく讐しゆうなどをするのは、すべてを失った者だけでいい」

			　その呟きがミーシャの耳に入ったかは、扉越しには分からなかった。

			「行こうか」

			「……ああ」

			　まずは、ウロチョロと跡を付けてきているゴミを掃除しておこうか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　日が沈み、温泉都市に夜が訪れている。

			　あちこちに設置された街灯が眩しいほどに都市を照らしている。だがそれでも、照らしきれない場所もある。

			　例えば、裏通り。街灯の設置されていないそこは夜の闇に覆われている。

			　火事があったからか、今夜は人通りが少ない。

			　裏通りは輪をかけて、人がいなかった。

			「ひ、ひっ」

			　そんな暗闇の中で、ゴードンは地面に倒れ伏していた。

			　ありえないと、引き攣つった喉が叫んでいる。

			　こうも簡単に、自分達がやられるなど――――。

			　今日、マーウィンから与えられた指示は一つ。黒髪の少年と、銀髪の少女の動向を監視することだった。後は仲間とともに、ただ尾行して動向を監視するだけ。

			　愚ぐ鈍どんな人間は狩りに長けた人狼種ウエアウルフの尾行に気付けない。だから、いつもの通り、楽な任務になるはずだった。

			　マーウィンによって、あのクソ生意気な人猫種ワーキヤツトの店は無くなった。

			　中にいた連中も怪我をして、それを見て泣き叫ぶミーシャの姿に、ゴードンは笑いが止まらなかった。

			　俺達に逆らうからそうなるんだと、直接嘲あざ笑わらってやりたいくらいだ。

			　そして上機嫌のまま、マーウィンから与えられた指示についた。

			　途中までは、何の問題もなかった。だが、二人が裏通りに入ってから、すべてが壊れた。

			　黒髪の少年と、銀髪の少女。裏通りへ入った二人を付けていった仲間からの連絡が途切れた。そこで様子を見に行ったのが、間違いだったのだ。

			　中へ踏み込んですぐに、ゴードンは飛んできた剣で足を地面に縫い留められた。

			　激痛で状況が理解できなくなる。

			　次の瞬間、紅ぐ蓮れんの光が見えたかと思うと仲間達が一斉に地面にひれ伏した。

			「ふむ、簡単に釣れたな」

			　銀髪の少女の目が、いつの間にか紅く光っている。

			　それが魔眼だと気付いた時には、誰一人として身動きをすることができなくなっていた。

			「声を出すな。大声を出したら、命はないものと思え」

			　別の声。それまで気配を遮断していたのか、闇から少年が姿を現した。

			「お前、ゴードンとか言ったな」

			　ゴードンを見下ろし、少年がそう尋ねてくる。

			　ゴードンは声を出せないまま、頷くしかない。

			「俺達の後を付けていたのは、マーウィンからの指示か？」

			　低い声で尋ねてくる。

			「そうです」などと答えられるわけもなく、無言でいると――、

			「ぐぅ、がああぁ!?」

			　足に突き刺さった剣で肉を抉えぐられた。叫び声を上げた瞬間に口を押さえられ、助けを呼ぶこともままならない。

			「もう一度だけ聞くぞ。マーウィンからの指示か？」

			「ひっ。そ、そうだ！　マーウィンさんから頼まれたんだ！」

			「なぜ、マーウィンは俺達を尾行するように指示を出したんだ？」

			「知らねえよ！　俺達はただ指示に従っただけだ！」

			　これは本当だった。

			　ゴードンには、監視しろという指示しか与えられていない。それがなぜかという理由までは、聞かされていないのだ。

			「なるほど。そのマーウィンは今どこにいる？」

			「や、屋敷だ。多分、屋敷にいるはずだ」

			「あそこか……」

			　少年は小さく呟くと、ゴードンの足から剣を引き抜いた。

			　あまりの激痛に、ゴードンは悲鳴を上げそうになる。

			「じゃあ一応、最後に聞いておこうか。あのじいさんの店を燃やしたのは、お前らか？」

			　感情の篭こもっていない声だった。

			　怒りも、悲しみも感じない。

			　それゆえに何を考えているか分からず、恐ろしかった。

			「あ、ああ……。で、でも、燃やしたのは俺達じゃない！　マーウィンさんの指示で、他の奴がやったんだ！」

			「なるほどな」

			　地面に伏している仲間が、自分を睨んでいるのが見える。

			　だが、仕方ないだろう。

			　足を貫かれているのだ。逃げることも逆らうこともできない。

			　殺されるくらいなら、素直に話した方がいい。

			　しかし、ゴードンの表情は、次の瞬間に凍りつくことになる。

			「それならもう用済みだな。エルフィ、消してくれ」

			「!?　け、消すって、そんな、嘘だろ!?」

			　ゴードン以外の人狼種が、怯えたように尋ねる。

			　少年は薄っすらと笑みを浮かべて言った。

			「先に俺達を追ってきた連中の姿がないだろ？　あいつらはどうなったと思う？」

			　その言葉に路地を見回し、ゴードンは見つけた。

			　地面に炭のような汚れが付いていることに。

			　汚れだと思った。

			　だけど、あれはまさか――。

			「――答え合わせは、自分の体でするといい」

			　次の瞬間、紅ぐ蓮れんの閃せん光こうが瞬いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「追ってきていたのはこれで全部のようだ。周囲に気配はないな」

			「分かった」

			　裏通りには誰もいない。ただ、灰かい燼じんと化した炭が散らばっているだけだ。

			　俺は復ふく讐しゆうがしたいのであって、殺人を犯したいのではない。

			　だがそれでも邪魔をするのなら容よう赦しやしないし、こいつらに情けをかける理由もない。

			　これでとりあえず、後を付けてきていた連中の掃除は終わった。

			　後は。

			「ゴミの大本を処分するだけだ」

			　闇に紛れ、俺達はマーウィンの屋敷へと向かった。

		

	
		
			第二十二話　『人狼の罠わな』

			　

			　冒険者ギルドや宿場街を越えた先にある住居街。その最も奥に、マーウィンの屋敷はある。

			　そこには日夜問わず、ゾロゾロと人狼種ウエアウルフが出入りしている。この街にいる大半の人狼種は、マーウィンの配下に降っているらしい。

			　本人の手腕に加え、マーウィンは四天王〝千変〟を倒したことで人狼種からは英雄視されているため、連中は抱き込まれているのだろう。

			　先日の火事の一件を見る限り、マーウィン本人の悪事は承知で従っているようなので、連中に配慮の余地はない。

			　深夜、闇に紛れて住居街を進む。

			　目撃されないように気配遮断の魔術を使用しているが、今のところ人通りはない。

			　それでも細心の注意を払って進む。

			　エルフィの魔眼で完全に焼き尽くしているから証拠は残らないだろうが、目撃者がいては面倒だからな。

			「ここだ。それなりに大きな屋敷だな」

			　大きな門がそびえ、その両脇に狼の像が立っている。入り口へ続く石畳の道、整えられた庭、その隅にある噴水。住居街の中でも一際目立つ大きな屋敷だ。

			　これだけなら普通だが、特筆すべきは至るところに張り巡らされた魔力付与品マジツクアイテムによる警備だ。

			　門や像、噴水などの中に、偽装された魔力付与品が埋め込まれている。下手に踏み込めば、一発でバレる。

			　それなりに厄介だ。

			「魔王城と比べれば、設備も警備もあばら屋同然だ」

			「当たり前だろ」

			　ラストダンジョンと比べる方が間違っている。

			　まあ確かに、警備は『それなりに厄介』程度のモノでしかない。侵入はそれほど難しくない。

			「エルフィ。分かっているとは思うが、気を抜くなよ」

			「無論だ」

			　俺達は街中からマーウィンの手下に監視されていた。俺とマーウィンは街で一度会っただけなのに、だ。

			　あくまで可能性の話だが、推測が正しければ少し面倒だ。

			「行くぞ」

			　気配遮断を発動したまま、壁を越える。

			「――〝魔技簒奪スペル・デイバウア〟」

			　魔力付与品マジツクアイテムは、当然だが魔力で動いている。だから、内部の魔力を散らせば、その分だけ動きを停止するのだ。

			　完全に止めてしまえば相手に伝わる危険性が出るが、ほんの数秒動きを止めるだけならば気付かれる可能性は低い。

			　警備の魔力付与品マジツクアイテムを軽く突破し、俺達は屋敷の中へと侵入した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　屋敷内にもところどころ魔力付与品マジツクアイテムが設置されていた。

			　魔石の補助を受けながら動作を停止させ、その横を素通りしていく。

			　ほぼ魔力付与品による警備に頼っているようで、屋敷内の見回りをしている者の数はかなり少なかった。

			　人狼種ウエアウルフの察知能力は厄介だが、気配を遮断しているため、相手が探索の魔術でも使わない限りは気付かれない。

			　屋敷の中は、魔力付与品が仕込まれていること以外は普通だった。

			　掃除が行き届いているのか、清潔感がある。

			　人の気配を辿り、マーウィンの姿を探す。

			「…………」

			　ここまでは順調だ。だからこそ、油断はできない。

			　好き勝手やっているのだから、当然報復されることも考慮しているはずだ。この程度の警備で、あいつが安心するだろうか。

			　やがて、俺達は書斎に辿り着いた。

			　しかし、中には誰もいない。

			　机などに視線を向けるも、重要な書類は置いていなかった。

			「……伊織」

			　しばらくして、エルフィが地下室を発見した。

			　床に仕掛けがあり、魔力を通すと地下への通路が開くようになっている。

			「エルフィ。万が一のことがあったら、言った通りに頼む」

			「……あまり気は乗らぬがな」

			　視線を交わし、俺達は地下へと続く階段を降りた。

			　壁には等間隔で光源が設置されており、なんとなく迷宮を思い出す。

			「お、おい伊織。あまり離れるんじゃない」

			「……？」

			　やたら密着してくるエルフィに首を傾げているうちに、階段の下に着いた。

			　階段の先に、部屋が広がっている。ベタだが、屋敷の下には地下室があるようだ。

			　それも結構広い。

			　明かりも何もない、真っ暗な部屋だ。ただし、魔術と人の気配がする。

			　なら、先手必勝だ。

			「――――」

			　踏み込むと同時に攻撃を仕掛ける。

			　魔術を使用しようとして、異変に気付いた。

			　体内から、急激に魔力が吸い出されている――――。

			　それに気付いた瞬間、風が吹いた。

			　剣を抜き、それを弾く。

			「伊織――」

			　それと同時に、隣に立っていたエルフィの首が飛んでいた。

			　風の刃が頭と胴体を切り分けたのだ。

			　ドサリ、と音を立ててエルフィの胴体が地面に倒れ、遅れて頭が落ちた。

			「……！」
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			　体内の魔力が完全に消失した。魔力欠乏による酩めい酊てい感に襲われ、膝を突く。

			　足元を見れば、真っ赤に輝く魔法陣が刻まれていた。

			　対象の魔術を消失させたからか、魔法陣は輝きを消す。

			「……結界か」

			「ご名答」

			　パチパチと拍手が響き、室内に明かりが灯る。

			　正面に複数の人狼種ウエアウルフが立っていた。

			「そろそろ来る頃だと思ったので、準備して待っていたんですよ」

			　ニタニタと笑みを浮かべ、マーウィンは言った。

			「お久しぶりですね、アマツキ伊織さん」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　大雑把に見て、全員がＣランク以上の冒険者クラス。

			　リューザスが率いていた騎士達よりも、個の実力は高いであろう人狼種。

			　精鋭らしき五人を左右に並べ、マーウィンがネットリとした口調で話しかけてきた。

			　俺の名を呼ぶニュアンスから、あいつが俺の正体に気付いていることは分かった。

			「……どうして俺達が来ると分かった？」

			「王国にいる知人から連絡がありましてね。念のために警戒しておいたのですよ」

			「……リューザスか」

			　予想通りの答えだ。人狼種が俺達を尾行していたことで、ある程度の予測はできていた。

			　マーウィンが俺達の存在に気付いていると。

			　それに加え、リューザスはなぜかマーウィンの居場所だけは知っていた。つまり、こいつらにはまだ繋がりがあるということだろう。

			「貴方達の動きは、常に部下に監視させていました。連絡がないところを見ると、すでに処分されてしまったようですがね。非常に残念です」

			　口調とは裏腹に、何の痛つう痒ようも覚えていない表情だ。最初から、あの連中は捨て駒だったのだろうな。

			「姿形は大きく変わっていますが、あぁ、確かに面影がある。まさか三十年越しに、その悍おぞましい顔を見るとは思いませんでしたよ」

			「お前も、その性根ともども変わってないようで安心したよ」

			「ええ、お陰さまでね」

			　クツクツと、マーウィンが嗤わらう。

			「貴方のことですから、あの人猫種ワーキヤツト達の店を燃やせば、その日のうちに来ると思っていましたよ」

			「……ミーシャの店を燃やしたのは、俺をおびき寄せるためだったのか？」

			「ええ、もちろん。まあ彼女達は前から目障りだったので、警告させてもらったというのもありますがね。邪魔者は消え、貴方もおびき寄せられる。一挙両得とは、まさにこのことですね？」

			　仲間は選んだ方がいいという、エルフィの言葉を思い出す。

			　人は急には変わらない。この様子では、ともに戦っていた頃から、こいつの性根は腐りきっていたのだろう。

			　俺達をギルドに加入させなかったのは、挑発と言ったところか。

			　自分がいる限り、目的は達成できないぞという。

			「――〝魔奪いの結界〟。魔力を吸い尽くされた気分はどうです？」

			　魔力の欠乏で動けない俺を見て、マーウィンがクツクツと嗤わらう。

			　結界。以前から、マーウィンが好んで使っていた魔術だ。

			　三十年前に俺を罠わなに嵌はめた時も、こいつは結界を使っていた。

			　マーウィンが口にした、〝魔奪いの結〟。事前に仕込みが必要な、上級の結界魔術だったはずだ。

			　結界を発動させるための仕掛けが、近くにあるのだろう。

			　おそらくは、この部屋の裏側辺りに。

			　効果は、対象の魔力を吸い尽くすまで継続して発動するというものだ。今は俺の魔力を吸い尽くして、役目を終えているようだが。

			　魔石の効力は奪われていないようだが、使用するには最低限の魔力が必要となる。完全に空になってしまえば、魔石を使用することはできない。

			「しかし、拍子抜けです。この結界はそこのお仲間のために用意したというのに、魔力を奪うまでもなく死んでしまうとはね」

			「……てめぇ」

			「おや、動きませんか。どうやら、多少は、冷静に物事が見れるようになったみたいですねぇぇ？」

			　首から上を失って転がっているエルフィの胴体を指差して、マーウィンが嫌らしく笑う。

			　挑発されている。

			　だが、魔力を失った体は思うように動かない。

			　剣の柄を握り締めるも、まだ動けない。

			「ああ、そうだ。――〝火炎弾フレイム・バレツト〟」

			「ッ」

			　マーウィンの腕から、勢いよく炎が放たれる。

			　剣で受け流すも、その熱にジリジリと肌を焼かれた。

			「これは……店を燃やしたのはお前か？」

			「さあ、どうでしょうね」

			「……違うみたいだな。やったのはどいつだ？　答えろ」

			「ご冗談を。今度は私が手ずから、あの店のように貴方を燃やしてあげましょう」

			　その直後、連続して火炎弾が飛来する。

			　俺はそれを、剣で受け流すことしかできない。

			　そんな俺の姿を、人狼種ウエアウルフ達は口笛を吹いて楽しんでいる。

			　だが、長くは続かない。

			　やがて火炎弾をモロに喰らい、俺は地面を転がった。

			「無様ですねぇ。かつての貴方が見たら、さぞ嘆くことでしょう」

			　魔術の手を止めて、マーウィンが嗤わらう。

			「……てめぇッ」

			「あぁ、それですよ、そ・れ。貴方の救世主面は見ていると気分が悪くなる。その余裕のない表情、いいですねぇ」

			　倒れても、剣の柄は離さない。

			　剣を握ったまま、マーウィンを睨む。

			「人間が滅ぶ姿を見せたら、さぞいい表情をしてくれるのでしょうねえ」

			　俺を見ながら身を震わせて笑うと、堪え切れないといった様子でマーウィンはそう言った。

			「……人間が滅ぶだと？」

			「じきに魔王オルテギアが力を取り戻す。そうなれば、人間は滅ぶでしょう」

			「お前……魔王側に寝返るつもりか？」

			「力ある者に付くだけです。私はまだ死にたくないのでね」

			　仲間もすでにそのことは知っているのか、後ろに控えている人狼種に動揺はない。

			「最初の標的はここ――連合国。私達は侵略の手伝いをして、晴れて魔王軍入りというわけですよ」

			「……そうやって、自分が助かるために、また他人を売ろうとするのか」

			「ええ。私は自分が一番大事ですからねぇ。それが何か間違っていますかぁ？」

			「…………」

			「まぁ、いいです。そろそろ終わりにしましょうか。三十年前の亡霊にはここでご退場願いましょう」

			　そう言って、マーウィンが再びこちらに腕を向けた。

			「さて、では覚悟はいいですか？」

			　どうやらこれ以上、会話をする気はないらしい。

			　……潮時だな。

			「〝火炎弾フレイム・バレツト〟」

			　飛来する火炎弾。

			　それに対して俺は、

			「――〝魔技簒奪スペル・デイバウア〟」

			　魔術を行使する。

			　放たれた魔術の威力が減少するのを確認し、握った剣で軽く両断した。

			「なに……？」

			　驚きよう愕がくの表情を浮かべるマーウィンを前に、ゆっくりと起き上がる。

			　火炎弾をモロに喰らったが、大したダメージはない。

			　ローブの耐魔性と、『防魔の腕輪』の効果で威力が激減しているからな。

			「……魔力はすべて奪い尽くしたはずだ」

			　先ほどから、ずっと握っているのは『翡ひ翠すいの太刀』だ。

			　その効果の一つに、地に足が付いている限り、魔力を少しずつ回復していくというものがある。

			　魔力の絶対量が少ない今、さっきの会話の間でほとんどの魔力が回復した。

			「……結界よ！」

			　マーウィンが腕を振り上げ、結界の発動を促す。

			　しかし、結界は発動しない。

			「どういうことだ……」

			「どうした。仕掛けは終わりか？」

			「ッ……あまり調子に乗らない方がいいですよ……！」

			　マーウィンが指を鳴らした。

			　部屋の裏に控えている伏兵に合図を出したのだろう。

			　だが、誰も出てこない。

			「……どうして誰も出てこない!?」

			　明らかに、マーウィンは動揺している。

			　どうやら、仕掛けはこれで終わりらしい。

			「まだ気付いていないのか？」

			「何を……ッ？」

			　俺をいたぶることに集中しすぎたようだな。

			　首を切断されて、地面に転がっていたエルフィの頭と胴体。

			　そのどちらもが、今は消えている。

			「出てきていいぞ、エルフィ」

			「……うむ」

			「は!?」

			　壁の裏側へと通じる扉が開き、中からエルフィが姿を現した。

			　斬り落とされたはずの頭は繋がっており、傷は一つもない。

			　幽霊でも見るような表情で、マーウィンはエルフィを見ている。

			「伊織が警戒しろというから、わざわざ殺された振りをしたというのに。駄犬が数十匹、控えていただけではないか」

			「ああ、悪い。これなら正面から戦っても良かったな」

			「な……な？」

			　エルフィは現在、首から上だけしかない。それ以外の部位はすべて分身体だ。

			　マーウィンの罠わなを警戒した俺は、分身体を利用して死んだ振りをし、注意がそれている間に仕掛けられている罠わなをどうにかするよう、エルフィに頼んでいた。

			　マーウィンは俺達のためにいろいろな結界を仕込んでいるようだったが、すべてエルフィが破壊してくれたようだ。

			　これで残るのは、マーウィンと精鋭の人狼種のみ。

			「さて、覚悟はいいか？」

			　俺はエルフィと並び、マーウィンへと剣を向けた。

		

	
		
			第二十三話　『自業地獄』

			　

			　敵の数は六人。

			　マーウィンはもちろん、他の五人も逃がしはしない。

			「あまり調子に乗るなよ……アマツキ伊織」

			　マーウィンが気炎を吐くと、控えていた人狼達が前に出てきた。

			「劣等種にんげんの分際で好き勝手やりやがって」

			「どういう手品か知らねえが、裏の連中を殺ったくらいで、いい気になってんじゃねえぞ？」

			「冒険者にもなれなかったカスどもがよぉ」

			「あの爺どもとは違って、テメェらは骨も残さず焼いてやるよ」

			　四人の人狼種が武器を構え、残りの一人がマーウィンを守るように立っている。

			　どうやら、こいつらが最後の切り札のようだ。

			　咆ほう哮こうとともに、四人の人狼種が同時に動き出した。連携の取れた動きで、あっという間に距離を詰めてくる。

			　狩猟を得意とする種族なだけあって、人狼種達の動きは俊敏だ。

			「――〝魔眼・重圧潰〟」

			「ッ！」

			　エルフィが作り出した重力も、初見だというのに躱かわしてみせた。

			　広い部屋に、連中はバラバラに分かれる。

			「――はァ!!」

			「ッ、はや――!?」

			　跳躍した人狼種のうちの一人の着地点、そこへ斬りかかる。

			　人狼種は握った斧で対応しようとするも、それより早く斧を握る手首を斬り落とす。返す刃で両足を切断した。

			「づぇ、ああああァァ!?」

			　想像以上に、翡ひ翠すいの太刀が手に馴染む。

			　太刀の効果である〝身体強化〟と、魔石で発動した〝身体強化〟の二重がけのお陰で体も軽い。

			「人間がァァ！」

			　剣を構えた人狼種がもう一匹、接近してくる。

			「〝創造クリエイト・砂サンド〟」

			　魔石で砂を生み出すと同時、

			「〝旋風ホワール・ウインド〟」

			「め、目がっ!?」

			　風を生み出し、手のひらの砂を接近してくる人狼種ウエアウルフへ吹き付ける。顔面に砂を受けた人狼種が、目を押さえて動きを止める。

			　その隙に、足を斬り落として身動きを取れなくした。

			「あし、足がァああああッ!?」

			　その間に、二人の人狼種がエルフィの方へ近づいていた。

			　魔術師だから、接近すれば勝てると考えたのだろう。

			　だが、甘い。

			「こいつ……魔術師じゃないのか!?」

			「なんて動きだ……！」

			　人狼種ウエアウルフ二人の同時攻撃を、エルフィは軽々と躱かわしていく。

			　エルフィは魔眼を使った遠距離攻撃以外にも、卓越した身体能力を持っているのだ。

			「舐めるなよ、駄犬ども」

			　人狼種達の武器を巧みに回避し、その合間に小規模な〝灰燼爆〟で攻撃していく。

			　さすがの動きで飛び退く人狼種だが、接近戦はむしろ魔眼を喰らう危険があると判断したのだろう。

			「く、――〝火炎弾フレイム・バレツト〟」

			「〝岩石弾ストーン・バレツト〟」

			　二人は距離を取り、魔術を発動した。

			　炎と岩の弾丸が同時に放たれる。

			　悪手だな。

			　魔術の行使には、一瞬だけ足が止まってしまう。

			「――おすわりだ」

			　その一瞬に、エルフィは放たれた魔術ごと、二人の人狼種を重力で押しつぶした。

			　一瞬で地に伏せられ、二人の骨がミシミシと軋きしむ。

			「があぁぁああっ!?」

			「ごぇえええッ」

			　何本かの骨が折れたようで、二人の人狼種は動けなくなった。

			　これで四人とも、戦闘不能になったな。

			　残りは二人だ。

			「あ、貴方はあの二人を抑えなさい！　私はここから離脱します！」

			「な、そんなマーウィンさんッ!?　お、俺もッ！」

			　自分だけ逃げ出そうとするマーウィンと、仲間がやられる姿に恐れをなしてそれに続こうとする人狼種ウエアウルフ。

			　背後にあった壁に向かって走り出す。

			　マーウィンは後方で支援するタイプの魔術師だった。矢面に立って、戦うタイプではない。

			　どうやらそれは、今も変わっていないらしい。

			　仲間を見捨て、一目散に逃げ出そうとしている。

			「背を向けるとは、馬鹿にしているのか？」

			　マーウィンに続こうとした人狼種の足が、エルフィの魔眼で爆ぜた。

			　足を失った人狼種が地面に倒れ込む。

			「なに、なにがぁぁあ!?　たずげてぇッ」

			　前を走っていたマーウィンの足を、人狼種が握る。

			「ッ、抑えろと言ったでしょう……！」

			　その手を蹴り飛ばすと、マーウィンは部屋の壁へと到達した。

			　手に魔力を纏まとわせて壁に触れる。

			　どうやら、地下への入り口と同じように、魔力を流すと道が開く仕掛けがあるようだ。

			　……逃がすわけがないだろう。

			「リーダーなら、仲間を置いて逃げるなよ」

			「づ!?　い、ぎぃぃぃいああ」

			　壁に触れたマーウィンの手のひらに、投とう擲てきした予備の剣が突き刺さった。

			　壁に手を縫い付けられて、マーウィンが絶叫する。

			「ようやく、捕まえた」

			　ゆっくりとマーウィンに近づき、地面に引き倒す。

			　逃げられないように、足の一本を踏み抜いた。身体強化のお陰で、マーウィンの足は容易くへし折れる。

			「ぇ……ぃああ」

			　涙を流し、泡を吹いてマーウィンは気絶してしまった。

			「起きろ」

			　もう片方の足をへし折って目を覚まさせた。

			　こんなもんで、へばってもらっちゃ困る。

			　まだ、復ふく讐しゆうは始まったばかりなのだから。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　足や手を失って、身動きが取れなくなった人狼種ウエアウルフ六人。

			　その全員を引きずって部屋の中央へと集めた。

			「悪いなエルフィ。少しだけ時間をもらうぞ」

			「構わん。好きなようにするといい」

			　エルフィは少し離れたところで、連中が怪しい動きをしていないかを見張っている。何か動きを見せたら、殺すように頼んでおいた。

			「分かっていると思うが、これからお前らを殺す」

			　ひっ、と地面に転がっている連中から悲鳴が上がった。

			　いつもの冷静さは消え、マーウィンも今は怯えた表情を浮かべている。

			　そりゃあ、そうだろう。誰だって死ぬのは嫌だ。

			　……俺だって、嫌だった。

			　だが、俺を騙して裏切って殺したんだから、自分が殺されたって文句は言わせない。

			「だけど皆殺しにするのも可哀想だし、俺の言う通りにしてくれたら考えてやってもいい」

			「な、何をすればっ」

			「教えてくれ！　何でもやる！」

			　凄い食いつきっぷりだな。

			「まず……だ。いたらでいいんだが、ゾォルツ……あの鍛冶屋を燃やした奴はここにいるか？」

			　その問いを投げた瞬間、マーウィンを追って逃げようとした人狼種が一番最初に声を上げた。

			　横に倒れている人狼種を指差し、

			「あいつだ！　あいつが〝火炎弾フレイム・バレツト〟を撃ちこんで燃やしたんだ！」

			「げ、ゲイル！　てめえふざけんじゃねえ！」

			「うるせえ！　テッド、てめえがマーウィンさんの指示で店を燃やしに行ってただろうが！　さっきだって、あの爺と同じように燃やしてやるって叫んでたしよぉ！」

			　どうやら、鍛冶屋を燃やした人狼種はテッドというらしい。

			　顔面を蒼白にし、自分を指差したゲイルという人狼種を激しく罵ののしっている。

			　エルフィが片付けた伏兵の中にいたらどうしようかと思ったが、運のいいことに生きていたようだ。

			「なるほど、お前がやったのか」

			「ひっ、まっ、待ってくれ！　やったのは俺だけじゃない！　お、おいフランツ！　てめぇも俺に協力してたよなぁ！」

			「はぁ!?　オレはただ、人が来ないか見張ってただけだ！　燃やしたのはてめぇだろうが！　お前、いっつも他人に責任なすりつけやがって！　いい加減にしやがれ、クソが！」

			　テッドはフランツと呼ばれた人狼種を指差し、罪をなすりつけようとする。

			　しかし、フランツと呼ばれた人狼種が必死に否定している。

			「協力したのは事実じゃねえか！　あ、そ、そうだ。お、俺に指示を出したのはそもそもマーウィンさんだ！　俺はただ、それに従っただけだ！　だっ、だから悪いのはマーウィン、そうマーウィンが悪いんだよ！」

			「そうだ！　殺すんなら、マーウィンにしてくれ！　オレ達は悪くねぇ！」

			　気付けば、二人はマーウィンに罪を押し付けていた。

			　それまで話を聞いていたマーウィンは、呆然とした表情を浮かべる。

			「貴方達……何を、言って」

			「うるせえ！　てめぇのせいだ！」

			　……醜いな。

			　これ以上は見るに堪えない。

			「なるほど、分かった」

			「ひっ!?」

			「ま、待ってくれ！」

			　ゾォルツ達の店を燃やした者と、それに協力した者。二人を引きずって、部屋の隅へ行く。

			　それから、ポーチに入った液体を取り出した。それを二人の頭からぶちまける。

			「こ、これって」

			「あ、油……？」

			　あの鍛冶屋が燃やされたのは、俺が原因でもある。だから、彼女達の復ふく讐しゆうは俺が代わりに果たそう。

			「店を燃やし、中にいた二人にも危害を加えた。下手をすれば、二人とも死んでいたかもしれない。マーウィンの指示だろうが、やったのはお前達だ」

			　魔術で火を作り出す。

			　火炎弾フレイム・バレツトほどの威力はない、下級の魔術だ。

			　だが、油をかけられた二人にはこれで十分だろう。

			「だから――同じ目に遭わされても、文句はないな？」

			「やめ」

			「待ってッ」

			　テッドとフランツ。

			　油塗れの二人へ、火を放った。

			「ぎゃあああああああッ」

			「あづ、あじぃぃいいいああ」

			　瞬く間に二人の体は炎上する。

			　焼けゆく痛みに、絶叫が響き渡った。

			　その叫びは数分以上続き、やがて静かになった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　中央には、まだ四人の人狼種が残っている。

			　二人を処分して戻ってくるなり、最初に発言したゲイルという人狼種が擦り寄ってきた。

			「あ、あんたの言う通りにしたぞ！　だから助けてくれ！　た、頼むッ」

			「ああ」

			　ヒュン、と刃が音を立て、ゲイルの首が地面へ落ちる。何が起こったかも分からないまま、ゲイルは絶命した。

			　燃やされる痛みで死ぬよりは、よっぽどマシだろう。

			　残りは三人。

			「ひぃっ!?」

			「げ、ゲイル……」

			「ど、どうして殺したんだ!?」

			　そりゃあ、考えてやると言っただけで、殺さないとは一言も言わなかったからな。

			　マーウィンが悲鳴を上げ、残りの二人も全身をガタガタと震わせている。

			「なあ、そもそもどうしてお前らはこんな目に遭っていると思う？」

			　残った二人へ、そう問いかける。

			「お前のせいじゃないのか」という視線を向けられ、思わず苦笑した。

			「そこにいるマーウィンのせいだよ」

			「……え？」

			「どういう……」

			「以前、マーウィンは俺を裏切った。恩を仇で返して、俺を殺そうとしたんだよ。だからこれはその復ふく讐しゆうだ」

			　二人がマーウィンを見る。

			　その視線に込められているのは、「お前のせいで」という怒りだ。

			「だから、仲間が死んだのも、お前らがそんな目に遭っているのも、全部そいつのせいなんだよ」

			　手足を欠損した痛みと、仲間が殺された恐怖ですでに冷静な判断はできなくなっている。

			　だから、自分がこんな目に遭っている原因を教えてやれば、怒りは容易くマーウィンへ向く。

			「な、何を言っている……!?　私を、そんな目で見るんじゃない！」

			　仲間からの怒りに晒され、マーウィンが怒鳴る。

			　だがそれは逆効果で、二人の怒りを助長させるだけだ。

			「だから、二人には選択肢をやろう。マーウィンを殺すか、お前達が死ぬかの二択だ」

			「ふ、ふざけるな！　何だそ、がふッ！」

			　俺は叫ぼうとするマーウィンを蹴り飛ばす。

			「さあ、どうする？」

			　二人の目に、希望が宿った。助かるかもしれないという、希望だ。

			「確か、マーウィンは人狼種ウエアウルフの英雄なんだろう？　同時にお前らの上司でもある。仲間だし、自分の命を犠牲にしてでも助けたいと思うか？」

			　マーウィンの不安げな視線が二人へ向けられる。

			　この二人が死ねば、自分は助かるのではないか。

			　しかし、仲間へ向けた視線は、あっけなく裏切られた。

			「マーウィンを殺してくれ！」

			「まだ死にたくない！」

			「……マーウィン。ずいぶんと良い仲間を持ったもんだな？」

			　自分を売った仲間達へ、マーウィンは激げつ昂こうした。

			「ふざけるな！　私を誰だと思っている!?　英雄だぞッ！　お前らがこの街で好き勝手できたのも、私がいたからだ！　私を殺してみろ！　魔王軍との契約は切れ、人狼種も滅ぼされる！　それでもいいのか!?」

			「うるせえ！　偉そうに言ってんじゃねえよ、クソが！」

			「てめぇのせいで俺達はこんな目に遭ってんだよ！　とっとと死ね！」

			　マーウィン・ヨハネス。

			　自分のために、俺を裏切った。魔王軍へ人間を売り、自分だけ助かろうとした。

			　そんな奴が、最後には仲間に裏切られる。

			　自業自得だな。

			「だったら、お前らの手でそいつを殺せ。そうしたら――分かるだろ？」

			　その言葉を聞くやいなや、二人はマーウィンへと跳びかかった。芋虫のように這ってマーウィンの下へ向かい、無事な方の腕でマーウィンを殴る。

			　殴り、噛み付き、二人の人狼種は自分が助かるためだけに、マーウィンを殺そうとしている。

			「や、やめっ！　やめてくれっ！」

			　マーウィンも死に物狂いで抵抗するが、二人を相手にしてはどうしようもない。魔術を使うという選択肢すら浮かばないようで、ただもがき苦しんでいる。

			　それから十数分もの間、俺は痛めつけられるマーウィンの姿を見ていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから、しばらく経った。

			「たす……けて」

			　マーウインは片耳を千切られ、肉を裂かれ、片目を潰されていた。

			　力なく助けを求めるマーウィンへ向かって、二人はなおも腕を振り下ろす。

			　もう数分もしないうちに、マーウィンは死ぬだろうな。

			「頃合いだ」

			　二人の人狼種へ、背後から一閃。首がゴロゴロと地面に落ちる。

			　吹き出した血を浴びて、マーウィンは泣き叫んでいる。

			「なぁ……マーウィン。お前とは、ともに戦った仲だ。本当なら、こんなことはしたくなかった」

			　そんな彼へ向けて、これまでの口調とは一変。落ち着いた、優しい口調で話しかけた。

			「お前は、どうして俺を裏切ったんだ？」

			　そんな俺に、マーウィンは怯えた様子で答える。

			「怖かったんだっ。私が……裏切ったことを、誰かに言われたらと、思うと。裏切り者だと、知られたら……私は地位を失なってしまう。だから……」

			「だから、俺を裏切ったのか」

			　裏切りの理由は、想定通りだった。自分が助かるために、英雄を殺そうとしたのを隠したかった。

			　確かに、俺が告発していれば、マーウィンの居場所はなくなっていただろう。

			「……お前も、いろいろと不安だったんだな。お前の不安に、気付いてやれなかった」

			　悔いるような口調で、俺はそう言った。

			「え……？」

			　血だまりから、マーウィンを優しい手つきで外へ出してやる。

			「英雄なんて呼ばれていたのに、仲間の気持ちに気付くことができないなんて。英雄失格だ」

			「あ……アマツさん……」

			「マーウィン。傷は大丈夫か？　助けるのが遅れてすまない」

			　その言葉に、マーウィンが目を見開く。悔いるような、そして申しわけないという声色で頭を下げる。

			　そんな俺の様子に、マーウィンは縋すがるように見つめてくる。

			「私を……ゆるして、くれるのですか？」

			「言っただろ？　本当はこんなこと、したくなかったって」

			「あ……あぁ」

			　その答えに、マーウィンは感極まったというように身を震わせた。そして、その瞳からポロポロと涙が零れ落ちる。

			「ゆるして、ゆるしてくれ……私が、私が悪かった……っ」

			　この瞬間に、マーウィンは初めて俺に謝った。

			　嗚咽を漏らし、頭を地面に擦り付け、震え声で何度も何度も。

			「私が……間違っていたっ！　あんな……ことを、するべきじゃなかったっ！」

			　

			　――心の底から、俺に謝罪した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ああ――その言葉が、聞きたかったんだよ」

			　満足だ。

			　ずっと、その言葉が聞きたかった。

			　前に誓ったんだ。

			　俺を裏切ったことを、心の底から後悔させる。そして、自分が間違っていたのだと、いかなる手段を使ってでも認めさせると。

			　地面を這いつくばらせ、頭を垂れさせて、心の底から謝罪させて。

			　――その上で、殺してやると。

			　涙ぐみ、詫びてくるマーウィンへ俺は微笑んだ。そしてその顔に、ポーチから取り出した油をぶちまけてやった。

			「ぶっ……。え、な」

			　何がなんだか分からない、といった表情だ。自分がかけられた液体が油だと気付き、マーウィンが震えた声で尋ねてくる。

			「アマツ……さん？　何を……」

			「だから言っただろう？　こんなことは、したくなかった。演技とはいえ、お前に謝罪するなんて反へ吐どが出るからな」

			「えっ……え？　許して、くれるんじゃ」

			「そんなこと、俺は一言も言っていないが？」

			　魔術で火を生み出し、マーウィンへと突き付ける。パクパクと口を開閉し、マーウィンが後退る。

			　両足を砕かれ、片腕も使えない今、芋虫のように地面を這いつくばるしかない。

			「なあ、知ってるか？　一番苦しい死に方は焼死らしい」

			「ひ……いやだ」

			「生きたまま体が燃えるのは、地獄の苦しみみたいだぜ？」

			「あああぁッ！　嫌だッ！　死にたくない！」

			　俺だって、あんな形で死にたくなかった。

			　信じていた仲間に殺されて、助けた人々に裏切られて。

			　あんな死に方は、したくなかった。

			「死ぬんだよ、お前はここで」

			「いやだ……いやだあああああああああああああああああッ」

			「――地獄へ落ちろ」

			　放った炎が、マーウィンを焼いていく。

			　マーウィンは甲高い叫び声を上げ、のたうち回っている。

			　裏切り者にふさわしい、自業自得で無様な姿だ。死から逃れようともがき苦しむ姿は、踊りのようにも見える。

			　それから数分間、死の舞踊は続いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　マーウィンは動かなくなった。

			　地獄の苦しみの中で、その命を落としたのだ。

			「……くく」

			　認めさせた。

			　間違いだったと、自分が悪かったのだと。

			「はははははは」

			　その上で、殺してやった。

			　許してくれるのではないかという希望を持たせて、絶望の淵へ叩き落としてやった。

			　やって、やったぞ。

			「はははははははははッ」

			　掠れた声で、俺は嗤わらう。

			「……伊織」

			　可笑しかった。

			　可笑しくて、たまらなかった。

			「あははははははッ!!」

			　だから、嗤わらった。

			　涙が溢れるほどに。

			「ようやく、一人目だ」

			　俺を裏切った奴は、まだ何人もいる。

			　一人残らず、マーウィンの後を追わせてやる。

			「はははははははッ！」

			　掠れた笑いが、地下に響き渡った。

		

	
		
			第二十四話　『裏切り者の手掛かり』

			　

			　マーウィン達の死体は、エルフィに消し炭にしてもらった。

			　血や肉の焼けた臭いは地下に染み付いてしまったようだが、こちらはどうしようもない。

			　嗅覚の発達した亜人もいるので、念のためにカモフラージュで油などを撒いて、俺達の臭いは完全に消しておいた。あれだけの人数を処分したのだから、問題にはなるだろうが、しばらくは行方不明扱いになるだろうな。

			　証拠は残していないし、記憶でも探られない限り、俺達がやったとは誰にも分からないはずだ。

			「そういえば、あの壁に隠し通路があるんだったか」

			　マーウィンが逃げようとしていた場所だ。この先に何かあるのかもしれない。

			　魔力を流すと、壁に人が通れる穴ができた。気配を遮断して、その先へ進んでみる。

			　脱出経路のようで、外に通じているようだ。

			　いくつかの部屋があり、それぞれに外へ通じる簡易的な転移陣が敷かれていた。

			　地下や隠し通路の仕掛けといい、相当な金を使っているな。

			　その部屋の中に、結界が張られた場所があった。

			　結界を砕いて中に入る。

			「ここは……書斎みたいだな」

			「上にあったのはカモフラージュか」

			　椅子や机など、かなり金の掛かった調度品が飾られている。机に置かれていた資料を漁ってみると、マーウィンが行ってきた黒い取引などについてが書かれていた。

			　国の議員と繋がっているという話は本当なようで、それ絡みの物もいくつかある。

			「ふむ、真っ黒だな。この資料、明るみに出れば大騒ぎになりそうだ」

			　先に見ていれば証拠をばらまいてマーウィンを失脚させ、落ちぶれたところを……というシナリオもあっただろうが、復ふく讐しゆうを果たした今、これを読んでも特にどうかしようとは思わない。

			「ん……」

			　エルフィは机に置かれていた白紙の便箋を凝視している。特に興味もなかったので、別の場所を漁ることにした。

			「やっぱり、かなり貯めこんでたな」

			　金庫の鍵を魔術を使って開けると、中から魔石が出てきた。俺が持っているような拳大のものではなく、小石程度の小粒だが。それでも換金すればかなりの金額になるはずだ。

			　王国から必要な分の金額は盗んできたし、今のところ金は必要ない。

			「……ああ、そうだ」

			　使い道を思いついたので、魔石はポーチの中へ放り込んでおいた。

			　あいつがやったことなのだから、あいつの金で責任を取らせよう。

			　それから数分の間、部屋の中を漁ったが、これといって興味のある物は出てこなかった。魔王軍と繋がっていると言っていたが、それに関しても特に何もない。

			　そろそろ潮時か、と漁ったものを片付けていた時だ。

			「伊織、こっちへ来い」

			　いつの間にか魔眼を発動させたエルフィが、白紙の便箋を手に俺を呼ぶ。

			　何やら難しい表情をしている。

			「どうかしたのか？」

			「この便箋から、微かに魔力を感じてな。〝検魔眼〟を使って見てみたら、厳重な封印が施されていた」

			　覗いてみるが、ただの便箋にしか見えない。だが、言われてみれば、確かに違和感を覚える。

			　この違和感の正体は魔力のようだ。

			「読めたのか？」

			「ああ。お前にも関係のあることが書かれていたぞ」

			　そう言って、エルフィは手紙を読み始めた。

			　内容を要約するとこうなる。

			　どういうわけか生きていた〝英雄アマツ〟と、それに与する魔族を殺害した。放っておけば魔王軍にも被害が出ていただろうから、事前に処分した自分のことをオルテギアに伝えて欲しい。証拠として亡骸を渡すから、一度直接会いたい。使いの者をそちらに送る。

			　文中に一度だけ、手紙の受取人の名前が出ていた。

			「『ベルトガ』というのが、今この街に来ている魔王軍の手の者らしいな」

			　その名前に、息を呑んだ。

			「それにしても、あの人狼種ウエアウルフ、戦う前から私達を殺した気でいたらしいな。まったく、舐められた……どうした、伊織？」

			「そのベルトガという男を、俺は知っている」

			「何だと？」

			　鬼族の中に、同じ名前の男がいた。

			　ディオニスの配下で、最終決戦の直前に会話している。

			　そして――。

			「リューザスの記憶の中で見た、裏切り者の一人だ」

			　もしかしたら、同名の魔族がいるのかもしれない。

			　あの鬼族とは、まったくの別人かもしれない。

			「だが、本人なら必ず殺してやる」

			　おそらく、このベルトガはまだこの街のどこかにいるはずだ。煉獄迷宮の中にいるという可能性もある。

			　迷宮討伐隊が組まれているし、もしかすれば炎魔将とともに迷宮を守っているのかもしれないな。

			「行こう、エルフィ。そろそろ退散しよう」

			　裏切り者へ復ふく讐しゆうできた。それに加えて、次の復ふく讐しゆうをするための手掛かりまで手に入れた。

			　これ以上ない収穫だ。

			「ああ、分かった」

			　来た時と同じように闇に紛れ、俺達はマーウィンの屋敷を後にした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　鍛冶屋が炎上してから、一日が経過した。

			　日が昇り始めた頃。重度の火傷やけどで入院していたゾォルツの病室に、一人の魔術師がやってきた。

			　温泉都市でも指折りの治癒魔術師だ。

			　かなりの腕前の持ち主だが、それゆえに依頼にはかなりの金額が必要だ。

			　ゾォルツに寄り添っていたミーシャは、とてもではないが報酬は払えないと魔術師に言った。

			　だが、その魔術師は首を横に振り、「すでに前払いで金はもらっている」と答えた。

			　結局、ミーシャの立会のもと、魔術師によるゾォルツの治療は行われた。

			　火傷やけどによる傷は酷く、中級の治癒魔術では治しきれない。このままでは、後遺症が残るとすら言われた。だが、この魔術師は上級までの治癒魔術を行使することができる。

			　長い詠えい唱しようを行い、魔術師が治癒魔術を発動した。

			　包帯に覆われていた部分へ光が降り注ぎ、その火傷やけどを癒していく。

			　ほんの数十分で、ゾォルツの傷はほぼ完璧に治ってしまった。

			　傷を見た医師も、これならばすぐに退院できると太鼓判を押すほどだ。感謝してもしきれないと、ミーシャは何度も魔術師に頭を下げた。

			「いったい、誰がお金を払ってくれたんですか？」

			　その問いに、魔術師はこう答えた。

			「黒髪の少年と、銀髪の少女の二人組だ」

			　去っていく魔術師を呆然と見送ったミーシャ。小さく息を吐き、先ほどまでと違って安らかに眠っているゾォルツへと視線を向ける。

			「……ん？」

			　そこで、ゾォルツの枕元に、それまでなかった革袋が置かれていることに気付く。

			　手にとって見ると、ずっしりとした重みが伝わってくる。

			「これは……」

			　中には大量の金貨と、「これで店を直してくれ」という手紙が入っていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「これで一段落、といったところか」

			　俺達は、病院から出ていく治癒魔術師を見ていた。

			　あの魔術師なら、もうゾォルツは大丈夫だろう。

			　マーウィンの屋敷から出た後、俺達はゾォルツの傷を完治できる治癒魔術師を探し、治癒の依頼をしてきたのだ。

			　料金は、マーウィンの屋敷にあった魔石を換金した魔石の分で払っておいた。残りの金はすべて、ゾォルツの下へ置いてきた。

			　あれだけあれば、鍛冶屋を立て直すことも可能だろう。

			　あの店が燃やされた原因に、俺も関わっている。だから、一応の後始末はしておいた。

			　金はマーウィンのモノだが、責任のほとんどはあいつにあるのだから問題ないだろう。

			　まだ、この街でやるべきことはたくさん残っているが、マーウィンに関しては決着した。

			「行こうか、エルフィ。一度宿に帰って休もう」

			「私はお腹が減ったぞ。帰りに何か食べていきたいな」

			　こうしてエルフィとともに、宿への道を歩き始めた。

			　

			　まずは、一人目。

			　俺を裏切った奴を一人、あの世に送ってやった。

			　後悔させ、心からの謝罪をさせて、その上で殺してやった。

			　清々しい気分だ。堪らない。最高だ。

			　だけどこんな程度じゃ終わらない。終わらせてたまるか。

			「リューザス、ディオニス、ルシフィナ、そしてベルトガ。誰一人として逃がさない」

			　マーウィンと同じように全員を殺し尽くすまで、終わらない。

			　

			　――それが、俺の復ふく讐しゆうなのだから。

		

	
		
			閑話　『おぞましい笑み』

			　

			「ふぅ……」

			　鎧よろいを身に纏まとい、具足を装着しながら、ユリファ・スプラトスは緊張から息を吐いた。

			　この後のことを考えると、胃がキリキリと絞られる。

			　なぜなら今日は――世界の命運がかかった〝勇者召喚の儀〟が執り行われる日なのだから。

			　

			　約三十年前、オンリィン王国は異界の勇者を召喚した。暴ぼう虐ぎやくの限りを尽くす魔王から、人間を救うためだ。

			　召喚に応じ、この世界に現れたのは〝英雄アマツ〟と呼ばれる一人の男だった。彼は仲間とともに戦い、瞬く間に魔王軍を蹴散らしていく。劣勢だった人間軍は立ち直り、英雄アマツと協力して魔王軍を追い詰めていった。

			　しかし、魔王城での最終決戦で、英雄アマツは魔王オルテギアに深傷を負わせたものの、敗北してしまった。それから驚異的な速度で魔王軍は立て直しを図り、人間は現在に至るまで、魔王軍に劣勢を強いられている。このままでは、人間が滅ぼされるのも時間の問題だ。

			　だから、オンリィン王国は、再び異界から勇者を召喚することにした。英雄アマツと同じ最強の存在を召喚し、今度こそ魔王軍を滅ぼす。そのための儀式が今日、行われようとしている。

			「あぁ……緊張する」

			　ユリファが王国騎士団に所属してからはや三年。辛い訓練と男だらけの職場に耐え、国を守るために今日まで頑張ってきた。女だからと舐められ、雑用を押し付けられたことも何度もあった。上官や同僚の顔色を窺い続けてきた。

			　その苦悩に耐え続けたお陰で、ユリファは今日、国王陛下の護衛という名目で、名誉ある召喚の儀に立ち会えることになったのだ。

			「どんな人が来るんだろうな……」

			〝英雄アマツ〟は灰髪で長身な美形の男と伝えられている。戦う姿はさぞかし格好良かっただろう、とユリファはぼんやり頭の中で考える。

			「……今日召喚される勇者も、イケメンだといいなぁ」

			　むさ苦しい騎士や根暗な魔術師どもはもう見飽きた。

			　イケメン勇者様と仲良くなりたい。

			　そんなことを考えている間に、ユリファは身支度を整え終えた。

			「よし……完璧」

			　装備はいつもより念入りに磨かれ、髪も綺麗に整えられている。

			　目の前の鏡には、赤髪の女性騎士が映っていた。表情をキリッとさせれば、それなりに美人に見えると、ユリファは自賛する。

			「……勇者様とお近づきになって、勝ち組人生を送ってやるんだ」

			　そんな気楽なことを考えつつ、ユリファは『儀式の間』を目指して部屋を後にする。

			　この気楽な考えが打ち砕かれるのは、ほんの数十分後のことだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			『儀式の間』。人間を創り出した〝聖光神〟メルトが残したという、召喚陣が刻まれた神聖な部屋だ。

			　普段は立ち入りが禁止されている部屋の中に、複数の人間が集まっていた。

			　国王たるグランシル・クロイツ・オンリィンを始めとして、複数の臣下、護衛のための騎士、召喚を執り行う魔術師。かつて英雄アマツとともに戦った宮廷魔術師、〝大魔導〟リューザス・ギルバーンの姿もある。

			　重鎮だらけの部屋の中で、ユリファは背筋を正し、召喚が行われる現場を見守っていた。

			　儀式の間の空気は重い。

			　召喚陣は連続して勇者を喚ぶことができない。一度使用すれば、次に勇者が喚べるようになるまで、数十年の間を置かなければならないのだ。

			　また、召喚には莫大な量の魔力が必要となる。この日のために、王国は魔石の使用を節制してきた。

			　失敗すれば数十年の間、勇者は喚べず、莫大な魔力が無駄になってしまう。そのため、部屋にいる誰もが祈るような気持ちで召喚陣を見つめていた。

			「――〝聖光神〟の威光をここに」

			　魔術師達による詠えい唱しようが始まった。召喚陣に魔力が流れ込み、眩まばゆい光を放ち始める。

			「救世の証を宿す、勇ある者よ」

			　魔力の奔ほん流りゆうに『儀式の間』が激震する。

			　国王が目を細め、家臣達がどよめき、騎士が身構えた。

			　詠えい唱しようの進行とともに、部屋に張り詰めた緊張が最高潮に達し――。

			「――異界から来たりて、悪しき神の下僕を討ち滅し給え!!」

			　――ここに詠えい唱しようは完了された。

			　目を灼やく輝きと荒れ狂う暴風、地を奔はしる稲妻の如く魔力の奔ほん流りゆう。そのすべてが、詠えい唱しようの終わりとともに消失する。それまでの激しさが嘘であったかのような静寂が、『儀式の間』を覆った。

			　その場の誰もが成功を確信していた。

			　なぜならば――召喚陣の中央に、一人の少年が立っていたからだ。

			「お……おぉ！」

			「成功だ！」

			　儀式を成功させた魔術師達が、歓喜の叫びを上げる。他の者は、現れた勇者を見て、呆然と口を開いて固まっていた。

			　ユリファも、勇者を見て固まっていた。

			（本当に成功したんだ……凄い）

			　ただし彼女は思考が停止していたのではなく、

			（あれが勇者……。よし、男！　黒髪で、歳は十六くらいかな？　結構若いなぁ。体は細め。顔は……悪くない）

			　勇者の容姿を品定めしていた。

			　最初に平静を取り戻したのは国王だった。

			「――ようこそ、異界の勇者殿。どうか、この世界を魔王から救っていただきたい」

			　呆然と佇たたずむ勇者へ、威厳のある声で話しかける。

			「どこだ……ここは」

			　外見の幼さに似合わず、勇者の口から出てきたのは嗄かれたような低い声だった。斬り付けるような鋭い双そう眸ぼうで、周囲を見回している。

			「ここはレイテシア。勇者殿が住んでいた世界とは別の世界といえよう」

			　勇者の鋭い視線が、国王へと向けられる。

			「レイ……テシア？」

			「そうだ。そして現在、レイテシアは魔王によって滅亡の危機にある」

			　呆然とする勇者へ、国王がこの世界の事情を語り始めた。しかし、勇者は話を聞いているのかいないのか、呆然と視線を彷徨わせている。

			「貴様――話を聞いているのか！」

			　その様子に痺しびれを切らしたリューザスが、勇者を怒鳴りつけた。

			「国王陛下の御前であるぞ！　顔を上げろ!!」

			　勇者に向かって、いきなりそれは失礼なんじゃ……とユリファは内面で焦る。

			　あっちは召喚されたばかりなんだから、ぼーっとしちゃうのも無理ないだろうし。

			　そう思いつつも、一騎士のユリファがそれを口にできるわけもなく、ただ現状を見守るしかない。

			　勇者様、怒らないかな……とユリファが不安げに見ていると、国王がリューザスを制した。

			「良い、リューザス。勇者殿はまだ混乱しておられるようだ。そう急かすことはない」

			「……はっ」

			　国王の言葉に、リューザスは素直に引き下がった。それを見て、ユリファが安心して息を吐いたのも、束の間。

			「――――」

			　勇者の表情が豹変するのを、ユリファは見た。

			「ひっ」

			　それは、憤ふん怒ぬの形相だった。まるでこの世界の憎悪をすべて集めたかのように、表情が歪みきっている。大きく見開かれた双そう眸ぼうには、一切の光がなかった。

			　そのおぞましさに、ユリファの喉がなる。

			　人間はあんな表情ができたのかと、ユリファは思ってしまった。生まれて二十数年、それなりに人の顔色を窺って生きてきたユリファだが、あんな顔を見たのは初めてだった。

			　ユリファが恐怖に身を竦すくませるのと同時。

			「あァあああああああッ!!」

			　獣のような咆ほう哮こうをあげながら、勇者が弾けるように駆け出した。リューザスに向かって、ありえない速度で迫る。

			　勇者の唐突な行動に、誰も動くことができない。

			「なっ!?」

			　リューザスが杖で対処しようとするが、勇者の速度はそれを上回っていた。

			　鋭い拳がリューザスの顔面を撃ち抜き、一撃でその意識を刈り取る。勇者はその上に跨またがって、何度も拳を振り下ろし始めた。

			「待て、勇者殿！　何をしているのだ!?」

			「早く取り押さえろ!!」

			　その時になって、ようやく周りの騎士達が動き出した。リューザスを殴り付ける勇者に向かって走り出す。

			「行くぞ、ユリファ！」

			「あ……ぁあ」

			　その中で、ユリファは動けなかった。

			　気付いてしまったからだ。

			　

			　――リューザスを殴り付ける勇者の表情が、喜悦に歪んでいることに。

			　

			　勇者はすぐに取り押さえられた。騎士が後頭部に打撃を加えて気絶させたのだ。

			　リューザスは救出され、命に別状はなかった。幸い、治癒魔術で回復する程度の傷でしかなかった。

			　人間を救うために召喚された勇者の暴挙に、王国の人間は頭を抱えることになる。勇者はひとまず捕ほ縛ばくされ、地下牢へ収監されることとなった。

			「…………」

			　結局、ユリファは勇者が捕らえられるまで、何もできなかった。上官に怒鳴られて、ようやく身動きが取れたほどに、体が竦すくみきってしまっていたのだ。

			　この段階で、勇者様とくっつくなどという考えは粉々に砕け散っていた。

			　頭の中に、勇者の見せた歪いびつな表情が焼き付いて消えてくれない。リューザスを殴り付けている時の笑みが、忘れられない。

			　頑強な結界と厳重な監視体制が敷かれ、勇者はもう暴れることはできない。

			　だが、ユリファにはとうてい、あんな顔を見せた男がこれで済むとは思えなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　だが、目を覚ました勇者は大人しかった。牢に入れられているというのにまったく抵抗せず、落ち着いた受け答えもできている。

			　なぜリューザスに襲いかかったのか、と訪ねたところ、勇者は「記憶にない。自分は何かしてしまったのか」と不安げに口にするだけだった。

			　ユリファも監視の任を与えられ、嫌々見張りについたが、あの時の表情が嘘のように勇者は穏やかな表情をしていた。暴れるどころか、迷惑をかけてすいませんと謝ってくるくらいだ。

			　その様子に、周りの騎士は拍子抜けしているようだった。

			　ユリファも、そんな勇者に驚いていた。牢屋の中でおとなしく座っている姿を見ると、ただの少年にしか見えない。あの時とはまるで別人のようだ。

			　それからすぐに、リューザスの件は不問とされることが決まった。勇者の様子から、召喚の副作用か何かで錯さく乱らんしていたのだろう、という結論が出されたからだ。それになにより、世界を救うために召喚した勇者をいつまでも牢屋に入れておくわけにいかない。

			　勇者は牢屋から出され、国王の下へ連れて行かれた。そこで、国王が出した「勇者として戦って欲しい」という条件を、勇者はすんなりと受け入れた。これから人間のために戦うと。

			　そこで、勇者の名前が明らかになった。

			　――天あま月つき伊い織おり。

			　それが、勇者の名前だという。

			　伊織が大人しく国王の言葉に従ったことに、城の人間は一様に胸を撫で下ろした。あのまま勇者が錯さく乱らんし続けていれば、召喚の儀がすべて無駄になっていたからだ。

			　これでようやく、人間は魔王軍へ反撃することができる。

			　しかし、周りの人間が胸に希望を抱いていく中、ユリファだけはそうは思えなかった。

			　ユリファは生まれつき、人の表情を読むことに長けていた。騎士として儀式の間に参加させてもらえたのも、『気が利く』と上官から認められていたからだ。

			　その長所ゆえに、ユリファの不安は拭えない。

			（あの、表情――）

			　あれを本当に、錯さく乱らんしていたからと済ませていいのだろうか。

			　本当に、伊織は勇者として戦ってくれるのだろうか。

			（あのヤバイのを見逃すとか、皆どうかしてるよ……。イケメンとかそういう次元じゃないもん、あれ）

			　ユリファを除き、勇者のおぞましい表情を気に留めている者はいない。同僚にそのことを告げても、臆病者だと笑われるだけだ。

			　どれだけ従順な伊織の姿を見ても、ユリファの不安が消えることはなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　しかし、そんなユリファの不安とは裏腹に、王城では何事もなく時がすぎていった。

			　牢屋から出た後も、伊織は大人しく、また従順だった。決められたスケジュールに従い、魔術教練にも武術教練にも非常に熱心に取り組んでいる。教練が終わった後も、毎日書庫へ赴き、自主的に勉強をしているくらいだ。

			　思い過ごしだったかな、とユリファが思い始めた頃だった。

			「――おい、あの勇者、魔術が使えないらしいぜ」

			　そんな致命的な事実が判明した。

			　伊織の腕に宿った『勇者の証』は正常に機能しておらず、魔術を行使することができなかったのだ。

			　勇者に世界を救ってもらえる、という希望が打ち砕かれた城内の人間の失望は非常に大きかった。その大きな失望は、怒りとなって役立たずの勇者へ向けられることになる。

			　まず、魔術師から伊織への風当たりが強くなった。もともと、魔術師達の中心的人物だったリューザスが殴られたことで、評判は悪かった。そこに魔術が使えないことが加わり、伊織の評価は最悪になった。それによって、伊織に対して、嫌味を言う魔術師が増えていった。

			　そして騎士団の中でも、露骨に伊織を馬鹿にする人間が増えていった。この世界では、魔術が使えなければロクに戦うこともできない。強さを重視する騎士団において、勇者という肩書は非常に大きなものだ。勇者であるのに弱い伊織は、自然と軽く見られていく。こんな弱者が英雄アマツと同じ勇者など許せない、と憤る者すら出た。

			　嫌味を口にする魔術師と、嫌がらせを繰り返す騎士団。

			　腕を斬り落として、『勇者の証』を回収し、人工的に新しい勇者を作ろう、などという話が出るくらいまで、期待の裏返しによって伊織は恨まれていた。

			　しかし、どれだけ嫌がらせを受けても、伊織はまるで動じなかった。何事もないように教練をこなし、平然とした表情で自室へと戻っていく。それに苛立ち、嫌がらせは余計に増えていった。

			　そんな中で、ユリファは伊織への嫌がらせにまったくのノータッチで過ごしていた。伊織に怯えていたのもあるが、何よりこうした子供の苛めじみた行動が嫌いだったからだ。

			　苛めを見かねたユリファは、ある日、自分から伊織へ話しかけてみることにした。もしかしたら、抱えている不安を解消できるかもしれない、と考えたのもある。

			「……こんにちは。お疲れ様！」

			　武術教練を終え、中庭で休憩していた伊織へユリファは声をかける。

			　伊織は穏やかな表情で、ユリファに挨拶を返してきた。

			「こんにちは。お疲れ様です」

			　正面から見ると、本当に伊織はただの少年にしか見えないな、とユリファは内心で思う。

			　それからユリファは、伊織に尋ねてみた。城の人間から嫌がらせを受けて、どうにも思わないのか、と。

			「今までの俺なら、悔しくて怒っていたかもしれませんね」

			「今は、違うの？」

			「ええ。あのことを思えば、こんな程度は耐えられますからね」

			　あのこと？　と首を傾げるユリファに、伊織は苦笑しながら言葉を続けた。

			「それに、せっかく呼び出した勇者に力がなかったら、落胆して当然ですよ。だから俺はもっと頑張らないと……！」

			　拳を握りしめ、伊織が真面目な表情で言った。

			「――――」

			　伊織の容姿は整っている。

			　濃い顔が多いレイテシアの中で、珍しいさっぱりした目鼻立ち。それを馬鹿にする者もいるが、ユリファは気にならない。薄くても整っており、バランスがいい。むさ苦しい筋肉隆々の男や、ガリガリの魔術師たちと比べ、無駄のないスラリとした体型。少し幼いが、伊織はユリファの好みの範はん疇ちゆうにある。

			　それに、言動は城の陰湿な人間よりも遥かに大人びている。嫌味がないし、魔術が使えないと分かっていても、周りの人間のことを考え、努力を続けようとする姿は、まさに〝勇者〟の鑑だ。人間としても、尊敬に値するとユリファは思う。

			　表情も口調も、穏やかで優しいものだ。

			　

			　――なのに。

			　

			　どうしてだろう。

			　どうして私は、こんなにこの人のことが怖いのだろう。

			　ユリファは目の前の伊織を見て、体が小刻みに震えるのを感じた。

			「…………」

			　固まるユリファを見て、伊織の表情がわずかに変わる。

			（ひ……）

			　人の顔色を窺って過ごしていたユリファでも、伊織の表情から何を考えているのかが読み取れなかった。逆に、伊織はこちらの内面を見透かすようだ。

			「…………」

			　やがて、伊織が何かを言おうと口を開いた時だった。

			「おい、勇者サマ！」

			「ちょっとこっちに来てくださいよぉ！」

			　二人の騎士がやってきた。

			「これから模擬戦をやるんですよねぇ。ぜひ、勇者サマにも参加してもらいたいんですよ」

			「そうそう、日頃の成果を見せて欲しいんですよ。勇者サマが強けりゃ、騎士団の士気もあがりますからねぇ」

			　ニヤニヤと嫌らしい笑みを浮かべながら、騎士達は伊織の腕を掴む。

			「……夕食後には魔術教練があります。遅れたくないのですが……」

			「はは、どうせ教練を受けても魔術は使えないんでしょう？」

			「そうそう。そんな無駄なことをするより、模擬戦の方が重要ですよ」

			　そう言って、二人の騎士は伊織を中庭へ引っ張っていってしまった。

			「…………」

			　取り残されたユリファが、ゆっくりと地面に腰を下ろす。

			　あの騎士達のようなやり方は嫌いだ。だが、今回ばかりは助かったと、ユリファは感謝する。

			　あのまま会話を続けていたらどうなったのかと、想像するだけで恐ろしい。内面を覗き込むようなあの無機質な黒い瞳が、どうしようもなく怖かった。

			　城の人間は、魔術が使えない勇者なんてただの雑ざ魚こだと笑っている。だけど、本当にそうなのだろうか。

			　ユリファには、伊織が何かを隠しているようにしか見えなかった。

			「……大丈夫かな」

			　先ほどやってきた連中は、伊織に模擬戦をしようと言っていた。おそらくは伊織を一方的に痛めつけ、玩具おもちやにするつもりだろう。

			「……見に行こう」

			　不安を覚え、ユリファは伊織が連れて行かれた方へ向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ユリファが修練場に到着した時、中には数人の騎士が集まっていた。そこにいる全員が、積極的に伊織に嫌がらせをしている者だ。

			　グルリと並んだ騎士達の中央には、先ほど連れて行かれた伊織と、一人の騎士が立っていた。

			　伊織を見下ろすほどの巨体に、鎧よろいの上からでも分かるほどに鍛え抜かれた筋肉。騎士団に入っている者ならば、知らない者はいない男だ。

			　――〝豪腕〟のフランツ・ドミガン。

			　その二つ名から分かるように、騎士団の中でもずば抜けて高い腕力を持つ、力自慢の騎士だ。三十年以上前から騎士団に所属しているベテランでもある。

			「確か、あの人って……」

			　騎士の列に混ざりながら、ユリファはあることを思い出す。フランツは前々から、あることを大声で喧けん伝でんしているのだ。

			「お前が勇者、天月伊織だな」

			　修練場の中央で、フランツが野太い声で伊織に問う。小さく頷く伊織に対し、フランツは大きく鼻を鳴らすと、いつものように言った。

			「私はフランツ・ドミガンという。かつて、お前と同じ勇者である〝英雄アマツ〟に実力を認められたことのある騎士だ」

			　フランツは、英雄アマツが生きていた時代から騎士団に所属していた。その時に、英雄アマツに修業を付けてもらい、実力を認められたらしい。

			　いつも新人を集めて偉そうにそう言っているが、ユリファは密かに嘘ではないかと疑っている。確かに騎士団の中では強い方ではあるが、英雄アマツに認められるほどの実力があるとは思えないからだ。

			「……？」

			　フランツの言葉を聞き、伊織が眉を寄せる。何かを思い出すように額に手を当てるが、やがて駄目だというふうに首を振った。

			「英雄アマツは勇敢で、気骨のある人だった。人を救うために最後まで戦い抜いた最強の勇者だ。だというのに、お前は何だ、天月伊織。魔術も使えず、ロクに戦うこともできない」

			　偉そうに説教を垂れるフランツに、やばいんじゃないの、これ……とユリファは内心で震えていた。

			　伊織の細められた黒い瞳に、わずかに苛立ちが混じっているように見える。伊織を怒らせたら、召喚初日のように暴走するのではないだろうか。

			　そんなユリファの不安も知らず、ドミガンは饒じよう舌ぜつに語る。

			「さっきも、魔術教練があるからと言って逃げようとしたらしいじゃないか」

			「……事実ですから」

			「ふん、何が事実だ。英雄アマツはな、そんなことで逃げる男ではなかったぞ。正々堂々と戦い、我々の見本になる存在だった」

			　貴方は、と伊織が低い声で言った。

			「……貴方は、英雄アマツの何を知っているんですか？」

			　その問いに、フランツは表情に苛立ちを浮かべた。

			「少なくとも、お前よりは知っている。なにせ、私は英雄アマツと直に会ったことがあるのだからな」

			「……そうですか」

			「それに。英雄アマツの活躍は、何度かリューザス殿に聞かせてもらっている。勇者の名に恥じない、勇敢な男だったとな！」

			　あ、とユリファの口から声が漏れた。訝いぶかしげに周囲の騎士が視線を向けてくるのにも気付かず、ユリファはただ伊織を見ていた。

			「――――」

			　その瞬間、伊織の顔には表情がなかった。ただその瞳に、すべてを削ぎ落としたような、暗く深い、得体の知れないナニカが映っていた。

			　ユリファにはそれが何なのかまでは、読み取れない。ただ、フランツが伊織の地雷を踏んだのだということだけは気付いた。やはり、伊織はリューザスに何か特別な感情を抱いているように思える。

			「天月伊織……その腰の引けた性根を、私が叩き直してやろう！」

			　フランツの言葉に、伊織は薄く笑みを浮かべて頷いた。

			「……分かりました。模擬戦、でしたっけ。やりましょうか」

			　それから、両者に修練用の木刀が渡された。

			　木刀を手に素振りを行う伊織に対して、騎士達はわざとらしく歓声を上げる。

			「フランツさん、負けないでくださいよー！」

			「相手は勇者サマだから、気を付けないと瞬殺されちまうかもしれません！」

			　言葉とは裏腹に、誰もが伊織が勝つなどとは思っていない。

			　嫌な雰囲気だと、ユリファは眉を顰しかめる。女性同士でもドロドロとした嫌らしいやり取りは存在するが、男性同士の嫌がらせはより露骨だ。異界から来た相手だからと、好き勝手している。

			　皆が、伊織を殺して人工的な勇者を作るという話を信じているのかどうか知らないが、もし途中で勇者の力を使いこなせるようになったらどうするつもりだと、ユリファは城の人間の浅はかさに嫌気が差す。

			「それじゃあ、始めるか」

			　数分後、両者のウォーミングアップが終わり、模擬戦が始まろうとしていた。

			　伊織に合わせて、フランツは魔術を使わず素手で戦うと宣言する。それでも、圧倒的な身長差と筋肉の差がある二人を見れば、結果は一目瞭然だ。

			　伊織とフランツが木刀を手に向かい合う。

			「――始め！」

			　合図とともに、模擬戦が開始される。騎士達の歓声が、修練場に響き渡った。

			「ふん、先手はお前にゆず――」

			　余よ裕ゆう綽しやく々しやくで、フランツがそう言いかけた瞬間だった。

			「な――!?」

			　伊織はすでに、フランツとの間合いを詰めていた。

			　木刀を突き出し、フランツの木刀に絡め、手首をグルリと回す。たったそれだけの動作で、フランツの手から木刀が弾き飛ばされていた。

			「な、なにが……ッ!?」

			　武器を失って呆然とするフランツの首元に、伊織の木刀が突き付けられる。

			「……俺の勝ち、でいいですね？」

			　酷く冷めた表情で、伊織は勝利を告げる。静かに構えを解き、フランツに背を向けようとした時だった。

			「ひ、卑怯者が！　不意打ちを仕掛けるなど、貴様それでも勇者かッ!!」

			　苦し紛れのフランツの怒声。それに、フランツの敗北を認めたくない騎士達が追つい随ずいする。

			「卑怯だぞ勇者！」

			「そうだ、正々堂々戦え！」

			　ざわめきは次第に大きくなり、騎士の多くが伊織を卑怯だと非難し始める。

			　めちゃくちゃだ、とユリファは思う。卑怯も何も、余裕ぶって先手を譲ろうとしていたのはフランツだというのに。

			「その腐り切った性根、私が叩き直してやるッ!!」

			　そう叫び、フランツは強化の魔術を発動した。背を向けたままの伊織に向けて、丸太のような腕を振り下ろす。

			「危ない……っ！」

			　思わずユリファは叫んでいた。

			　あんな物が叩き付けられれば、魔術の使えない伊織はひとたまりもない。当たりどころが悪ければ、骨折ではすまないだろう。

			　直後、フランツの豪腕に伊織が吹き飛ばされて――、

			「え……？」

			　――いなかった。

			　クルリ、と伊織が振り返る。振り向きざま、フランツの拳に木刀を当てた。それだけで拳の軌道がズレ、フランツは盛大に空振る。

			「う、おっ……!?」

			　伊織がフランツへ足をかける。大きく体勢を崩していたフランツは、声を挙げながら地面へ倒れ込んだ。

			「……俺の勝ち、でいいですね？」

			「うっ……」

			　地面に伏せるフランツの後頭部に、伊織の木刀が突き付けられた。フランツは立ち上がることもできない。

			「な……？」

			「おい、今あいつ何したんだよ……」

			「何かの……剣術か？」

			　予想とは違う決着に、騎士達が戸惑いの声を挙げる。誰も、伊織が何をしたのか理解できていなかった。

			　それはユリファも同じだった。

			　初めから戦いを見ていたというのに、伊織が何をしたのかが理解できなかった。辛うじて分かったのは、何かの技を使ったということだけだ。

			（やっぱり……普通じゃない）

			　訓練された騎士が動きに付いていけないだけでも驚異的だが、真に恐ろしいのは、伊織は一切の魔力を使っていないという点だ。もし魔力が使えたら、と思わずにいられない。

			「すいません。魔術教練にかなり遅刻してしまっているので、そろそろ俺は行きますね」

			　戸惑いで静まり返った修練場に、伊織の声が響く。

			　伊織は木刀を片付けると、何事もなかったかのような表情で去っていった。その背を、フランツは顔を真っ赤にして睨みつける。

			　――〝勇者〟天月伊織が、卑怯な不意打ちで騎士に勝った。

			　そんな話が城中に出回ったのは、翌日のことだった。

			　その場にいたユリファを除く騎士の誰もが、勇者は卑怯者だと城に触れ回ったからだ。

			　フランツの口止めによって、ユリファは事実を口にすることは許されなかった。

			　この件によって、より一層、伊織は城の人間から敵意を向けられることになる。だが、それはほんの数日の間だけだった。

			　

			　――それからすぐに、ユリファの危き惧ぐしていたことが起こったからだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おい！　誰かいないのかッ！」

			　深夜、城の中に叫び声が響き渡った。聞きつけた騎士達が、慌てて声のする方へ向かっていく。

			（なにごと!?）

			　休憩室にいたユリファも、同僚の騎士達とともに飛び出した。

			「リューザス殿、どうされましたか!?」

			　声の主は、リューザスだった。服のあちこちが破れ、土埃で汚れている。その姿と声から、騎士達はただ事ではないことを理解する。

			　半分寝惚けていたユリファも、密かに頬を叩いて意識を覚醒させた。

			「これだけか？　おい、お前！　待機してる他の騎士を連れて来い！　全員だ！」

			　騎士の一人を指差し、リューザスが荒々しく命令する。

			「他は全員、俺に付いて来い！」

			　横暴な物言いだが、有無を言わさない口調に、騎士は従うしかない。一人が仲間を呼びに走り、残りは走り出すリューザスに追つい随ずいした。

			（こっちは……『儀式の間』？）

			　リューザスの進む方向にあるのは、『儀式の間』だ。普段は厳重な封印が施され、立ち入りが禁止されている。なぜ、リューザスはそんな場所へ向かっているのだろうか。

			（……何か、嫌な予感がする）

			　それからすぐに、『儀式の間』へと辿り着いた。

			「な……どういうことだ」

			「封印が、解けてる……？」

			　部屋の扉から、魔力が感じられない。何者かによって封印が解除されていた。

			（侵入者……？　魔族？　いや、まさか……）

			　戸惑う騎士達を無視し、リューザスが怒鳴りながら『儀式の間』の中に飛び込んでいく。先ほどからのおかしな行動に混乱しながら、騎士達も中へ突入した。

			「な――」

			　部屋の中央、床に刻まれた〝召喚陣〟の上に〝勇者〟の姿があった。

			　ユリファは最初に、その服装の違いに気が付いた。どういうわけか、伊織は上位の騎士や魔術師にしか支給されない魔術服を身に纏まとっている。腰に差している剣は、ひと目で上等な物だと分かる。

			「早かったな、リューザス」

			　伊織の様子に、リューザスは酷く焦っているようだった。

			「アマツ、貴様ッ！　召喚陣から離れろ!!」

			　伊織を指差し、リューザスが怒鳴り散らす。

			「……アマツ？」

			　その口から零れた言葉に、ユリファが首を傾げる。

			　アマツ、おそらくは〝英雄アマツ〟のことだ。その名前がどうして今、リューザスの口から出てくるのか。

			　そういえば、最初に伊織が召喚された時、彼はリューザスの名前を叫んでいなかったか。まるで、召喚される前から知っていたかのように。

			　ユリファの考えが、纏まとまりかけた時だった。

			「何事だ、リューザス！　いったい何をしている!!」

			　部屋の中に、国王と複数の騎士が踏み込んできた。先ほど、応援を呼びにいった騎士が連れて来たのだろう。

			「へ、陛下、これは……」

			「助かったよリューザス。お前のお陰で封印を解けたし、召喚陣の使い方も分かった」

			　リューザスの弁解の言葉に被せるように、伊織が口を開いた。

			　飛び出した声色に、ユリファは息を呑む。

			　まるで、古くからの親友にかけるような、気持ち悪いくらいの親しげな声。

			「リューザス殿……？」

			　伊織の言葉に、その場の視線がリューザスに集まる。

			　その瞬間。

			『儀式の間』の中で唯一、ユリファだけが伊織の方を向いていた。

			　

			「――――」

			　

			　――笑み。

			　伊織が浮かべていたのは、ユリファが最初に見たのと同じ笑みだ。

			　憎しみを凝縮したかのようにギラギラと輝きを放つ双そう眸ぼうに、堪え切れないというふうに歪んだ口元。

			　勇者が浮かべてはいけない、壮絶でおぞましい、後ろ向きな希望と欲望に満ちた表情。

			「――ひ、ぁ」

			　ユリファの喉が、引き攣つった声を漏らす。

			　背筋が凍るどころの話ではなかった。全身が粟立ち、震えが止まらなくなる。

			　そんなユリファの様子に気付かぬまま、伊織はリューザスへ笑いかけた。

			「――また、会いにくる」

			　そして、伊織の姿が転移の光に覆われた。次の瞬間には、『儀式の間』から消え失せていた。

			　部屋を静寂が覆い、すぐに国王がリューザスを怒鳴りつける。

			「リューザス！　封印の解き方を教えたとはどういうことだ!!」

			　リューザスがしどろもどろに弁解し、位置を探ると言って、召喚陣の方へと駆けていく。だが、リューザスが何かをした直後、召喚陣は粉々に砕け散った。

			「今すぐにリューザスを捕らえよ!!」

			　なおも弁解しようとするリューザスを、国王の命令で騎士が取り押さえる。

			　そんな様子を、ユリファは呆然と見ていた。

			　勇者への恐怖に支配された頭の中で、ユリファはぼんやりと考える。こうなると予想して、伊織はあのような言動を取ったのだろう。おそらく、リューザスは伊織に嵌はめられたのだ、と。

			　――そして、王国はとんでもないモノを召喚してしまったのではないか、と。

			　

			　オンリィン王国で行われた召喚。

			　喚び出されたのは、黒髪の少年、天月伊織。

			　その召喚が何を引き起こすのか、それはまだ誰にも分からない。

			　少なくとも、今はまだ。

		

	
		
			電子書籍限定 特典ＳＳ　『エルフィの絵日記』

			　

			〝奈落迷宮〟から脱出した俺達は、連合国へ向けてウルグスの森を進んでいた。

			　現在は休憩中だ。

			　昼食を終えた後、エルフィが何かノートのような物を取り出し、コソコソと書いていた。

			　時折、俺の方をチラチラと盗み見てきている。

			　……何だ？

			　あいつは一体、何をしている？

			「……どうかしたか？」

			「い、いや。なんでもないぞ」

			　目が合った拍子に聞いてみるが、エルフィはとぼけた。

			　怪しいな。

			　コソコソと何を書いている？

			「…………」

			　裏切られた記憶が、蘇ってくる。

			　ああやって裏切られて、殺されるのは二度とごめんだ。

			　あいつが何をやっているのか、聞き出す必要がある。

			「なあ、エルフィ」

			「ん？」

			「腹、空いてないか？」

			「空いてる！」

			　夕食を食べた直後だというのに、エルフィがパッと顔を輝かせた。

			　ノートを手にしたまま、パタパタとこちらに近付いて来る。

			「何かくれるのか!?」

			「ああ……」

			　何かを渡すふりをしてエルフィに手を差し出し、

			「……あ!?」

			　その手から、ノートを奪い取った。

			「な、何をする！　返せ！」

			「さっきから何を書いている？」

			「そ、それは……」

			「言えないのか？」

			　エルフィから距離を取り、俺はノートに目を通した。

			「……！　これは……」

			　そこには、俺の想像を越えたことが書かれていた。

			　

			◆

			　

			　ようやく結界から出れた。

			　久しぶりすぎてやばい。

			　出れてめちゃ嬉しい。

			　なんか龍が来て悪口言ってくるから、迷宮核奪ってやった。

			　ざまあみろ。

			　それから、逃げた先にアマツがいた。

			　なんだかんだ協力して、龍を倒してやった。

			　王国の変な魔術師が来たからやっつけてやった。

			　その後、なんだかんだあってアマツ……伊織が仲間になった。

			　嬉しい。

			　

			◆

			　

			「…………」

			　ノートの中には、頭の悪い文が記されていた。

			　何だ……これは。

			　文の横には、ミミズがのたくったような線で、人と龍らしき物が描かれている。

			　……これはもしかして、〝土魔将〟と俺か……？

			「これは……」

			「……絵日記だ。頭の中にノートがあったから、書いてみようと思って……」

			「…………」

			　次のページも、読んでみた。

			　

			◆

			　

			　連合国の温泉都市を目指して、森を歩いている。

			　結構、楽しい。

			　外に出れてよかった。

			　伊織がちらちら見てくるけど、やっぱり私に惚れてるのだろう。

			　ふふん、罪作りな女だな、私は。

			　

			　それよりも、久しぶりにご飯を食べた。

			　食べたのは、『兎肉の香草焼き』だ。

			　一口噛みしめる度に、柔らかな兎肉からジワリと肉汁が溢れてくる。

			　臭みはなく、それどころか香草の爽やかな香りが兎肉の味を引き立てている。

			　程よく塩がかかっており、文句なしの一品だった。

			　

			◆

			　

			　今日もずっと森の中を歩いていた。

			　結構楽しいけど疲れた。

			　伊織はおぶってくれないし、無礼なやつだ。

			　まだチラチラ見てくるし、あいつやっぱり私にめろめろだな。

			　あいつ、むっつりスケベっぽいし襲われたらどうしよう。

			　魅力的過ぎる自分が怖い！

			　

			　朝は昨日取った果実を、洗って食べた。

			　一口齧ると、シャクリとした小気味良い音がなる。

			　果汁が多く、思わず零してしまった。

			　酸味が強く、目覚ましにはちょうどよい。

			　

			　でも眠い。

			　昼も果実だった。

			　手抜きだ。

			　

			◆

			　

			　……というようなことが、今日の分まで書かれていた。

			「…………」

			　言葉が出てこない。

			　なんだこれ。

			　なんというか……なんだこれは。

			　文章は酷いし、とてもではないが〝元魔王〟が書いた文とは思えない。

			　が。

			　何故か、料理に関する部分だけ、文章と絵の上手さが段違いだった。

			　味について詳細に書かれているし、絵も思わず食欲を唆られるほどの上手さだ。

			　どうなってる。

			「も、もう良いだろう！　返してもらうぞ！」

			　顔を赤くしたエルフィが、バッと日記を奪っていく。

			　そして、サッと頭の中にしまってしまった。

			「……もしかして、俺をチラチラ見ていたのは」

			「伊織の絵を書くためだぞ。芸術的だっただろう？」

			　……やっぱり、あれは俺だったのか。

			「……前衛的ではあったな」

			「ふふん。そうだろう、そうだろう」

			　嬉しそうに頷くエルフィ。

			「私が魔王の座に返り咲いた暁には、これを本にして教科書にする予定だ」

			　これで、一体何を学べというのだろうか。

			　……まあ、ともかく。

			　どうやら、俺の早とちりだったようだ。

			　特に裏切っている様子はなさそうだった。

			「……悪いな、勝手に見て」

			「ん。少し驚いたが、気にしてないさ」

			「……そうか」

			「うむ。これからは気をつけるのだぞ？」

			　エルフィは怒っていないようだった。

			　良かった。今回の件は、俺に非があるからな。

			　だが。

			「それで……誰がお前にめろめろだって？」

			　エルフィが固まる。

			「い、伊織？」

			「誰が、むっつりスケベだって……？」

			「そ、それは、その……」

			「エルフィ」

			「は、はい」

			「……夕飯抜きだ」

			「そんなぁ!?」

			　エルフィが、涙目で叫び出す。

			　慌てた様子で、謝りながら俺の周りをグルグル回り始めた。

			「嘘だから！　冗談だから！　ごめんなさい許して！　許して、伊織ぃいい！」
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			岐阜県在住。主人公が苦悩する姿を書くのが好きです。ですので、ついついいつも自分の作品の主人公を虐めてしまうのですが、今作はそんな主人公が逆襲する話になっております。やり返して行く主人公の活躍をお楽しみください。（二〇一六年七月現在）
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